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7. 1類  NQ 9(西 日本系土器 )
両雲母花商岩 十二コル

9.3類 NQ 5(北 陸系土器)
変質したガラスを多数合む胎土 一ニコル

11.4類 NQ 7(指頭圧痕を残す格沢式 )
流紋岩質ピッチス トーン 十二コル

8.2類 NQ 8(角 押文 。指頭圧痕の格沢式 )
輝石安山岩 一ニコル

10.4類 NQ 7(指頭圧痕を残す格沢式 )
流紋岩質ピッチス トーン 十二コル
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第 3節 第Ⅲ群 102類土器の型式学的検討
―熊久保式土器の構成と変遷―

はじめに

熊久保遺跡から出土した中期後葉土器群は、事

実記載によって指摘 したように地文の違いにより

大きく4群に分類された諸型式から構成されてい

る。その構成は、 1類 :棒状工具による沈線描出、

2・ 3類 :櫛歯状工具による描出、 4類 :縄文施

文、として分け 2類 については大きく1類の中の

変異として捉えている。 1・ 2類がいわゆる「唐

草文土器」、3類が曽利式、4類が加曽利 E式に比

定される。

当該型式に関する研究動向は、型式の生成過程

と系統の再検討を行う研究 (田中1984、 三上1986、

水沢1996、 小口1998)や 、型式の構成と変遷を提

示する論考 (百瀬1986、 三上2002)、 さらに型式名

称に関するもの (小日1998、 神村1999、 三上2002)

などがそれぞれ展開されている。また、近年にお

ける北信 。東信地域における大規模発掘の成果に

より当該期土器群の地域色や新型式の設定など提

唱がなされている (綿田1983・ 1988、 川崎2001)。

かつて筆者は、いわゆる「唐草文系土器」と呼

称される土器群の系統について再吟味を行い、在

地型式の型式構成要素の継承と断絶、水沢教子氏

が検討を行った越後地域における型式構成要素の

伝播・変容の存在を追認し、中信地域から南信北

半地域における土器群について森嶋稔氏の提唱を

受けて仮称瞭ヨ久保式」の提唱を行った(小日1998)。

本論では、その検討をもとに、今回最もまとまり

を有して出土した第Ⅲ群 1・ 2類土器についての

段階設定を行い、その上で中期後葉における本遺

跡の編年案を提示したい。また、一括資料が得ら

れなかった後半段階については、松本平の他遺跡

の資料を援用しながら若干の検討を行うことにし
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たい。

1 第Ⅲ群 1。 2類土器の器種構成

1・ 2類土器の器種は大きく、(1)深鉢、 (2)

浅鉢、(3)吊手土器、(4)鉢形土器、に分かれ、

さらに深鉢は 3つの器形に細分される。

深鉢 a 頸部が括れ、日縁部が直立するか、やや

内湾し、さらに胴部が張るいわゆるキャリパー形

を呈する。口縁部には 2対 (4単位)の把手を有

するものがある。文様帯は回縁部の I文様帯、頸

部のⅡa文様帯、体部のⅡ文様帯に分かれる。Ⅱ

a文様帯は無文と有文の二者が存在する。

深鉢 b 頸部がやや括れ、日縁部が外反し、さら
に胴部が張る器形。口縁音Бから頚音陶こかけて 1対

(2単位)の把手を有するものが認められる。文様

帯は口縁部が無文帯を形成し、頸部のⅡa文様帯、

体部のⅡ文様帯から構成される。

深鉢 c 無頸タル形の器形を呈する。胴上半が大

きく張り、日縁部が内湾するものと、時期が下る

につれ口縁が直立的となり胴部も直線的になる。

日縁部には 1対 (2単位)の把手を有するものが

認められる。文様帯は口縁部の I文様帯と頸部の

Ⅱa文様帯、体部のⅡ文様帯とⅡa文様帯が省略

されるものに分かれる。

浅鉢 口縁部が内折し、文様帯を形成するものと

口縁部が月巴厚するものが存在する。平縁と波状縁

がみられる。

吊手土器 鉢部から一対の把手が立ち上がる把手

式と、アーチ状の橋を渡 した二窓式に分かれる

(綿田1999)。

その他、今回の調査では検出されなかったが、

鉢形土器、両耳鉢、台付深鉢などが 1類土器の器
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第Ⅳ章 調査成果の分析研究

種として確認できる。そのなかで頸部に一対の把

手が付 く両耳鉢は、日縁部が無文で頸部に文様帯

を有するものと、体部と頸部が一体となって文様

帯を形成するものに分かれる。松本市一ツ家遺跡

64・ 87号住、屋外埋甕 5な どを挙げることができ

よう。台付深鉢は巻頭図版にあるように、深鉢 b

類に口縁部から胴上半にかけて把手が 1対付 く腕

骨文土器であり、脚部には円形の透し孔が施され

てる。

2 第Ⅲ群土器の構成と変遷

(1)先行型式の再検討

会田進 。宮坂光昭氏による梨久保 3・ 4号住の

良好な一括資料によって「梨久保B式」の設定が

なされ (会田。宮坂1972)、 その後資料の増加に伴

い器種構成に関する型式学的検討が行われている

(三上1994・ 戸田1995・ 神村1996)。 この標識資料

の中には 2点の櫛形文土器と、 1点の回縁部に沈

線櫂曲文を有し、腕骨文モチーフの萌芽的様相が

みられる土器が提示されている。前者の櫛形文土

器の位置付けについては、古相を帯びるとして従

来の井戸尻Ⅲ式と標識資料の間に一段階設定する

必要性を指摘する見解 (戸田1995)と 花上寺遺跡

25号住でみられるように隆線櫂曲文と櫛形文が融

合したものが梨久保B式の組成のなかに加わると

いう指摘 (三上1994・ 2002)がある
(1)。

一方、後者については梨久保 B式と次段階のい

わゆる唐草文土器との間隙を埋める資料として重

図 1 第 6010号住出土土器 (1～ 8:6号住、9～12:10号住 S=1/8)
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要である。今回の調査によって建替え前の 6号住

と10号住から両者を繋ぐと考えられる資料が出土

している(図 1)。 その特色は日縁部が大きく内湾

し、頸部で括れ胴が張るキャリパー形を呈し、日

縁部装飾に沈線招曲文を描く一群が主要器種とな

ることである。そのほか、条線地文の異方向化、

半裁竹管工具から棒状工具への比重増加、さらに

構成器種の不安定化などの大きな変化がみられる。

この沈線櫂曲文土器については、松本市塩辛遺跡

22・ 24号住、弥生前遺跡20号住、山影遺跡73ビ ッ

ト、南中島遺跡17号住、前田木下遺跡14号住、塩

尻市上木戸遺跡110号住などで確認できる。いわ

ゆる腕骨文土器と呼ばれる越後系土器をほとんど

共伴していないことが熊久保 6。 10号住資料の特

色であり、本資料群を指標として梨久保 3・ 4号

住の後続段階として新たに設定したい。これらの

資料を梨久保B式の範疇で捉えるべきか、熊久保

式の最初頭に位置付けるべきか問題が残るが、日

縁部文様の特色と胴部文様の変化をどのように評

価するかによって見解が別れよう
(2)。

(2)第Ⅲ群土器の構成と変遷 (図 2～ 4)

先述したように地文の違いから、第Ⅲ群土器を

1～ 4類に分けている。ここでは、他型式である

3・ 4類土器を含めた変遷案を提示したい

第 I段階 :3。 11・ 16・ 19。 31号住が該当する。

器種構成がバラエテイーに富み、また沈線文系と

櫛歯条線文系 (15～ 19。 21・ 23・ 43～ 45)の系統

に分かれる。本段階は、深鉢 a・ b類が c類より

も比重を占める特徴を有している。その背景は、

深鉢 b類に代表される前型式の器種の継承と新た

に13。 14の越後系土器 (腕骨文土器)が加わり、

さらに17に みられるような I文様帯とⅡ文様帯に

別れ、日縁部に渦巻文区画を有する加曽利 E式の

影響による器種が生成することにあると考えられ

る。さらに、国縁部が内折 して沈線渦巻文が描か

れる46と 無文で平縁の47、 さらに口縁部を肥厚さ

せる48の 3種の浅鉢が存在している。この48の肥

厚口縁部の特徴は条線文系の43と 類縁的である。

第3節 第Ⅲ群1・ 2類土器の型式学的検討

文様要素は、胴部文様には腕骨文モチーフ (13・

14・ 22・ 23・ 38)や蛇行懸垂文 (15～ 18)、 剣先文

(24)が多用される。また、タル形器形を特徴とす

る深鉢 c類 (28。 29。 31・ 42・ 45)は本段階で生

成するが、文様帯構成は IoⅡ 文様帯であり、Ⅱ

a文様帯はみられない。

第Ⅱ段階 :7・ 8・ 13・ 15。 17・ 19。 20。 21・ 22

号住が該当する。

深鉢 a類 (25。 26)が減少し、深鉢 b類は本遺

跡ではみられない。深鉢 b類の回縁部無文帯が縮

小し、 c類のタル形器形に収敏されていくものと

思われる。その類例として第 I段階に相当する松

本市一ツ家遺跡87号住、102号住埋甕などを挙げ

ることができよう。

本段階の指標として、いずれも器種も大柄渦巻

文が胴部に展開し、また深鉢c類 においてⅡa文

様帯が形成されることであろう。35～ 37、 50～ 52

は楕円もしくは方形区画文を有し、内部に交互刺

突による波状文が充填されている。本文様帯の発

生は明確ではないが、第Ⅱ段階に帰属する22の頸

部にみられる渦巻つなぎ弧文による区画化と関連

があるかもしれない。この渦巻文と15。 16の回縁

部区画の撚 り縄状文が置換 して、形成されたとこ

こでは考えたい。胴部の渦巻文は左右が対になる

35や腕骨文を基点として渦巻文が派生する36の大

きく二者に分かれる。

その他の器種として、波状口縁を呈し、口縁部

が緩やかに外反する器形が新たに登場する (27～

29。 31・ 32)。 波頂下に渦巻文を配し、その間に渦

巻文や蛇行沈線が描出される。煮炊きの用土器で

はないが、ランプとしての吊手土器も本段階で確

認される (55・ 56)。 一方で、浅鉢がみられず、代

わって曽利Ⅲ式の両耳鉢 (62)や鉢形土器 (61)

が流入しているようである。この61は 59と ともに

肥厚帯口縁部 (山形1989)を 有し、太沈線による

S字状文や円形文などが描かれることを特色とし

ている。また、曽利式と加曽利E式の折哀タイプ

としての57や 60も 認められ、曽利式が多く組成と
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図2 第Ⅲ群土器の構成と変遷 〈その 1〉 (s=1/8)
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図3 第Ⅲ群土器の構成と変遷 (その2)(s=1/8)
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図 4 第Ⅲ群土器の構成と変遷 〈その3〉 (S=1/8)
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図 5 松本盆地における第Ⅳ・V段階の土器 (s=1/8)
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第Ⅳ章 調査成果の分析研究

して加わる点が注目される。

第Ⅲ段階 :1・ 5。 12号住が該当する。

本段階は深鉢 c類 と加曽利E3式 との折哀型土

器 (82・ 83)、 さらに深鉢 a・ b類を補うようにキャ

リパー形の加曽利E3式 も組成として大きな位置

を占めるようになる。71～ 75は Ⅱa文様帯が消失

し、小渦巻文が口縁部無文帯を画する隆線と接続

して垂下している。とくに71・ 72は刻みの入った

隆線が垂下していることが特色であり、伊那谷で

は本類型はあまり認められない。

86～ 93は渦巻文が一段と退化し、蛇行懸垂文が

モチーフの主流となってくる。このなかで、86は

地文が鱗状に描かれることから佐久地方の一群と

関連があるかもしれない。地文の沈線はラフに

なっていくが、依然「ハ」の字状を意識して描か

れている。第Ⅲ段階でも新相を帯びる。

77～ 81、 84・ 85、 95～ 106は地文に縄文を有して

いる加曽利E3式である。日縁部文様帯には平縁

と波状口縁の二者が存在 し、また口縁部が無文帯

を形成する99。 103。 106な どもみられる。また、

105。 106に ように台付土器も器種として加わる。

胴部は 2～ 3本の沈線が垂下し、沈線間が幅広

く、ナデ・ミガキ調整がなされるものと、99の よ

うにそうでないものが存在する。97や 101の よう

に、この垂下沈線が区画化され、逆U字状として

変化していく過程は、沈線文系の一群と連動して

いる。また、77の ような沈線間の S字文などは、

当該地域の地域色であろう。

さらに在地の沈線文系と縄文系の加曽利E式の

折哀タイプとして82・ 83があり、地文が置換 して

いることが特色である。

第Ⅳ段階 (図 5、 107～ 116)

今次の調査では、本段階の一括資料に恵まれな

かった。本段階の器種構成は深鉢 c類が残存する

η
ｌｌ
〃
＃
ハ

―

・

図 6 山形村三夜塚遺跡 SK099出土土器 (S=1/8)
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第 3節 第Ⅲ群 1・ 2類土器の型式学的検討

岩垣内

137.岩垣内

戸入村平

図 7 県外出土第Ⅲ群 102類土器 (135～ 144:S=1/8 145～147:S=1/6)

が、胴部の張 りがなくなり直線的になることを特

徴とする。また深鉢 a・ b類はみられず、その器

種を補うかのように加曽利E4式古段階が組成と

して加わる。文様帯構成としてⅡa文様帯が消失

し、逆U字状区画文が隆線によつて描かれ、区画

内に蛇行隆線、崩れた渦巻文などのモチーフとラ

フな斜沈線・直線状沈線が地文として充填される。

本段階を松本盆地の他遺跡の資料によって補うな

らば、松本市坪ノ内遺跡18号住 (107・ 108)塩尻

市上木戸遺跡17号住 (109～ 112)、 明科町北村遺跡

SQ503(113)、 SH686(114)、 三夜塚遺跡 E区遺

構外 (115)。 SK126(116)な どが基準資料となろ

う。

岩垣内

第V段階 (図 5・ 6、 117～ 134)

本段階は沈線文系が僅かながら残るものの、型

式構成はむしろ加曽利E4式新段階が主体となる。

深鉢 c類では口縁部と体部を分ける区画線が消

失したものや (117)、 逆U字状区画文がほぼ消失

し、加曽利E4式の区画文様内に地文沈線が充填

されたり (121・ 122)、 勾玉状列点文とラフな斜沈

線や直線状短沈線、ワラビ手文などが描かれる。

この勾玉状列点文は、交互刺突による波状文が簡

略化された文様である。熊久保遺跡と同じ西山山

麓に位置する山形村三夜塚遺跡SK099か ら一括資

料が得られている(図 6)。 124～ 127は前段階の混

入と考えられるが、縄文系の加曽利E4式のセッ

角
い
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図 8 熊久保式の西方伝播と併行型式群の分布概念図

卜関係をここでは重視したい。そのほか、北村遺

跡SB560(117・ 119)。 SB580(120)、 SQ501(118)、

一ツ家遺跡土坑1425(121・ 122)な どを列挙して

おきたい (図 5、 117～ 122)。

以上、熊久保遺跡出土資料によって第 I～ Ⅲ段

階、第Ⅳ・V段階を松本盆地の他遺跡資料により

補足して中期後葉期における編年案を試みた。こ

れらのなかで、沈線 。櫛歯条線地文の 1・ 2類土

器を「熊久保式」と認定し、次に各段階の分布と

その拡がりを概観したい。

3 熊久保式土器の分布と動態 (図 8)

第 I段階 :熊久保式の成立段階では、松本盆地 。

諏訪盆地、さらに上伊那を中心として拡がりをみ

せる。また、下伊那では、いわゆる下伊那タイプ

と呼ばれる東海地方の咲畑式と融合して生成され

る独自の器種が生成されていく。また、飛騨地方

においても丹生川村岩垣内遺跡SB 6・ 10。 17(135。

136・ 140)な ど本段

階の資料は散見され

る。

第Ⅱ段階 :最 も分布

範囲を拡大する時期

である(図 8)。 第 I

段階の分布範囲に加

え、佐久地方や長野

盆地の南部、さらに

下伊那地方、美濃地

方にも拡がりを有す

る。飛騨地方では岩

垣 内 遺 跡 遺 構 外

(137・ 138)、 牛垣内

遺跡 7・ 8号住、西

田遺跡SX17(143・

144)、 久々野町堂之

上遺跡14号住 (141・

142)、 美濃地方西端

の戸入村平遺跡 4号

住 (145)、 さらに滋賀県浅井町醍醐遺跡 (146・ 147)

にまで及んでいる。とくに興味深いのは醍醐遺跡

出土資料であり、胎土の色調や文様構成から146

は中信地方、147は南信地方に分布する 1類土器

であり、それぞれの地域から搬出された可能性が

ある。

「

方で、関東地方や山梨県の甲府盆地と

いった東方には間接的な影響を認め得るが、型式

そのものは散見されるのみである (櫛原1986)。

第Ⅲ～第V段階 :分布範囲が縮小 し、松本盆地、

諏訪盆地、上伊那地方が中心となり、下伊那地方

に部分的に散見される。当該期は、加曽利E3～

4式の分布範囲が拡大する時期であり、その折哀

タイプも多 く生成される。また、曽利Ⅲ～Ⅳ式も

本地域で確認される。飛騨地方では岩垣内遺跡

SB39(139)が第Ⅲ段階として該当しよう。

おわりに

熊久保式の構成と変遷について、今回の出土資
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料および周辺遺跡の資料をもとにして若干の検討  独立した段階として設定し、私見を述べさせてい

を行った。変遷案については、これまでの先学の  ただいた。とくに伊那谷などを含めた全体の詳細

研究と大きく異なった点はないが、近年資料が増  な検討が行えず、片手落ちの感を否めないが、後

加している飛騨・美濃地方の様相について分布域  日機会を改め検討を行いと思っている。

の動態と関連させて概観した。また 6・ 10号住を

註

1 いわゆる櫛形文土器の位置付けについては、後日改めて見解を述べたいと考えている。

2 沈線櫂曲文土器は、器形と口縁部文様は梨久保B式の要素を色濃く残している。一方、胴部のモチーフについ

ては、2～ 3本の隆線によってU字状文や十字文などが展開し、地文はそのモチーフ間を充填するように斜沈線が

施文される。また、6。 10号住にみられるように刺突文を地文として施すものもみられ、文様要素の漸移的様相

を読み解くことができる。
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第 4節 出土石器群の研究

1 石器群の個別的検討

(1)概要

本遺跡では、計1810点、80130。84gの石器が出

土 した (表 1)。 石核 。剥片などを除いた道具と

しての石器は、個数全体の34%の 617`点、61047.86

gに のぼる。割合は、小形刃器397点 (21.9%)、

打製石斧82点 (4.5%)、 敲石25点 (1.4%)、 石鏃16

点 (0。9%)の順で高い。遺跡の立地や属位から、河

川からの自然流入による礫などは少なく、また、

ローム層が厚いため地山から礫層までかなり深い

ことから、多くの石器は、人為的に運搬されたも

第 4節 出土石器群の研究

表 1 個数 0重量組成表

上條 信彦

のと考えられる。時期は出土土器や石器群の特徴

から、縄文時代中期のものがほとんどであると考

えられる。石器の個数・重量組成を表 1に 、遺構

別組成を表 2に示した。住居址内出土の資料は

1524点 (84.1%)、 70523.5g(88.0%)であり、全

体にしめる割合が圧倒的に高い。住居址毎では、

大型かつ遺構の残存率が高かった 7号住の数量が

最も多く、 6。 9号住も比較的多い。また、土坑

内出土の資料は16点 (0。8%)、 106.lg(0。 1%)、

遺構外出土の資料 は163点 (9.0%)、 3006.38g

(3.7%)であつた。

ただし、耕作土層から遺物包含層まで浅いこと

住 居 址 土 坑 遺 構  タト その 1也 全 体

個数 % 重量 % 個 数 % 重量 % 個 数 % 重量 % その他 その他 個数計 % 重量計 %

原石 05% 4997` 071% 0% 0% 19% 05% 5224 065%

石核 14% 2699( 038% 0% 25% 567〔 19% 0% 14% 32674 041%

くさび形石器 10% 000% 0% 0% 19% 09% 005%

石鏃 1 09% 1298 002% 0% 1 1 00% 1 09% 09% 002%

石鏃未製品 03% 001% 0% 17 01% 0% 03% 001%

石 錐 06% 3298 005% 0% 0% 1 09% 06% 004%

小形刃器 I 73% 071% 4 250% 137% 257 09% 65% 73% 5755` 072%

小形刃器 Ⅱ 52% 2395 034% 1 63% 62% 02% 28% 48% 2790〔 035%

小形刃器Ⅲ 104% 45238 064% 63% 38% 74% 11% 75% 99% 5031( 063%

小形石匙 02% 264 004% 0% 0% 0% 0% 0% 02% 003%

大形石匙 03% 1533〔 022% 0% 0% 0% 0% 0% 02% 15338 019%

大形刃器 1 10% 87304 124% 1 63% 142% 18% 44% 0% 1 10% 107678 134%

打製石斧 41% 5565〔 789% 0% 55% 70622 235% 93% 45% 717712 896%

暦石 04% 252× 0% 1 06% 166× 00% 7 04% 2274 284×

敲石 15% 1303% 0% 06% 116% 1 09% 14% 10061 1256%

叩石 05% 203% 0% 0% 0% 04% 179%

台石 04% 11260 15979 0% 0% 1 09% 04% 13360 1667%

石皿 03% 14620 2073% 0% 0% 1 09% 03% 15160 1892%

多7L石 01% 4000 567% 0% 0% 0% 1 01% 4999

石鍾 030/c 22374 032% 0% 0% 0% 0% 02% 22374 028×

磨製石斧 03% 5195C 074% 0% 0% 0% 0% 03% 5195〔 0652

砥 石 1 1770 251% 0% 0% 0% 1 09% 01% 327〔 408%

剥片 579% 562C 797% 438% 400% 675% 8334 277% 607% 588% 71550( 893%

磨石片 37× 142158 202% 125% 2356 222% 31% 11396 38% 3 28% 36% 16324Z 204ア

敲石片 4 17704 025% 0% 0% 12% 5088 17% 00% 03% 2279乏 028%

台石片 6237C 088% 0% 0% 18% 66% 1 09% 09% 8420〔 105%

その他 6 922554 1308% 0% 0% 0% 0% 03% 922554 1151%

計 70523[ 100% 1 100% 100% 100% 100% 100% 801300 100%
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から、抜き取 りや削平が行われている事が予想さ

れ、また、住居内外・集石内の礫や炉石、配石の

使用材については検討を行えなかった点は加味し

なければならない。また、過去の調査における出

土石器について本報告では分析対象とはしていな

い。

図示については遺構内出土のうち完形あるいは

残存率が高い器種を中心に行った。但し、刃器類

については代表的な形態を抽出し、剥片・破片に

ついては図示 しなかった。

記述は、材質 。製作法・分類 (形状 。機能)。

法量 (長 さ。幅・厚 さ。重量)。 欠損状況 。出土

状況について行った。また刃器 。磨石・台石など

の機能的分類にはルーペ (12倍)を使用した。重

量の表記は、小形石器については1/100g単位、大

形石器 (50g以上)については lg単位で示 して

いる。

(2)原石 。石核 。くさび形石器

原石は一度も剥離作業が行われていない資料で

9点 (522.4g)あ り、うち 7点が住居址内出土で

ある。石材は黒曜石 3点 (79。 44g)、 チャー ト3点

(62.42g)、 頁岩 2点 (333.16g)、 粘板 岩 1点

(47.38g)あ る。平均重量は黒曜石14.79g、 チャー

ト20.8g、 頁岩166.58g、 粘板岩43.38gで あった。

石核は、 1度以上剥離作業が行われた資料で26

点 (326。74g)あ る。ただし、両極剥離痕を有する

ものについてはくさび形石器として一括 し別に検

討することにした。全て黒曜石で平均重量は

12.5gで あり、 5～ 10gが 13点 と最も多いが、20g

を超えるものも6点みられる。打面は 2面あるい

は 3面のものが多い。これらの石器が集中して見

られた遺構はみられなかった。

註 1)割合 2は 原石・石核・剥片・磨石片 敲石片・台石片 。その他を除いた数値。

表 2 遺構 0器種別石器個数組成表
2住 3住 4住 5住 5・ 6住 6住 7住 8住 9f■ 10住 11住 12住 13住 14住 15住 16住 17住 18住 19住 20住

原 石 1 1 1

石核 1 3 2 1 1 1 1 1 1

くさび形石器 1 1 1 2 3 1

石鏃 1 1 2 2
1

石鏃未製品 1 2
1

石錐 1 2

小形刃器 I 2 7 2 1 1 2 1 7

小形刃器 Ⅱ 3 3
1 5

小形刃器 Ⅲ 2 7 2 3 4

小形石匙 1
1

大形石匙
1

大形刃器 1 2

打製石斧 2 2 8 1 5 7

磨石 1 2

敲 石 1 2 1 4

叩石 1 1 1 1 1 1 1

台 石

石皿
1

多孔石 1

石錘 1 1

磨製石斧 1

砥 石 1

剥片 9

磨石片 4 1 5 1 1 3 1

敲石片 1 1
1

台石片 1
1 1

その他 1 2

計 104 3 7
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くさび形石器は17点 (41.14g)で、住居址内出

土は15点、石材はすべて黒曜石であった。

(3)剥片

剥片は1064点 (7155。 lg)、 うち住居址内882点、

土坑内 7点が出土した。全体の遺物の量が多い 7

号 。9号住からの出土が多い。石材は、黒曜石が

801点 と最も多い。他には硬砂岩124点、頁岩73点、

チャート18点、砂岩18点、赤チャー ト15点、粘板

岩14点、安山岩 1点がある。頁岩は打製石斧や大

形刃器 。大形石匙の石材として多く用いられる。

また安山岩 。砂岩 。硬砂岩については、磨石・敲

石・台石・炉石などの使用時 。廃棄時における衝

撃による剥落 。破損あるいは被熱による破損と考

えられる。

(4)石鏃

小形剥片石器のうち両面の押圧剥離によって尖

第 4節  出土石器群の研究

部を形成し刺突を可能にした資料。未製品はいず

れも茎部の調整剥離がなく、先端部の作 り出しが

不明瞭なものを一括した。製品16点 (15。 lg)、 未製

品 6点 (8。 9g)、 が出土した。うち14点の製品と5

点の未製品が住居址内出土である。外形は全て凹

茎式であり、扶 りの形態によって 3分類 した。

I類…扶 りの深さが0.3mm以下の半月形あるい

はわずかに内湾しているもの。 5点。

Ⅱ類…扶 りの深さが0.3mmを 超えU字状を呈す

るもの。 9点。

Ⅲ類…扶 りが直線状で三角形を呈するもの。 2

点 。

完形品11点で欠損状況は上半欠 2点、片脚欠 1

点、片脚+先端部欠 1点、先端部欠 1点であった。

完形品11点の平均重量は0。95gで あ り、長さ 2 cm

前後、幅1.5cm前 後が最 も多い。珪質粘板岩製の

21住 22住 23住 24住 25tL 26〔主 27f■ 281■ 291主 301■ 31住 計 住 居 % 土 坑 遺構外 そ の 他 合計 割 合 1 割合2

1 7 05% 2 05%

1 14% 14%

1 10% 2 0.9% 28%

1 09% 1 1 09% 26%

5 03% 1 03% 10%

1 9 06% 1 06% 16%

4 1 73% 7 73% 214%

2 1 52% 2 3 48% 139%

1 1 104% 1 8 99% 290%

3 02% 02% 05%

1 4 03% 02% 06%

1 10% 1 3 10% 31%

5 41% 9 45% 133%

1 1 6 04% i 04% ,1%

1 15% 1 14% 41%

7 05% 04% 11%

1 6 04% 1 7 04% 11%

1 03% 03% 08%

1 01% 1 01% 02%

1 l 4 03% 02% 06%

5 03% 03% 08%

1 01% 1 01% 03%

1 1 1 1 882 579% 7 588%

l i 1 l 37% 5 36%

4 03% 2 03%

08% 3 1 09%

1 6 04% 0.3%

5 0 3 1000% 100% 100%
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272(表 1の通し番号。以下同じ)(6住 -3)(図

版番号。以下同じ)は 3 cmを超える大形品である。

石材は、 1点のみではあるがこの付近では産出し

ない珪質粘板岩とみられる石材があることは当時

の交流・流通を知る上で注目される。他は黒曜石

である。

(5)石錐

長い尖部をもち、穿孔作業が想定される資料で

10`点 (33.8g)出 土 した。全て機能部である先端部

のみに調整剥離している。石材は全て黒曜石で完

形 3点、基部欠 1点、先端部欠 6点で先端部を欠

くものが多い。

(6)小形刃器

小形剥片石器のうち刃部を有する石器を一括 し、

397点 出土 した。ただし、つまみ部をもつ石匙は

別に扱った。分類は刃部の加工の有無と加工状態

によって 3分類 した。実測図上では加工 。剥落痕

がみられた刃部の部分を実線で示した。

小形刃器 I類…剥離加工によって刃部を 1辺以

上あるいは、外周の1/2以 上形

成するもの。132点 (575.5g)。

石材は黒曜石124点、チャー ト

6点、赤チャート2点である。

小形刃器Ⅱ類…剥離加工によって刃部を 1辺の

一 部 に形 成 す る もの。86点

(279.08g)。 石材は黒曜石85点、

チヤー ト1点である。

小形刃器Ⅲ類…剥離加工がなく、刃つぶれ 。刃

こぼれとみられる微細な剥離痕

が 認 め ら れ る もの。179点

(508。 16g)。 石材は黒曜石178点、

赤チャー ト1点である。

うち住居址内出土は、I類 112点、Ⅱ類80点、Ⅲ

類158点である。

(7)小形石匙

小形剥片石器のうち刃部を形成するものの中で、

つ まみ部 を有す る資料。住居址 内 よ り 3点

(26.4g)出 土 した。全て刃長線とつまみ部の延長

線の交差角力Ⅵ5度以上の横形である。石材は黒曜

石 2点、チャー ト1点であった。つまみ部と刃部

各 1点づつ欠損 している。

(8)大形石匙

頁岩など大形の原石の剥片によって刃部を形成

するものの中でつまみ部を有する資料。住居址内

から4点 (153.38g)出 土 した。形態は刃長線とつ

まみ部の延長線の交差角が45度以下の縦形が 2点、

45度以上の横形が 2点ある。石材は頁岩 3点、ホ

ルンフェルス 1′点である。欠損状況は縦形が 2′点

とも刃部を含む下半部、横形が刃部を欠損 してい

る。

(9)大形刃器

刃部を有するもので、頁岩など大形の原石の剥

片によって作られた資料。19点 (1076.78g)出土

した。刃部の位置によって 2分類 した。

I類…素材の一辺に刃部を有し、横刃のもの。

17点。このうち刃部の形態は円刃 (a)8

点、直刃 (b)9点 があった。1572は 刃

部、イ72は全面に磨耗痕がみられた。

Ⅱ類…素材全体の側縁を円形に加工 し、円盤状

になったもの。 2点。

石材は頁岩17点、砂岩 1点 と頁岩が多く、形態

上の差はない。

(10)打製石斧

大形の剥片に刃部形成した後、掘削などの作業

が想定される資料。82点 (7177.lg)出 土 した。う

ち住居址内は63点であった。中には磨耗・線状痕

などの使用痕跡が明瞭にみられるものがあり、実

測図上では実線でその範囲を示 した。形態分類は

平面形と刃部について実施した。

I類…側辺が直線あるいはやや外湾するもの。

短冊形。30点。

刃部は直刃 (a)3点、円刃 (b)12点、

偏刃 (c)5点、破損による不明10点で

あった。磨耗は刃部に 7点、全体に 1点、

風化による不明 1点がある。完形16点で

欠損状況は基部欠 4点、刃部欠 8点、下
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半部欠 1点、基部・刃部欠 1点で、刃部

が欠損している例も多い。

Ⅱ類…側辺がハの字に広がるもの。撥形。 8点。

刃部は直刃 3点、円刃 1点、偏刃 2点、

不明 2点でA類に比べ直刃の比率がやや

高い。磨耗は刃部のみに 3点みられた。

完形 4点で、基部欠 2点、刃部欠 1点、

本部 。刃部欠 1点であった。

Ⅲ類…基部が直線、刃部が外湾するもの。柄鏡

形。 1点。

完形品で刃部は円刃、磨耗が刃部にある。

Ⅳ類…基部にわずかな扶 りがあるもの。 5点。

刃部は円刃 4点、不明 1点がある。完形

は4点で欠損状況は縦半 。刃部欠 1点で

あった。

V類…側辺が弧状に内湾するもの。17点。

刃部は円刃 9点、偏刃 1点、不明 7点で、

円刃の比率が高い。磨耗は刃部 5点、基

部 2点、全体 2点みられ、風化による不

明 1点があった。完形は10点で欠損状況

は刃部欠 6点、下半部欠 1点で、刃部の

欠損が多い。

Ⅵ類…側面の扶 りが顕著で、分銅形を呈するも

の。 3点。

刃部は偏刃 1点、不明 2点である。磨耗

痕がみられるものはなく、完形 1点で欠

損状況は刃部欠 2点であった。

Ⅶ類…側辺の片側のみが外湾するもの。 2点。

2点 とも完形で、刃部は直刃 。円刃各 1

点で、磨耗は刃部 1点にあった。

Ⅷ類…側辺が外湾し、細身で刃部がやや尖 りを

みせるもの。鰹節形。 3点。

完形は 1点のみで、基部欠が 2点ある。

磨耗は全体 1′点、刃部のみ 2′点あった。

θ14に は平面に細かい刻み目状の敲打集

合があることから、石器製作用の敲石に

転用されたものとみられる。

なお破損による分類不能が13点あった。石材は

第4節 出土石器群の研究

頁岩78点、砂岩 2点、硬砂岩 1点、粘板岩 1点で、

頁岩が多い点は大形石匙 。大形刃器ととほぼ同様

の傾向をもつ。形態上の差異はみられなかった。

(11)磨石・敲石 。叩石

使用痕跡で判断される石器のうち、片手での持

ち上げが可能な資料。このうち特徴的な使用痕跡

から磨石 。敲石 。叩石の 3種類に分類した。磨石

は器面の上下面あるいは側面の広い範囲に使用痕

跡が認められる資料、敲石は器面の上下面あるい

は側面に敲打による凹みをもつ資料、叩石は敲石

と異なり、凹みをもたず、素材となった礫の端部

や側面に敲打によって生じたつぶれや傷をもつ資

料とした。実測図上では、磨耗部分を実線で、敲

打によると考えられる凹み部分や凸凹が拡がる範

囲を破線で示した。また、被熱によって炭化物が

付着した範囲を点線で示した。

磨石は 7点 (2274g)確認 し、うち住居址内出

土は 6点であった。石材は、砂岩 3点、安山岩・

凝灰岩・頁岩 。硬砂岩各 1点である。形態分類は

使用痕のつきかたと素材の平面形によって 4分類

した。

I類…表裏面が磨耗しているもの。径 5 cm以上

の楕円形。 2点。うちθ15(6住 -24)

は上下面に敲打の連続によると考えられ

る凹凸が広がる。

Ⅱ類…長楕円形の使用面が 2面以上にみられる

もの。棒状。 2点。

Ⅲ類…側辺の一部に幅 3 cm以下の細長い磨耗面

が発達しているもの。扁平。 1点。

Ⅳ類…全体的に使用痕が未発達もの。径 5 cm以

下、重さ100g前後の球形。 2点。

以上の形態は石材の採集段階から形態の選択性

が高く、使用痕跡のつき方もそれぞれ異なること

から、各形態の使用方法が異なると考えられる。

敲石は25点 (10061g)確認し、うち住居址内出

土が23点であった。石材は砂岩14点、安山岩 9点、

凝灰岩 。硬砂岩各 1点で、砂岩、安山岩の割合が

高い。素材の平面形とその使用面のつきかたに
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よって 2分類した。さらに、使用痕跡は凹みのみ

と凹み 。磨耗痕双方の 2分類し、凹みについては

その凹みの形態によって更に 2分類した。

I類…楕円形のもの。19点。使用痕跡はA類…

凹みのみ 2点、B類…凹み 。磨耗痕17点

であった。凹みの形態は a類…敲打の連

続 7点、 b類…すり鉢状の凹み12点、が

みられた。

Ⅱ類…棒状のもの。 2点。使用痕跡はB類のみ

がみられ、 2点 とも上 。下 。側面 4面 を

使用 している。 a類 1点、 b類 1点が

あった。

Ⅲ類…球形のもの。 4点。使用痕跡は磨耗痕 。

敲打痕双方がみられた。使用痕跡はA類

1点 ¢器・5。 δ住 -31)の みで小形で

ある。B類は 3点であった。凹みは a類

3点、 b類 1点であった。

このうち、側面に連続敲打による凸凹の広がり

をもつ使用痕が見られるものが 8点あり、敲石に

は少なくとも3種類の使用法を持ち合わせていた

ことを想定させる。欠損状況は割れ面が凹み部を

通過する 2点 と、凹み部以外を通過する 5点があ

る。また端部を欠く2点があり、これは端部への

強い敲打による剥落と考えられる。

叩石は、住居址内から7点 (1432g)確認した。

端部の使用痕の状態で 2分類した。

I類…細かい敲打痕の集合がみられるもの。 2

点。いずれも端部の中央よりもその周 り

に敲打痕の集中がなられる。

Ⅱ類…剥落あるいは破損しているもの。 3点。

Ⅲ類… I・ Ⅱ双方みられるもの。 1点。

なお不明が 1点あった。θ5(2住 -22)・ 4η (7

住一Iδ)の側面の一部には集中使用による痕跡が

ある。629(8住 ―θ)の側面にも全体的に均一的

な磨耗痕がみられるが、石質の影響からかそれほ

ど発達していない。

石材は粘板岩 3点、砂岩 。硬砂岩 。頁岩・ホル

ンフェルス各 1点 と、安山岩・砂岩などの比較的

軟質な石材を使用する磨石・敲石と石材の選択に

違いがみられ、石材選択の面からもこれらの石器

とは使用法が異なることが考えられる。

(12)台石 。石皿 。多孔石

砥石を除く使用痕跡で判断される石器のうち、

大形かつ片手で持ち上げが困難な資料が13点あっ

た。磨耗痕のみが見られる台石、広い凹部を敲打

によって形成する石皿、敲石と同様の凹みが無数

に配された多孔石に分類した。実測図では使用範

囲を破線で、特に使用している範囲 (磨耗が発達

している範囲)を一点破線で、また、被熱によっ

て炭化物が付着した範囲を点線で示した。

台石は 7点 (13360g)で、うち住居址内からは

6点出土した。石材は砂岩 6点、頁岩 1点である。

広い面に均一的な使用痕跡が広がるもののみであ

るが、その中に敲打痕が見られたものが 2点ある。

48(9住 ―θθ)は小さな凹みが大量に残り、帯状

の単位と擦痕が観察可能であり、砥石としても使

用されていたと考えられる。また、他の台石と異

なり、叩石と同様の硬質な石材が選択されている。

以上から48は石器製作用の道具としての用途が

推定される。

石皿は 5点 (15160g)あ る。うち住居址内から

は 4点出土した。石材は安山岩 2点、硬砂岩 2点

である。全て、掃出し口部分に敲打整形痕が残 り、

凹部の奥の方に使用の中心がみられる。法量に

よって推定重量5000g以上の大形品 2点 と、

1000g前後の小形品 2点 に分けられる。1299(19

住―14)に は縁部あるいは裏面に凹みを形成し、

また砥石としても利用したと考えられ、裏面に線

状痕が残る。θlθ (δ住 -2δ)は小形品ではあるが

凹み部分には使用痕跡があり、裏面には敲打によ

る凹みがみられる。出土状態では、 6号住で大形

と小形の双方の石皿が出土しており注目される。

多孔石は 5号住より1点 (4000g)のみ出土で

あり、これらが多くみられる北 。東信地域と様相

を異とする。石材は硬砂岩で、裏面は帯状の磨耗

面の単位と線状痕が観察可能であり、砥石として
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も使用されていたと考えられる。

(13)磨石片・敲石片 。台石片

礫面の外周が1/8以下で、器種の断定が不可能

なほど破損が著しい資料のうち、使用痕跡が礫面

に認められる破片を一括 した。このうち、磨耗面

のみがみられる磨石片、敲打作業による凹みがあ

る敲石片、磨耗面がありかつ推定径が10cm以上の

大形で、原礫面が角ばり、持ち上げに困難が予想

される台石片に分類した。これらの破片は全体像

の復元が困難なため、少なくとも磨石片と認定し

たものの中には、敲石・叩石・台石の破片も多 く

含 ん で い る可 能 性 が 高 い。磨 石 片 は66点

(1632.4g)、 敲石片は 6点 (227.9g)、 台石片は16

点 (842.Og)確認した。

石材は、磨石片が、硬砂岩57点、頁岩 5点、砂

岩 3点、凝灰岩 1点であった。敲石片は全て硬砂

岩であり、台石片は硬砂岩が15点、頁岩が 1点で

あり、石材の比率は磨石や敲石、台石の石材比率

とほぼ同一である。また頁岩の磨石片はその石材

と破片の形態から叩石のものと考えられる。

(14)石錘

紐掛けの部位があり、錘としての機能が想定さ

れる資料。磨耗が著しい 1点を除く3点が礫石錘

である。その法量から小形が 2点、中形 。大形各

1点ある。小 。中形 2点は長軸端部を打ち欠き、

1点は磨耗が著しく不明である。大形は一方の打

ち欠き部を欠損しているため、詳細は不明であり、

未製品の可能性 もある。重量は小形が平均15.65

gであり、中形は55.44g、 大形は推定270g前後と

考えられる。打ち欠き部分の幅は、
"θ
(δ住 -14)

が0。 9。 1.Ocm、 4彊  (7f■ -22)が 1.2・ 1.4cm、 1ク∂

(21住 ―14)が 0.6・ 0.6cm、 14% ("住 -5)が 1.5

cm、 打ち欠き間の最短距離は
"θ
が4.3cm、

`∂

Iが

3.7cm、 1ク∂が6.5cm、 14"が不明である。石材は

粘板岩 2点、砂岩 。頁岩各 1点 と細粒 。硬質で板

状の石材が好まれていたようである。

(15)磨製石斧

全面研磨加工によって刃部が形成された資料。

第 4節  出土石器群の研究

住居址内から5点出土し、石材は蛇紋岩 3点、硬

砂岩 。頁岩各 1点であった。 I類…短冊形の定角

式。 3点。 Ⅱ類…乳棒状。 1点。刃部小片 1点で

あった。小形品、完形品はなく、欠損状況は I類

が刃部やや欠損 2点、上半欠 1点あり、Ⅱ類は下

半を欠いている。Ⅱ類14%("住 -4)は 敲打整

形痕が全面にみられる。Iθ2(2θ住―14)は被熱

による表面の風化が激しい。

(16)砥石

線状・帯状の磨耗面を有し、使用面に明瞭な線

状痕がみられる資料。 2点 (3273g)出土 し、う

ち 1点 は住居址内出土である。重量は全て1500g

以上で、幅 5 cm前後の帯状の磨耗面の単位が認め

れることから、据え置きで使用されたものだろう。

石材は砂岩。硬砂岩各 1点である。しかし、台石・

石皿 。多孔石としたI%・ Z∂ 。1299に も砥石と同

じ使用痕跡がみられ、砥石と同じ使用痕跡がみら

れ、砥石としての機能をもった石器は総計で 5点

となる。

(17)その他

14号住より棒状礫 1点 (650g)、 住居址内で被熱

礫 4点 (575.5g)、 31号住で埋甕の蓋石として利用

されていた礫 (8000g)がある。棒状礫は硬砂岩

の角柱で、被熱し黒く変色している。被熱礫は焼

失住居址内からの出土である。蓋石は板状の硬砂

岩で使用痕はみられない。棒状礫、蓋石とも角礫

なので露頭で採集したかあるいは河川敷などで打

ち割った礫を運んできたものと考えられる。

2 石器群の総体的検討

(1)石材の検討

器種別の石材の個数 。重量について表 3。 4に

示した。黒曜石は個数では最も出土数が多く、剥

片の75。2%、 小形剥片石器である石鏃。小形刃器・

小形石匙 。石錐の97.2%を しめる。黒曜石の原産

地である、星ヶ塔方面へ約30kmと 徒歩 1日 で往復

可能な範囲にある。しかし、諏訪湖盆や塩尻南部

をはじめとするルー ト沿いには多くの遺跡が存在
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しており、これらの遺跡を介して運搬されたもの

と考えられる。また、熊久保遺跡もここから他の

遺跡への中継地点的な役割をもっていたらしく、

原石をはじめ、過去の調査ではこぶし大の黒曜石

の集石も見つかっている。これらの原石は、原石

自体の重量が平均15g前後と小ぶりのものが多い

こと、剥片や小形刃器に原礫面を残すものが多い

ことから、転礫あるいは産出地から分配可能な小

形品を採集してきたものであろう。

チャー トは黒～灰色・赤色の二種があり、前者

をチャー ト、後者を赤チャートとして記載した。

採集地及び石質には差がない。しかし、その色に

よつて石材を選択していたかどうかはこれからの

課題だろう。これらの石材は付近の鎖川を含む奈

良井川水系にて採集可能であり、実際に石器とし

て利用されているものは、不純物の混入が少なく

良質である。また、利用器種には、小形石匙 。小

形刃器に一定量みられ、石鏃・石錐への利用はみ

られない。チャー トは黒曜石と同様に割れ口が鋭

いが、黒曜石に比べて、硬質で加工 しにくい性質

を持っている
(°
。おそらく、機能的に石鏃・石錐

などの鋭利さが重要であり、かつ一時的に大量消

費が求められる道具に対しては、黒曜石が求めら

れ、刃の耐久性が必要とされる刃器に対しては、

多少、製作に手間がかかつてもチャートが好まれ

ていたと考えられる。

砂岩・硬砂岩は重量比率が最も高い。さらに炉

石や埋甕の蓋石・配石の石材にも利用されている

ことから、これらの重量に占める比重はかなり高

いものになろう。砂岩 。硬砂岩のほとんどは、円

礫であり、付近の鎖川水系で採集可能かつその量

も最も豊富である。磨石・敲石 。石皿・台石 。砥

石といった、作業の際、石材そのものが持つ重量

がその機能に必要な条件となる石器に多く利用さ

れている。

安山岩・凝灰岩は、奈良井川水系での採集が困

難な石材であり、高ボッチ山塊の東山山麓の水系

での採集が可能な石材である。利用器種も石皿 。

第 4節 出土石器群の研究

磨石・敲石と限られており、機能あるいは用途を

考慮した選択性の強い石材と考えられる。

頁岩 。粘板岩は大形刃器や打製石斧の多くに利

用されているものの、剥片として採集されたもの

は剥片個数全体の 8%、 重量全体の33%と 低 く、

打製石斧 。大形刃器 。大形石匙といった完成品の

重量8096.86gと 比べても、原石 。剥片の重量は

2778.46gと 少ない。しかし、この岩石も付近の鎖

川水系での採集が可能であり、河川敷や台地下の

低地部分といった別の場での製作・搬入が考えら

れる。

粘板岩は頁岩よりも緻密かつ硬質である。石

錘 。叩石の個数全体の45%に利用されており、石

材の選択性が強い。

ホルンフェルスは石英岩類の貫入が付近の山塊

の所々に存在するため、数量は少ないが付近での

採集が可能な石材である。大形石匙 。叩石各 1点

がある。

珪質粘板岩は石鏃 1点のみである。木曽地方や

飛騨方面にみられ、いわゆる下呂石の可能性もあ

り、これらの地域との関わりを考える上で注目す

べき資料であろう。

蛇紋岩は磨製石斧の 3点 (288.36g)であるが、

良質な蛇紋岩はヒスイに代表される糸魚川水系で

の採集が可能なだけである。付近の山形村淀の内

遺跡では土坑内でもヒスイ製品の一括出土例もあ

り、これらの地域との交流の中で製品としてもた

らされてきたものだろう。しかし、砥石もある程

度あることから刃部の研ぎ直し等の作業は行われ

ていたものと考えられる。

(2)石器組成の検討

―松本平西南山麓の縄文中期石器組成―

a はじめに

唐草文系土器 (2)の地域的な特徴が明らかにな

りつつある中、ここでは松本平西南山麓における

石器組成の様相を述べることによって本遺跡の石

器群を位置づけたい。石器の組成研究の意義と成

果そして問題点については、小林康男氏 。小池聡
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氏の論考に詳しい (小林1974・ 1975、 小池1999)。 曽

利・唐草文系土器分布圏の巨視的な組成とその分

析の視点と課題については三上徹也氏の論考があ

り (三上2002)、 本稿での分析の視点もこれらをふ

まえつつ、さらに地域 。遺跡の立地・素材石材の

特徴 。資料の豊富さなどの条件を加えることに

よって本地域の石器組成を明確にしていきたい。

第一に地域的な条件である。松本平西南山麓地

域の範囲は、具体的には大河川である奈良井川と

梓川にはさまれ、梓川 。鎖川 。唐沢川といった中

小河川の扇状地が広がる地域であり、行政区域で

は、朝日村 。山形村 。波田町と松本市・塩尻市の

一部が該当する。この地域を対象とした理由は以

下のとおりである。①各河川の流域には少なくと

も20軒以上の竪穴住居址が発掘された縄文時代遺

跡が存在していること、②近年の発掘作業などに

よって当該地域の遺跡のまとまった資料を得るこ

とができたこと、③複雑な岩石帯ではなく古生山

地のみの岩石帯を通じて河川を形成していること

から採集可能な河川転礫の石材が同じであり、か

つ転礫の種類の割合や形態。大きさ。石質も似通つ

第 4節  出土石器群の研究

ている。さらに石材の特徴がはっきりしているた

め、選択性が比較的明瞭であり、遺跡間の採集石

材の違いなどによる石器組成への影響を考慮しな

くても良いこと、④当該地域は礫層の上にローム

層が厚く覆い、地山などへの礫の混入の可能性が

少ないこと、の4点が挙げられる。

第二に遺跡の立地の条件として、山形村三夜塚

遺跡 。同殿村遺跡 。同淀ノ内遺跡 。塩尻市小段遺

跡の4遺跡を抽出した。これらの4遺跡と本遺跡

との共通点は以下のとおりである。①集落の中心

となる存続期間が中期であり、出土遺構 。遺物数

のピークはいずれも唐草文期であること、②各遺

跡間は一定距離離れており、遺跡の規模から拠点

的な集落と考えられること、③遺跡の立地が小河

川の近辺の小台地上に築かれていることなど同一

であること、O①～③よりこれらの集落同士の関

係が深く、 1つの領域として捉えられること、⑤

耕作や後世の撹乱は多少考えられるものの、河川

の氾濫などによる削平や破壊、礫の混入はみられ

ないこと、⑥採集資料や小規模調査のみの資料で

はなく、近年の大規模調査によるまとまった資料

―← 三夜塚

―‐―淀の内

一Δ―殿村

X 熊久保

―
― 小段

―一 平均
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図 2 松本平西南山麓縄文中期主要 5遺跡における器種別・遺跡別石器個数組成図
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の報告が出ていること、が挙げられる。

時期記載については本報告の土器の土器型式を

とり、石器の帰属時期は、住居址内出土土器に

拠った。ただし、中期初頭 (梨久保期)について

は、遺物の出土はみられるものの、良好な遺構の

報告例はなかったため、格沢～唐草文Ⅳ期までの

時期について分析を行った。このうち、調査者に

よる器種認定基準がある程度明瞭かつ生業内容が

道具に表れやすい代表的な石器を仮に抽出した。

具体的な器種では石槍 。石鏃 。打製石斧 。大形刃

器・小形石匙 。大形石匙・石錘 。磨製石斧 。磨

石・磨石類 (3).敲石 。叩石 。石皿・台石・砥石 。

石錘である。このうち、大形刃器 。大形石匙・小

形石匙・磨石・敲石 。叩石・石皿・台石について

は、極力本報告の認定基準に拠った。

b 松本平西南山麓の中期石器組成概観

本来ならば、熊久保遺跡をはじめとする遺跡内

における遺構ごとの関係などについても触れるべ

きであろうが、当該地域では、個々の遺跡範囲が

広大であり、部分的な調査が主で全体像がいまだ

に把握できないため、発掘調査範囲内での比較は、

困難であると考えられる。そのため、遺跡群内の

時期的空間的な比較、他の周辺遺跡群との空間的

な比較の 3点についての概観を行った。遺跡群全

体の器種別・編年別個数組成図を図 1に、遺跡群

内の器種別・遺跡別個数組成図・表を図 2・ 表 5

に示した。

1)遺跡群内の時間的比較

中期中葉では45軒424点、中期後葉では85軒698

点の石器を分析の対象とした。石槍は中期中葉で

は三夜塚遺跡の 1点のみだが、中期後葉になると

4点に増加する。しかし、組成としての割合はか

なり少ない。石鏃 。打製石斧の割合は中 。後葉通

して前者が10%余、後者が約40%と 大きな変化が

ない。磨製石斧・磨石 。台石はほば 5%前後、叩

石・砥石も3%前後と割合は低いものの各時期一

定量存在している。唐草文期に敲石は微増する一

方で、大形刃器と大形石匙、小形石匙は梨久保 B

期を境に減少に転ずる。サンプル数が少ないため、

即断はできないが今後注意を要 しよう。また台

石・砥石は認定基準が調査者によって差が大きい

ため、割合が高くなる可能性を含んでいる。

2)遺跡群内の空間的比較

石錘は淀の内 。熊久保遺跡の西南山麓南半にみ

られる。分析対象とはなっていないが、淀の内遺

跡に接近する洞遺跡からも数点出土例があり、加

工状態・形態 。重量も類似 しており、注意が必要

であろう。また、石製品では、淀の内遺跡でのヒ

スイ製品とヒスイ剥片の出土例がある。一方で熊

久保遺跡ではヒスイ剥片の出土例はなく、石製装

表 5 松本平西南山麓縄文中期主要 5遺跡における器種別 0遺跡別石器個数組成表
中期中葉 中期後葉

遺跡名 三夜塚 淀の内 殿 村 熊久保 小段 小計 所有数 三夜塚 淀の内 殿村 熊久保 小段 小計 所有数

住居数 4 / /
石槍 0 002 0

石鏃 1 080

石錐 6 1 033 2 7 1

小形石匙 5 0 020 2

大形刃器 2 0 0 027

大形石匙 4 0 0 4

打製石斧 328

磨製石斧 6 056 5 5

磨石類 1 0 0 0.02 8 0

磨石 1 4 0 1 029 1 3 1

敲石 1

叩 石 2 1 1 0 009 0 5 1

石皿 7 0 8 2 4 1

台 石 2 2 3 1 6 1 022

砥 石 1 3 1 5 3 7

石錘 3 0 3 4

石製品 0 2 1 1 0 7

/1ヽ言| 202 424

註 1)所有数は各器種を住居数で割った数値であり、住居 1軒当たりの平均所有数を表す。
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飾品の出土例も少ない。また、本遺跡では土製品

や土偶の出土例も少ないことから、遺跡間の機能

の違いも考慮する必要があろう。しかし、個々の

遺跡については、まだ全体が把握されたわけでは

ないので、今後の調査によっては、大きく変化す

る可能性を含んでいる。

3)周辺の遺跡群との空間的比較

石鏃については、その割合が高い諏訪湖盆や木

曽地域とやや様相が異なる。打製石斧については

比率が極端に高い伊那地方とも異なる。石錘は松

本平東部では少ないが、形態や大きさ。重さが同

じものが木曽地方や飛騨地方に一定量みられる。

磨石・叩石・石皿・台石については各 5%前後の

低い割合を示すものの、常に一定量みられる点は

どの遺跡でも共通しているようである。

3 まとめ

まず、本遺跡を含め、立地条件に共通性のある

遺跡群の生業にかかわりのある石器組成のかなり

の類似性が指摘できよう。その石器群の様相を概

観すると、敲石 。打製石斧の多さは、その使用存

続期間の問題をふまえても、比率が高く、これら

の石器を利用した生業活動、特に植物採集活動が

活発に行われていたものと考えられる。特に、石

鏃の比率の少なさは、この地域の特徴ともいえよ

う。また、石錐 。石錘 。刃器の安定的な存在は、

遺跡内での植物質・動物質素材の加工が活発に行

第 4節  出土石器群の研究

われていたのであろう。しかし、唐草文期に入る

と大形刃器・石匙が減少に転 じる点は何らかの画

期がありそうである。熊久保遺跡もこのような地

域内の特徴をかなり反映している遺跡であり、本

地域内でかなり重要な役割を担っていたものと考

えられる。

また、黒曜石製品や安山岩・凝灰岩の石器の移

動は、東山山麓との交流によってもたらされたも

のであり、さらにその中でも重量のある石皿・磨

石・敲石を運搬してくることには、東山山麓との

交流のほかに、これらの石器に何らかの機能的な

意味がふくまれていたものと考えられる。蛇紋岩

の磨製石斧は、淀の内遺跡のヒスイ製品を含め、

日本海地域との関係が注目される。一方、珪質粘

板岩の石鏃は、木曽地域や飛騨地域との関係が伺

える資料として注目される。これらの石材・石器

は近隣の集落との交渉の中で広域の流通ネット

ワークによってもたらされたのだろう。

今後の課題としては、本遺跡をふくめ、西南山

麓の遺跡群の調査範囲はまだ、遺跡のごく一部に

過ぎず、対象となった資料の分析もまだ緒につい

たばかりであり、よリー層の正確な調査と分析に

よる研究が求められよう。また、本遺跡を含め松

本平西南地域の遺跡は遺跡周辺の地形や遺跡自体

も改変をさほど受けておらず、縄文人の活動領域

全体を含めた当該地域の生業のあり方の研究が期

待されよう
(4)。

註

(1)石材鑑定は′鳥羽嘉彦氏にご依頼した。また石材の性質や分布について御教示を賜った。改めて謝意を表しま
す。

(2)小稿では「熊久保式」を使わず、今まで一般的に呼称されてきた「唐草文系」で統一した。
(3)磨石類は三夜塚遺跡での分類基準で、本分類基準の敲石・磨石双方を含んでいる。
(4)本地域内に所在する松本市川西開田遺跡では松本市教育委員会による1998。 99年の発掘の結果、縄文時代中
期初頭～中葉の良好な資料が出土している (2003年度報告書刊行予定)。 また立地条件が異なるため、今回分析

の対象とはしなかった低地部の松本市くまのかわ遺跡、同牛の川遺跡でも中期後半の集落址がみつかっている。

これら、同一地域内に所在する時間的・空間的に異なる遺跡の出土資料の比較検討することによって、さらに

本地域の様相が明らかになっていくだろう。
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( )内は現存値表 6 熊久保遺跡第10次発掘調査出土石器観察一覧表
74・月‐住居内番号 住居番号 層   位 器   柿 分  類 長さ(cm) 幅 (cln 厚さ(m) 欠損イ犬′兄 考

2住 覆土 くさび形石器 黒11石 完形

2 2住 覆」i 石 鏃 Ⅱ 黒曜石 完形

3 2住 覆土 石鏃 【 (086) 黒11石 上半欠

黒土層 (I層 ) 石錐 576 黒曜石 先端欠

5 覆 土 石 錐 黒 B記石 先端欠

6 黒土層 (I層 ) 小形刃器 (172) 黒B記石 半欠 3

2住 黒土層 (I層 ) 卜形刃器 黒曜石 完形

8 黒土層 (I層 ) 卜形刃器 黒31石 完形

9 2住 覆上 小形刃器 360 黒曜石 完形

2住 覆 土 小形刃器 684 黒 1■石 完 形

2住 世土 小形刃器 黒曜石 完形

覆Ji 小形刃器 332 黒Ⅱ轟Z 完形

i{_r.. 卜形刃器 6 (184) 黒 1羅石 半欠

2住 覆Ji 小形刃器 0 黒llF石 完形

覆Ji 小形刃器 282 黒 11石 完形

黒土層 (I lyj) 小形刃器 黒曜 Z ヒIタ

2住 覆Ji 小形刃器 6 黒曜7 完形

覆」, 小形刃器 3 122 黒曜石 完形

覆土 小形刃器 黒 Hlr・ 石 完形

覆土 小形刃器 3 244 黒 B霧石 完形

黒土層 層 ) 小形刃器 Ⅲ 黒 B灌石 完形

2住 黒土層 llj 小形刃器Ⅲ 黒llr石 完形

黒土層 層 ) 小形刃器 皿 黒曜石 完形

2住 黒土 kVl 層 小形刃器Ⅲ 468 黒‖

“

石 完形

黒土層 層 ) 小形刃器皿 6 276 黒17石 完形

覆 土 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 完形

2住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒嘘石 完形

2住 覆土 小形刃器 Ⅲ 黒 1磁石 完 形

2住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒 1記石 完形

覆Ji 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

北西 I層 小形刃器 Ⅲ 黒 11石 完形

覆土 打製石斧 l 頁岩 刃部やや欠

覆Jl 打 製石斧 頁岩 完 形

覆土 嗜石 (66) (320) 硬砂岩 半欠

2住 世土 ‖口石 型i板岩 完 形

2住 ⅡA・l 頁岩

黒土層 層 ) 硬砂岩

2住 黒土層 層
lll Π蔵石

2住 黒土層 層 黒 1混石

黒土層 層 ) 剥片 黒17F石

2住 黒土層 層 黒 1畷石

2住 黒■ lll 層 ) 黒lla石

2住 黒土層 層 黒曜石

2住 黒土層 l14) 黒 1混石

押::土 l177 層 剥 片 黒曜石

l二 li'晰 ll● ) |∴‖‖石

2tl 黒土 l171 層 ) 黒 R梶石

2住 黒土層 llj) 黒11石

11■層 l14) 皐 1撮石

2住 黒土層 l17) :|∴曜石

2住 黒土層 層 026 111樫 石

黒土層 層 ) ll翼石

2住 黒土層 壁 ) 頁岩

黒土層 (壁 ) 硬砂岩

2住 黒土層 (I層 ) 黒H7石

南西 I層 頁ギ

2住 南西 I層 1070 硬砂岩

南西 I層 硬砂ギ|

2住 南西 I層 剥片 硬砂岩

2住 南西 Ⅱ層 硬砂岩

南西 Ⅱ層 黒01石

2住 南束 1層 硬砂岩

2住 南束 I層 剥 丹 硬砂岩

2住 南東 I層 剥片 硬砂ギ|

2住 南束 I層 剥 ハ 596 頁岩

2住 南束 I層 剥 片 254 赤チヤー ト

21■ 覆Ji 黒11石

投土 822 黒 R磁石

2住 覆 土 黒曜石

2住 覆土 黒8翌石

71 2tl 覆土 頁岩

2tl 覆 土 黒 1■石

2住 覆土 景1片 380 黒曜石

2住 世土 298 硬砂岩

2住 覆土 黒1澪石

覆 J 却二]記 Z

2住 覆土 1 56 即二EIF・ 7

覆土 096 黒B捏石

|ll:1,. 5 252 黒 llrl石

2住 覆Jl 090 黒曜石

2住 覆土 17 黒日17
覆土 却二FIF・ 7

役土 黒 1■石

覆」i 黒B羅石

2住 破土 272 黒B記石

覆土 黒 31石

覆土 536 黒Π弱7

覆Ji 黒曜石

lli土 黒曜■

覆土 黒 llF石

覆土 黒 1■石

覆 J ll‖程イ
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番号 住居内番号 住居番号 ll■   位 器  種 分  類 長さ(m) 幅 (cln) 厚さ(m) 中π 石   材 欠lFl状況 考備 LXl版番号
投土 096 黒曜石

覆土 062 黒曜石
北西 I層 剥 片 頁岩

北西 層 1036 黒1握石
2住 北西 l13 剥片 黒lll石

2住 北西 I層 黒 17rl石

2住 覆土 剥 片 赤チャー ト
100 2住 南 西 層 磨石片 1782 硬砂岩

層 磨石片 硬砂岩
2住 北 西 層 磨石片 硬砂岩

北西 I層 磨石片 2196 硬砂岩

覆土 台石片 硬砂岩

覆土 4ヽ形刃器Ⅱ 黒曜石 完形
2 覆土 小形刃器Ⅱ 1 62 黒37al石 完形
3 3住 覆土 卜形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

3住 I～ Ⅱ層 (壁 ) 小形刃器皿 黒11石 完形
5 覆土 小形刃器皿 黒曜石 完形
6 覆土 大形刃器 Ⅱ 3444 頁岩 完形

I～ Ⅱ層 (壁 ) 剰 片 552 黒1弱石
8 1～ Ⅱ層 (壁 ) 272 黒曜石
9 I層 硬砂岩

I層 2 750 硬砂岩
Pll覆土 頁岩

3住 Pll覆土 lll片 062 黒 B聘石
3住 覆Ji 頁岩

3住 覆土 4078 粘板岩
3住 覆上 1134 硬砂岩

投 黒曜石

覆土 剥 片 黒暇石

段 土 剥片 黒1載石

粒土 剥片 362 黒1薇石

覆土 058 黒 1報石

覆 332 黒11石

3住 覆土 1876 黒 1麗石

覆土 即A曜石
3住 投」 剥片 黒曜石
3住 覆J 062 黒 1諷石

覆土 剥片 3 黒曜石

覆土 黒曜石

覆Jニ 剥片 黒17石
覆土 黒OFI石
覆土 3 黒曜石

覆土 剥片 黒 Elrl石

覆 土 剥片 黒曜石

3住 覆土 剥片 黒8驚石
3住 覆土 剥片 黒暇石

粒二L 剥

'十

1 66 黒曜石

覆土 黒H盪石
3住 I層 磨石片 硬砂岩

世土 磨石片 硬砂岩

磨石片 硬砂岩

覆土 石鏃 Ⅱ (090) 黒曜石 上 ]ら欠

2 4住 覆土 石 鏃 Ⅱ 048 黒曜石 完形 2
3 4住 覆 J 650 硬砂岩

4住 覆Jニ 剥片 276 黒11石

5 4tl 覆 土 黒Ⅱ覆石

6 4住 覆土 剥片 黒 IllF・石
7 4住 干:I二 L 剥片 黒曜石
8 覆二li 剥り十 黒 1薇石
9 4住 覆Ji lll片 黒曜石

覆 土 黒曜石

覆土 黒曜石
4住 覆土 磨石片 798 硬砂岩

覆土 くさび形石器 黒 B在石 完形 7

覆土 くさび形石器 228 黒OIFl石 完形

5住 覆土 石銀 I 黒01石 片脚欠
I～ Ⅱ層 石鏃未製謂: 黒曜石 完形 2

160 覆
=1ュ

石 錐 黒 1霰石 先端欠
‐６

一
5tL 覆土 小形刃器 I 黒暉石 完 形

7 覆土 小形刃器 I 黒曜石 完形

覆土 小形刃器 Ⅱ 黒Ⅱ橙石 完形
1 64   1 5住 覆土 小形刃器 ] 黒曜石 完 形

5住 覆Jl 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完 形

5住 I～ 1層 小形刃器Ⅲ 228 黒Π羅石 完形

覆 土 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完 形

覆 土 小形刃器皿 黒‖1石 完形

覆土 4ヽ形刃器Ⅲ 黒 8混石 完形

5住 覆土 卜形刃器Ⅲ 黒曜石 完形
5住 覆土 卜形刃器 Ⅲ 黒R構石 完形

覆 土 卜形刃器ロ 黒 1■石 完 形

I～ Ⅱ層 打製石斧 131 12172) 頁岩 下半欠
5住 I～ Ⅱ層 打製石斧 I 11 1 12782) 頁岩 刃部欠

覆J 敲石 I Aa 安山岩 完形

5住 覆J 多イL石 4000 硬砂岩 完形 裏面は砥石
5住 覆J 砥石 1773) 砂岩 1/3欠

5住 ～Ⅱ層 粘板岩
5住 ～Ⅱ層 344 チャー ト

5住 ～Ⅱ層 景ll十 硬砂岩
5住 ～Ⅱ層 648 頁岩

～ Ⅱ層 540 硬砂岩
5住 ～Ⅱ層 剥 片 1588 火山岩

1841 29 1 5住 ～Ⅱ tl 赤チ ャー ト

-230-



第 4節 出土石器群の研究

祐号 性括内番号 性居蒼号 層   位 器  租 分 類 長さ(cnl) 幅 (cln) 厚さ(cnl) 重llr(g) 石  材 備 考

～Ⅱ層 剥片 TJl砂岩

5住 ～Ⅱ層 粘板岩
ヽⅡ層 剥 片 皐曜石

5住 ～Ⅱ層 黒曜石

5住 覆土 黒871石

覆土 302 果1弱石

5住 覆土 剥 片 黒17石

5住 覆上 lll片 黒 I麗石

5住 殺土 黒11石

5住 覆土 黒 1霰石

覆土 剥片 062 黒曜石

5住 覆 土 022 黒Π記石

5tl 覆土 黒1記石

覆土 剥片 黒曜石

5住 覆土 7 052 黒11石

5住 覆土 黒1霧石

201 5住 覆 土 黒 BI石

5住 覆土 黒曜石

203 覆土 黒Ⅱ蓄石

5住 覆土 252 黒曜石

覆土 剥片 黒‖π石

206 5住 覆 土 黒曜石

5住 覆土 黒曜石

208 覆土 剥片 082 黒曜石

5住 覆土 黒日‖石

覆土 剥片 0 016 黒曜石

5住 炉 内 剥片 硬砂岩
ヽⅡ層 磨石片 1396 硬砂岩

～Ⅱ層 磨石片 1974 砂岩 付着物イ

5住 ～Ⅱ層 磨石片 1218 硬砂岩

5・ 6住 ～Ⅱ層 石核 694 黒Ⅱ霰石 完形

2 5 6住 I層 くさび形石器 黒曜石 完形

3 5 6住 I層 小形刃器 Ⅱ 224 黒曜石 完形

5 6住 ～Ⅱ層 小形刃器 ] 鴨1霰石 完形

5 5 6t41 ～Ⅱ層 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 牛 I

220 6 5 6住 ～ 1層 小形刃器 ] 266 黒1霰石 完形

221 5 6僣 : ～Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 17 黒曜石 完形

222 8 5 611i ～Ⅱ l171 小形刃器Ⅲ 黒H程石 7E形

223 9 5 6住 I層 小形刃器皿 078 黒曜石 完形

224 5 6● : 【懸 小形刃器 Ⅲ 黒H‖石 中 形

225 5 6住 I層 小形刃器皿 364 黒 11石 完形

226 5 6住 I～ Ⅱ層 小形石匙 (688) 黒 llr・ 石 つまみ部欠
5・ 6tli 覆土 打製石斧 頁岩 完形 刃部磨耗

228 5・ 6tl: Ⅱ層 故石 Ⅲ Aa 硬砂岩 完 形

5・ 6tl: Ⅱ層 敲 石 (55) 安 山岩 llllみ 外欠

5 6[l: 覆Jl lp石 粘板岩 完 形

5・ 6住 ～Ⅱ層 剥片 066 黒曜石

232 5・ 6住 ～ Ⅱ層 剥片 052 黒R撮石

5 6t4: ～Ⅱ層 剥り| 黒Ⅱ程石

5・ 6住 ～Ⅱ層 336 黒 B梶石

235 5・ 6住 ～Ⅱ層 黒1霧石

5・ 6住 ～ Ⅱ層 黒躍石

5 6tt ～Ⅱ層 剥片 単∴‖撮石

238 5・ 6住 ～Ⅱ層 黒 lla石

239 5 611i ～ 1層 044 黒Π羅石

240 5 6ti: ～Ⅱ層 黒 I翼石

5・ 6住 ～Ⅱ層 黒曜石

242 5・ 6住 ～Ⅱ層 粘板岩

5・ 6(L ～Ⅱ層 剥片 838 頁岩

244 5・ 6住 ～Ⅱ層 黒 1■石

5 6● : ～ Ⅱ層 硬砂岩

5 6住 ～Ⅱ lll 剥り| 黒曜石

5 611i ～ Ⅱ層 黒‖■石

5・ 6住 I層 1886 赤チヤー ト

5 6tt: I層 黒 11石

5・ 6住 I層 黒 B載石

5・ 6住 1層 剥 片 058 黒曜石

252 5・ 6ti: I層 1 22 黒B諷石

5 6住 I層 黒曜石

5・ 6住 Ⅱ層 468 頁岩

255 5 6111 Ⅱ層 頁岩

256 5 6作 li Ⅱ層 剥片 頁岩

56住 Ⅱ層 硬砂岩

258 5 614: 覆土 剥片 3894 硬砂岩

259 5 6ti: 段 」 硬砂岩

260 5・ 6住 炉内 黒117

5 6〔 l: 392 黒11石

被熱礫 頁岩 |千ら

6住 I層 原 石 チャート 完形

264 2 6住 覆土 原 Z 292 頁岩 完形

265 炉 I 原石 4738 粘板岩 完形

266 6住 I～ Ⅱ層 石核 完形

6住 I～ Ⅱ層 石核 里
¨

完形

268 覆Jニ 石 核 3926 黒17石 完 形

覆土 石核 346 黒Elrl石 完形

6t■ 覆土 石核 黒 1弱石 完形

6住 猥土 くさび形石器 黒 lll石 完形

272 6住 I～ Ⅱ層 石鏃 Ⅱ 珪質粘板岩 完形

273 6住 覆土 石鏃未製品 黒1霧石 完形

6〔t 覆土 石311 l11■ 石 先端欠

275 6住 I～ Ⅱ層 小形刃器 I 黒 曜 完形

6住 I～ Ⅱ層 小形刃器 I 332 黒117 完形
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誉 号 住居番号 層   位 器  種 分  類 長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) ]二 fit(g 石   材 欠損状況 考備
277 I層 小形刃器 I 黒暇石 元 ブ杉 9

611 覆土 小形刃器 I 黒Ⅱ麗石 完形

279 I～ Ⅱ層 小形刃器 I 黒 1霧 7 完形
280 6住 I層 小形刃器 I 294 黒17石 完形

覆土 卜形刃器 I 黒Ⅱ覆石 完形

6住 I～ Ⅱ層 卜形刃器 Ⅱ 黒 1■石 完形

283 6住 I層 小形刃器 Ⅱ 062 黒曜石 完形
284 6住 覆土 小形刃器 Ⅱ 252 黒曜石 完形

285 覆土 小形刃器 Ⅱ 122 黒01石 完形

6住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒17石 完形

I～ Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

6住 ～Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 240 黒11石 完形
289 6住 I層 小形刃器Ⅲ 876 赤チャー ト 完形

290 I層 小形刃器 Ⅲ 黒11石 完形

I層 小形刃器Ⅲ 272 lll l記
石 完形

292 I層 小形刃器皿 232 黒 1混石 完形

293 Pl1 3殺土 小形刃器Ⅲ 322 黒曜石 完形

Щ土 小形刃器Ⅲ 澤∴1lZ 完形

6住 段土 小形刃器皿 黒1混石 完形

296 覆土 卜形刃器Ⅲ 黒17石 完形

覆 土 小形刃器Ⅲ 306 黒1滉 Z 完形

覆土 小形刃器Ⅲ 1 94 黒Ⅱ霧石 完形

299 覆土 卜形刃器Ⅲ 322 黒曜石 完形

6住 殺土 小形刃器Ⅲ 黒曜Z 完形

6住 覆土 」ヽ形刃器皿 黒Ⅱ熙石 完形

302 6住 覆土 卜形刃器 田 902 黒 1■石 完 形

303 覆土 卜形刃器皿 266 黒Π霧石 完形

覆土 小形刃器皿 102 黒曜石 完形

I～ Ⅱ層 大形刃器 2420 頁岩 完形

6住 南ベル ト 大形刃器 3986 頁岩 完形

6tL 覆土 打製石斧 頁岩 完 形 風化激 しし

6住 覆土 打製石斧 (141) 頁岩 刃部欠

覆土 Fi製 石斧 頁岩 完形 刃部磨耗

覆土 打製石斧 頁岩 完形

覆二li 打製石斧 b 頁岩 完形 刃部磨耗

I層 打製石斧 (52) 頁岩 基部欠 刃部磨耗
Pl1 3覆二L 打製石斧 Vlllb (123) (221) 頁ギ| 基部欠 全体的に磨耗
P19覆土 打製石斧 llllb 2828 頁岩 完形 刃部磨耗 敲オl集合痕 /1

6住 覆土 磨石 I 砂岩 完形

6住 Ⅱ層 磨石 砂岩 完形

Pl19社 土 蔽 石 (362) 安山岩 LIみ 内欠

覆土 石 皿 (184) (223) (3720) 安山岩 1/2欠

覆土 石‖l 安山岩 完形 4ヽ型品・裏に敲打Jit跡がある

覆土 石錘 1970 粘板岩 完形

6住 Ⅱ層 剥片 2958 頁岩

～ Ⅱ層 黒Ⅱ霧石
323 6住 ～Ⅱ層 黒哺石

6住 ～ Ⅱ層 剥片 228 黒曜石
325 ～Ⅱ層 黒Bl石

6住 ～ 1層 黒曜石
～Ⅱ懸 黒曜石

6住 ～Ⅱ層 黒曜石
329 6住 ～Ⅱ層 剥片 494 黒曜石

6住 ～Ⅱ層 4092 硬砂岩
～Ⅱ層 頁岩

6住 ～Ⅱ層 1298 硬砂岩
～Ⅱ層 チャート
～Ⅱ層 剥片 456 硬砂岩
～ Ⅱ層 1594 硬砂岩

336 ～ ]層 剥片 黒曜石

337 ～Ⅱ層 032 黒 I霧石
338 層 1658 硬砂岩

FV7 1250 硬砂岩

層 頁 岩

層 674 硬砂岩
342 層 赤チ ャー ト

343 層 チャート
層 チャー ト

層 剥り|´ 黒‖7石
346 6住 層 17 黒Ⅱ弱石
347 層 17 黒曜石
348 6住 層 058 黒11石

349 層 546 黒 EIP・ 石

350 層 052 黒曜石

層 黒暉石

6住 層 黒曜石

Pl1 3覆土 頁岩

6住 P16覆土 頁岩

355 6住 P16投」i 剥片 2434 粘板岩
6住 P16覆土 頁岩

6住 覆土 剥片 852 赤チャー ト

358 6住 世J二 剥片 砂 岩

359 6住 覆Jl 剥片 462 赤チャー ト

360 6住 漫土 剥片 硬砂岩

6住 1:I二 L 硬砂岩
6住 覆土 頁岩

363 6住 覆 上 剥 片 頁 岩

6住 覆土 1498 硬砂岩

6住 覆土 剥片 硬砂岩

6住 覆土 硬砂岩

6住 覆 土 硬砂岩

368 W■ 硬砂岩
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369 6住 7:ここL 剥片 破砂者

370 覆土 3490 硬砂岩

覆土 剥 片 1582

372 6住 覆
=L

剥片 黒曜石

6住 覆土 剥片 096 黒Ⅱ礎石

374 6住 覆土 黒Ⅱ混石

375 6住 覆Jl 剥片 黒Ⅱ殿石

376 6住 覆 土 黒曜石

377 覆上 繁ll十 黒‖撮石

378 覆土 黒 0記石

6住 殺上 黒曜石

覆土 繁ll十 5 黒01石

覆Ji 黒u記石

覆土 ,ll十 黒曜石

383 覆Ji 黒01石

覆土 126 黒01石

覆土 lal片 黒曜石

殺 土 剥片 396 黒曜石

387 覆Ji 黒曜石

覆 土 剥片 252 黒曜石

覆土 236 黒暉石

390 殺」 黒17石

6住 覆J 剥 片 234 黒曜石

392 覆土 剥片 5 058 黒lllli石

393 覆土 剥片 黒曜石

6住 世土 剥 片 黒R程石

395 6住 覆土 剥片 黒11石

396 6住 覆土 黒曜石

397 6住 覆土 剥片 黒曜石

398 6住 覆土 剥片 黒 H混石

6住 覆土 042 黒0霧石

6住 覆土 剥片 020 黒 1霧石

覆 土 景ll十 黒曜石

6住 市ベル ト 頁岩

403 6住 L+j,{,r l. 景1片 頁岩

6住 I～ Ⅱ層 磨石ルl 1448 硬砂岩

6住 I層 磨石ハ 硬砂岩

6住 I層 磨石
'1

2066 硬砂岩

6住 Pl1 3泄土 磨石片 4520 硬砂岩

Pll覆 Ji 台石ナ十 1754 頁岩

6住 覆土 台石片 硬砂岩

I層 原 Z 4116 石̈ 完ラ形

I層 石 核 300 黒11石 完形

覆土 石核 1340 黒 1■石 完 形

社Jニ 石核
lr1 1■ 石 キ 形

覆土 黒口磁石 完 形

穫土 石鏃 黒R麗石 完形

覆土 石鏃 I 黒 1在石 完形

7住 I層 石鉄木製 ,T: 3 黒曜石 完形

I層 石鏃未製品 黒曜石 完形

覆Ji 小形刃器 (192) 黒1盪石 半欠

覆 土 小形刃器 黒Ⅱ記石 完形

7住 種土 小形刃器 5 250 黒 B滉石 完 形

422 覆 土 小形刃器 黒0混石 完形

423 7住 覆」1 小形刃器 788 黒曜石 完形

覆土 小形刃器 黒Π礎石 完形

7住 覆土 小形刃器 黒曜石 完形

426 7住 覆土 小形刃器 黒 17石 完形

覆土 小形刃器 1206 黒曜石 完形

7住 覆土 小形刃器 676 黒曜石 完形

429 覆土 小形刃器 黒曜石 完 形

覆土 小形刃器 254 黒 1弱石 七形

覆土 小形刃器 5 056 黒 llat石 完形

7住 覆土 小形刃器 黒Ⅱ薇石 完形

7住 泄土 小形刃器 黒日程石 完形

7住 殺土 小形刃器 266 黒11石 完形

7住 覆土 小形刃器 342 黒E躍石 完形

7住 殺 土 小形刃器 黒Ⅱ弱石 七形

覆土 小形刃器 黒 H磁石 完 形

438 覆J 小形刃器 372 黒Π熙石 完形

7住 覆 土 小形刃器 黒Π畷石 完形

7住 投 J 小形刃器 黒曜石 七形

7住 覆土 小形刃器 1248 黒曜石 牛 形

覆J 小形刃器 黒H混石 完形

覆 土 小形刃器 黒 H梶石 完 形

7住 覆土 小形刃器 果曜石 完形

7住 覆上 小形刃器 黒曜石 完形

7住 覆土 小形刃器 黒曜石 完形

7住 I層 小形刃器 皿 黒曜石 完 形

7住 I層 小形刃器Ⅲ 17 黒曜石 完形

床土直上 小形刃器皿 黒1諷石 完形

7住 覆」1 小形刃器 皿 黒曜石 完形

7住 覆土 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 完形

452 7住 覆上 小形刃器皿 黒 E梶石 完形

7住 覆土 小形刃器皿 黒日程石 完形

7住 覆土 小形刃器 皿 黒 B羅石 完 形

7住 覆J 小形刃器 Ⅲ 210 黒曜石 完形

456 覆土 小形刃器Ⅲ 黒31石 完形

457 7tL 覆J 小形刃器 Ⅲ 260 黒曜石 完形

458 覆J 小形刃器Ⅲ 黒 B羅石 完 形

覆土 小形刃器 Ⅲ 黒 B弱石 完形

小形刃器皿 黒 11石 完 形
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7住 覆土 小形刃器Ⅲ 448 黒11石 完形

462 7住 覆土 小形刃器皿 黒Π蔵石 完形

覆土 小形刃器 Ⅲ 黒11石 完 形

覆土 小形刃器皿 黒 EIF・ 石 完形

465 殺土 小形刃器皿 黒曜石 完 形

7住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒1滉石 完形

7住 泄土 小形刃器Ⅲ 11 00 黒曜石 完形

7住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒Ⅱ載石 完形

覆土 小形刃器Ⅲ 2 lll l彊
石 完形

7住 覆土 jヽ形刃器Ⅲ 060 黒曜石 形

7住 層 大形刃器 頁岩 完形

メッシュlN041 大形刃器 3362 頁岩 完形 全面磨耗

層 大形刃器 頁岩 完形

7住 層 打製石斧 b 頁岩 完形

475 覆土 敲石 525 安山岩 完形

7住 覆二L 敲石 安山岩 完形

殺土 敵石 (100) (372) 砂 岩 llllみ 外

478 7住 覆土 敵 石 (393) 砂岩 肥lみ外欠

479 層 H口石 Ⅱ 1) 粘板岩 端部欠

粒二L 台石 (118) (550) 砂岩 破片

7住 層 石錘 頁岩 完形

7tl 層 景llキ チャート

層 剥片 196 黒Ⅱ磁石

層 3578 頁岩 風化激 しし

7住 層 チャート
486 7住 層 剥片 4254 チャート

層 剥片 262 黒81Ff石

層 剥片 黒11石

7住 層 剥片 黒 B記石

490 7住 層 剥片 546 黒Olrl石

7住 層 剥片 232 黒曜石

492 層 剥,十 496 黒 11石

493 7住 層 剥片 黒Ⅱ薔石

7住 層 剥片 黒 B樫石

層 黒Hla石

7住 層 黒 I撮石

層 剥 片 082 黒曜石

7住 層 黒曜石

層 剥 片 黒B薇石

7住 層 二:二 ‖lrl准 !

7住 層 黒曜石

502 層 剥 片 黒曜石

503 7住 層 黒曜石

層 剥 片 1 76 黒Π晨石

集石部 剥片 黒B混石

7住 集石部 剥片 黒11石

507 集石面 1232 硬砂岩

711 床土直上 剥片 390 黒 llli石

7住 床土直上 剥 片 黒 lFl石

7住 床土直上 剥片 黒11石

7住 床土直上 黒Ⅱ渥石

7住 床土直上 剥片 黒11石

7住 床土直上 剥片 黒l弱石

7住 覆土 剥片 黒 J翌石

515 覆土 剥 片 黒曜石

7住 覆土 黒 07rl石

517 覆土 剥片 25 黒曜石

7住 覆土 剥片 黒曜石

7住 覆 土 剥片 黒曜石

520 7住 投Jニ 剥片 黒Ⅱ撮石

7住 覆 土 剥片 黒曜石

522 7住 艇土 剥 片 黒曜石

覆Ji 黒曜石

524 7住 世土 黒曜石

525 7住 覆土 黒 11石

殴Ji 剥片 2 黒aFl石

527 7住 覆土 剥片 黒071石

7住 黒 1■石

伎 土 驚け| 黒 1薇石

530 覆土 剥片 3 120 黒曜石

7住 覆土 3 黒 I薇石

532 覆土 剥片 232 黒曜石

533 覆土 剥片 328 黒曜石

7住 覆土 剥片 黒11石

535 7住 股土 剥片 黒 11石

536 7住 覆土 黒日程石

7住 覆土 黒曜石

538 7住 覆土 剥 片 黒曜石

539 7住 覆土 剥片 290 黒 I霧石

7住 及 土 剥

'1

黒Π霊石

7住 覆土 黒曜石

542 覆土 剥 局 246 黒曜石

7住 覆 土 剥片 黒 B磁石

544 7住 覆土 剥片 266 黒I霧石

7住 覆 土 剥月 黒Ela石

546 覆土 剥 片 050 黒H弱石

138 7fl 覆 土 剥片 286 黒 17Fl石

覆土 剥片 黒 n7Fl石

7tl 覆 土 剥ハ 黒 17a石

550 7住 覆土 剥片 032 黒11石

7住 覆土 剥片 黒Ⅱ載石

覆土 剥片 黒曜石
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番号 住居内番号 住居番号 層   位 者事    をL 分 長さ(cm) I隔 ( 厚さ(m) 重量 (g) 石   材 欠損状況 考

553 7住 覆土 剥片 082 黒 ulFl石

7伴 覆土 剥片 092 黒171石
7住 殺二L 剥片 黒熙石

7住 覆土 剥片 黒llFl石

7tl 覆土 剥片 黒 1■石

7住 覆土 剥 片 黒 11石

7住 覆
=L

092 黒暇石

覆土 剥片 黒曜石

7住 覆土 剥片 黒Ⅱ弱石

562 7住 世Ji 剥片 黒Ⅱ熙石

563 覆土 剥 片 黒曜石

7住 段 土 ,1片 236 黒 0■石

565 覆土 黒曜石

566 7住 覆二L 黒曜石

7住 覆土 剥片 黒日程石

568 7住 覆土 088 黒 I弱石

7住 覆土 黒Π在石

570 覆土 剥 片 1 80 黒H弱石

7住 覆土 剥片 黒1載石

572 覆土 鷲り片 5 黒11石

573 覆土 鷲り片 黒11石

7住 覆土 剥片 082 黒 rlrl石

覆 土 黒 1在石

576 7住 粒土 剥片 068 黒曜石

577 7住 覆土 剥片 184 黒IPI石
578 7住 覆土 剥片 黒Ⅱ在石

579 覆土 剥 片 092 黒 E捏石

7住 覆土 092 黒曜石

172 7住 覆土 黒 8蔵石

582 7住 覆 土 黒 1■石

7住 覆土 黒 B記石

7住 覆土 黒B霰石

7住 覆 土 黒曜石

7住 覆土 080 lll曜
石

711 覆土 剥ハ 黒 171石

7住 批土 剥片 黒11石

覆 土 剥ハ 黒Ⅱ渥石

毅土 剥 片 黒H梶石

7住 覆土 黒曜石

覆土 剥 片 黒1熙石

7住 覆土 黒曜石

7住 猥土 黒11石

覆土 チャート

7住 メッシュNo10 頁岩

597 7住 メッシュNo17 硬砂岩

黒0■石
711 メッシュNo26 百岩

7住 メッシュNo27 lll I羅
石

7住 メッシュNo27 黒 Illrt石

7住 メッシュNo27 黒曜石

603 メッシュNo27 黒曜石

メッシュNo27 剥 片 黒B混石

605 メッシュNo27 黒曜石

7住 メッシュNo27 090 黒1混石

7住 メッシュNo27 ll1 1■ 石
608 7住 黒暇石

7住 メッシュNo36 剥 片 硬砂岩

7住 メッシュNo36 黒曜石

6 202 メッシュNo42 剥片 022 黒Π轟石

7住 メッシュNo43 硬砂岩

6 3 7住 メッシュNQ43 1576 硬砂岩

205 メッシュNo49 800 硬砂岩

6 5 7住 メッシュNQ49 硬砂岩

・207 7住 メッシュNQ50 硬砂岩

6 7 7住 覆土 3930 硬砂岩 被 熱

層 磨石片 頁岩

7住 メッシュNo29 磨石片 1486 破砂岩

620 7住 メッシュNo51 lLL石ハ 硬砂岩

621 212 7住 覆Jl 磨石片 硬砂岩

7住 I層 台石片 1392 硬砂岩

8住 Ⅱ層 石核 2028 元形

Ⅱ層 石核 黒暇石 完形

Ⅱ層 卜形刃器 I 220 黒曜石 完形

626 8住 埋甕周辺 小形刃器 I 1296 黒Π覆石 完形

8住 Ⅱ層 卜形刃器 Ⅲ 黒11石 完 形

628 8住 Ⅱ層 卜形刃器 Ⅲ 岬∴Π17 完形

8住 P“ 1覆土 ‖口石 500 硬砂岩 完形

630 8住 I～ 1層 2242 硬砂岩

8住 Ⅱ層 剥 片 856 頁岩

632 Ⅱ層 1350 黒11石

633 8住 Ⅱ層 剥片 黒Ⅱ記石

Ⅱ層 剥片 黒11石

635 8住 Ⅱ層 剥ハ 黒曜石

636 8住 Ⅱ層 剥片 黒曜石

8住 1層 黒 B霧石

638 Pi12覆 土 硬砂岩

639 埋甕周辺 頁岩

8住 理甕周辺 黒曜石

8住 覆土 732 黒I弱石

黒 1■石

9tL 検 lll面 ベ ル ト東 原 石 4986 黒B翼石 完 形

検 ‖1而 ベ ル ト東 石核 2222 黒 B混石 2
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誉号 住居内薔考 ll居誉号 層   位 器   積 分  類 長さ(cm) 厚さ(on ■量(g 石   材 備 考 図版番))

覆上 石核 黒 B薔石 完 形 5

9住 I層 くさび形石器 黒1熙石 完形

5 炉内 くさび形石器 黒曜石 完形

9住 I層 石鏃 (054) 黒Π霧石 片脚・先端久 3

検出面ベル ト束 石鏃 I 074 黒曜石 形

911 I～ Ⅱ層 石錐 (086) 黒11石 先端欠

651 9住 ベル ト東側 石 錐 黒 1磁石 き形

I～ Ⅱ層 小形刃器 17 1606 チャート 完形 6

653 9住 I～ Ⅱ層 小形刃器 黒口載石 完 形

654 9住 I層 小形刃器 (088) 黒曜石 半欠

655 9住 I層 小形刃器 黒 nlrl石 完形

656 9住 検出面ベル ト束 小形刃器 318 黒曜石 完形

9住 検出面ベル ト束 小形刃器 黒 8記石 完形

658 検 出面ベ ル ト束 小形刃器 黒曜石 完形

7 9住 検出面ベル ト束 小形刃器 黒曜石 完形

9住 覆土 小形刃器 1856 赤チャート 完形 8

覆土 卜形刃器 黒11石 完形

泄土 小形刃器 256 黒111 完形

9住 覆土 卜形刃器 黒Ⅱ盟石 完形

泄土 小形刃器 黒B梶石 完形

665 覆Ji 小形刃器 234 黒曜石 完形

666 覆土 小形刃器 332 黒曜石 完形

9住 ベル ト東側 卜形刃器 黒01石 完形 9

668 9住 I～ Ⅱ層 小形刃器 黒曜石 完形

669 9住 I層 小形刃器 838 チャート 完形

670 検出面ベル ト束 小形刃器 黒 E渥石 起形

検出面ベル ト束 卜形刃器 黒H羅石 完形

672 9住 検出面ベル ト束 小形刃器 (096) 黒Hl石 半欠

673 検出面ベル ト束 小形刃器 388 黒 1渥石 完形

検出面ベル ト束 小形刃器 黒1撮石 完形

675 検 lll面ベル ト東 小形刃器 黒 B在石 完形

9住 検出面ベル ト束 卜形刃器 250 黒1霧石 完形

677 9住 検出面ベル ト束 小形刃器 1 32 黒 E薇石 完形

9住 検出面ベル ト束 卜形刃器 黒Ⅱ轟石 完形

679 9住 覆土 小形刃器 246 黒日1石 完形

680 9住 粒土 小形刃器 黒Ⅱ弱石 完形

覆土 小形刃器 066 黒11石 完形

682 9住 炉 内 小形刃器 黒曜石 ヒ形

I～ Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

I～ Ⅱ層 小形刃器皿 黒1撮石 元 形

685 9住 I層 小形刃器 Ⅲ 黒B記石 完形

686 9住 I層 小形刃器Ⅲ 黒0撮石 完形

687 9住 検出面ベル ト束 小形刃器 皿 黒曜石 t形

検出面ベル ト束 小形刃器皿 黒n熙石 完形

689 検出面ベル ト束 小形刃器Ⅲ 356 黒B羅石 完形

検出面ベル ト束 小形刃器皿 452 黒1撮石 完形

検出面ベ ル ト東 小形刃器皿 ll Ⅱ報石 完形

692 検出面ベル ト束 小形刃器Ⅲ 226 黒曜石 完形

9住 検出面ベル ト束 小形刃器皿 黒 Hl石 完形

694 検出面ベ ル ト東 小形刃器 Ⅲ 222 黒Π熙石 完形

695 9住 検出面ベル ト束 小形刃器Ⅲ 200 黒E羅石 完形

696 9住 検‖1面ベ ル ト東 小形刃器 Ⅲ 黒 1翌石 完形

9住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

698 9住 覆土 小形刃器Ⅲ 7 308 ll l撮
石 完形

9住 世土 小形刃器Ⅲ 黒 l凛石 完形

覆土 小形刃器Ⅲ 黒 llFl石 完 形

炉 内 小形刃器 Ⅲ 黒 11石 完形

9住 炉内 小形刃器皿 黒曜石 完形 被 熱

703 91■ I～ Ⅱ層 小形石匙 1260 チャート 完形

9住 覆土 大形石匙 I (107) (2694) 頁岩 刃部欠

911 覆土 大形石匙 Ⅱ 頁岩 完形

9住 I～ Ⅱ層 大形刃器 頁岩 完形

9住 P14覆 土 大形刃器 3686 頁岩 完 形

覆」1 大形刃器 Ⅱ 2306 頁岩 完形

覆土 打製石斧 頁岩 完形 刃部磨耗

投土 打製石斧 頁岩 刃部欠

I層 打製石斧 (4984) 頁岩 下半欠 磨耗

9住 I層 打製石斧 (122) 百 岩 未製品Tlか

I～ Ⅱ層 打製石斧 ]{ギ : 破 片

9住 覆上 磨製石斧 I (680) 蛇紋岩 破片 刃部

9住 1～ Ⅱ層 敲石 277 砂岩 完形

I～ Ⅱ層 蔽 石 砂 岩 完 形

9住 覆J: 台 石 (252) (2470) 砂 岩 破 片

lvl: 台石 254 頁岩 完形 裏面は砥石

覆土 台 石 (199) (164) (3200) 砂 岩 破 片

～ Ⅱ層 剥 片 頁 岩

9住 ～Ⅱ層 剥片 黒曜石

9住 ～Ⅱ層 景ll十 1552 黒Ⅱ撮石

723 ～ Ⅱ層 剥 片 黒曜石

～Ⅱ層 剥り1 黒暇石

725 ～Ⅱ層 剥片 黒曜石

726 9住 ～Ⅱ層 剥

'1

136 黒 HI石

727 9住 ～Ⅱ層 剥 片 黒Π記石

728 9住 ～Ⅱ層 剥片 172 黒Ⅱ弱石

～Ⅱ層 剥片 17 黒Ⅱ驚石

層 剥ハ 赤チ ャー ト

層 黒07fi石

9住 層 100 黒B撮石

9住 層 剥片 020 黒Π霧石

9住 層 黒曜石

735 9住 l177 362 黒曜石

層 却∴1■ Z
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9住 I lll 黒1霧石

検出面ベル ト東 景1片 粘板岩

検出面ベル ト束 黒曜石

検出面ベル ト束 黒曜石

検出面ベ ル ト東 黒曜石

9住 検出面ベル ト束 9 黒 1■石

9住 検出面ベル ト束 黒01石

検 | 面ベ ル ト束 予J片 黒曜石

検出面ベル ト束 5 黒 B霧石
746 検出面ベル ト末 黒曜石

検出面ベル ト束 黒 11石

検出面ベル ト東 黒曜石

9住 検出面ベル ト束 3 黒曜石
750 検出面ベル ト束 黒曜石

9住 検出面ベル ト束 剥片 黒17石

9住 検出面ベル ト束 266 黒 11石

9住 検出面ベル ト束 黒Π霰石

9住 検出面ベル ト束 剥片 黒Ⅱ撮石

9住 検出面ベル ト束 黒曜石
9住 検出面ベル ト東 黒 I翌石

9住 検出面ベル ト束 黒曜石

検出面ベル ト東 黒Π霰石
759 17 9住 検出面ベル ト束 剥り十 黒11石

9住 検出面ベル ト東 剥片 226 黒曜石

検出面ベル ト東 6 黒 11石

9住 検 l11面 ベ ル ト東 黒曜石
9tL 検出面ベル ト東 剥片 5 黒 E混石

9住 検出面ベル ト東 剥片 黒Ⅱ麗石

9住 検出面ベル ト束 0 黒 H霧石
766 9住 検出面ベル ト束 黒曜石

9住 検出面ベル ト束 黒 EIFl石

768 9住 検出面ベル ト束 黒曜石
769 9住 検出面ベ ル ト東 剥片 226 黒曜石

検出面ベル ト束 剥片 096 黒曜石

9住 検出面ベル ト束 黒曜石
772 検出面ベル ト東 剥

'十

248 黒曜石

検出面ベル ト束 黒曜石

774 9住 検出面ベル ト束 032 黒IFl石

9住 検出面ベル ト束 剥片 黒曜石

検出面ベル ト束 黒 H弱石

777 9住 検出面ベル ト束 008 黒曜石
778 検出面ベル ト東 020 黒曜石

9住 覆土 黒曜石
780 覆土 剥 片 硬砂岩

9住

獲 上 硬砂岩

覆土 1328 頁岩

784 9住 覆土 硬砂岩

覆土 頁岩 被 熱

覆土 硬砂岩

9住 覆土 剥 片 980 硬砂岩

覆Jニ 硬砂岩

9住 覆二ir 繁り片 硬砂岩

覆Ji 剥片 2196 硬砂岩

覆 土 頁岩

9住 覆土 硬砂岩

9住 覆上 粘板岩
794 覆土 硬砂岩

9住 世Ji 黒Π霧石
9住 覆土 黒11石

覆Ji 1 54 黒曜石
9住 覆土 剥 片 黒暇石

9住 職土 黒1轟石
9住 覆土 3 黒Ⅱ弱石

9住 覆土 黒曜石

毅土 黒1盪石

覆土 黒曜石

9住 覆土 黒 8髭石

9住 覆土 黒 D弱石

9住 覆土 黒曜石

覆 J 半曜石
91主 覆 J 358 黒曜石

809 9住 覆土 黒 lllFl石

覆土 黒 1■石

獲土 526 黒曜石
812 9住 覆士 黒曜石

覆上 剥片 黒曜石

9住 覆土 黒曜石
815 9住 覆二L 黒11石

816 覆土 0 黒曜石

覆Ji 黒 llrl石

9住 覆土 剥 片 9 黒曜石

覆 土 6 208 黒暉石
820 178 9住 覆土 景ll十 黒Ell石

821 9住 覆土 6 黒曜石
822 180 9住 覆土 景ll十 1 92 黒1弱石

覆Ji 黒暉石

9住 覆土 剥 片 064 黒Π報石

825 183 9住 覆土 052 黒曜石
826 覆土 剥片 黒曜石
827 9[主 破 土 剥ハ 黒 11石

186 9住
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住居番号 層   位 を静    檀 分  類 長さ(m) 厚さ 重itに ) 欠 |口状況 考 国版番号

覆土 黒Π7Fl石

9住 覆土 剥片 046 黒B盪石

9住 ベ ル ト東側 1768 硬砂岩

ベル ト東側 2752 頁岩

9住 ベル ト東側 剥片 522 硬砂岩

ベル ト東側 剥片 1396 頁岩

835 9住 ベル ト東側 剥片 592 硬砂岩

836 9t上 ベル ト東側 剥片 黒nrl石
837 ベル ト東側 剥片 黒11石

838 9住 ベル ト東側 剥片 黒曜石

ベル ト東側 剥片 黒曜石

840 9住 炉 内 剥片 1110 硬砂岩

9住 I～ Ⅱ層 磨石片 砂岩

842 9住 I層 磨石片 2328 硬砂岩

843 9住 I層 磨石片 1082 硬砂岩

844 202 I層 磨石片 2808 硬砂岩

845 203 覆土 磨石片 2462 硬砂岩

9住 磨石片 硬砂岩

847 205 ベル ト東側 磨石片 硬砂岩

206 ベル ト東側 磨石片 硬砂岩

9住 ベル ト東側 磨石片 2724 硬砂岩

850 208 I層 敵石片 硬砂岩

209 覆土 被熱礫 3756 頁岩 完形

852 9住 覆土 被熱礫 チャート 完形

10住 覆土 石鏃 I 黒曜石 完形

10住 股二L 石銀 黒 1撮石 完 形

855 10住 I～ Ⅱ層 小形刃器 I 黒 E弱石 完形

856 10住 覆土 小形刃器 I 黒 1弱石 完形 3

857 10住 覆土 小形刃器 I 280 黒1撮石 完形

858 10住 覆土 小形刃器 I 黒 1磁石 完 形 5

7 10住 覆土 小形刃器 I 黒11石 完形

860 10住 泄土 小形刃器 I 黒曜石 完形

10住 覆土 小形刃器 I 黒 1撮石 完形

862 10住 覆土 小形刃器 I 244 黒 l霰石 完形

863 10住 小形刃器 Ⅱ 黒Π轟石 完形

864 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

865 10住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

866 10住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒 E磁石 完形

867 10住 殺土 小形刃器 皿 1 82 黒曜石 完形 6

868 lo住 覆土 小形刃器皿 黒 B薇石

10住 覆土 小形刃器皿 660 黒 B弱石 完形

870 iO住 殺土 小形刃器皿 黒 I張石 完 形

10住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒1梶石 完形

872 骰 土 小形刃器 皿 黒 :磁石 完形

873 10住 覆土 小形刃器皿 黒曜石 完形

殺土 小形刃器皿 黒I混石 完形

10住 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 完形

10住 覆土 小形刃器皿 068 黒 1薇石 完形

10住 I～ Ⅱ層 打製石斧 (3668) 頁岩 下半欠 7

10住 Pll覆 土 打製石斧 I (117) 頁岩 刃部欠 風化激 し。 8

879 10住 ～Ⅱ層 剥 片 2000 硬砂岩

10住 ～Ⅱ層 剥片 7 2208 硬砂岩

10住 ～Ⅱ層 剥片 硬砂岩

lo住 ～ Ⅱ層 硬砂岩

883 10住 ～Ⅱ層 剥片 硬砂岩

10住 ヽⅡ101 赤チャー ト

10住 ～Ⅱ層 剥片 , 72 黒Π撮石

886 10住 ～Ⅱ層 剥片 黒曜石

10住 I ll● 3506 硬砂岩

10住 I層 剥片 566 黒曜石

889 覆土 剥片 赤チャート

890 覆土 剥片 黒 B薇石

覆土 剥片 黒曜石

10住 覆土 剥片 黒‖翼石

lo住 覆土 剥片 黒Ⅱ記石

覆土 260 黒 1■石

lo住 覆土 黒曜石

粒二L 剥 片 黒Π熙石

897 10L 覆土 黒Π翼石

10住 覆土 剥片 黒Ⅱ霧石

899 10住 覆土 黒曜石

10住 覆土 景」片 黒曜石

10住 覆土 剥片 黒11石

10住 破土 剥片 362 黒87rl石
10住 剥 片 黒曜石

10住 破土 剥 片 キ∴Π■7i

10住 覆土 剥片 黒曜石

906 10住 覆土 剥片 1 36 黒曜石

lo住 覆土 剥片 黒曜石

908 覆土 剥片 黒1撮石

10住 覆土 剥片 428 黒Hl石

0住 覆Jl 剥 片 黒曜石

0住 覆土 剥片 092 黒 1■石

0住 覆土 剥片 黒曜石

0住 覆土 剥 片 220 黒曜石

0住 覆 土 剥 片 292 黒曜石

0住 覆上 128 黒 11石

0住 泄 二11 黒曜石

0住 覆 土 黒Π載石

覆土 332 黒11石

10住 覆土 剥片 黒D蔵石

10住 覆土 剥 片 41 BFl石
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貯号 層  位 器  11 分 類 長さ(cm) 厚さ(m) 石   材 欠lil状況 考 図版番号

10住 殺土 308 黒曜石

922 10住 覆土 剥片 038 黒曜石

923 0住 覆土 026 黒曜石

924 0住 覆土 剥片 黒11石

925 Otl 覆土 剥片 黒 B霧石

926 覆土 084 黒 BIFt石

927 0住 覆土 黒曜石

928 0住 覆土 剥片 黒B霧石

929 0住 覆土 黒11石

0住 覆 土 黒 B薇石

0住 覆土 剥 片 黒 I翌石

0住 殺 土 黒 H撮石

0住 覆 J 056 黒曜石

覆土 黒 EIFl石

OtF 殺 土 黒曜石

936 0住 覆土 028 黒曜石

0住 覆土 景1片 黒11石

覆土 剥片 i26 黒曜石

10住 覆土 予1片 黒 1程石

lo住 覆土 11片 022 黒871石

10住 覆土 剥サ+ 黒 1弱石

10住 破土 黒E薇石

943 10住 覆土 262 黒 HIF・ 石

944 10住 黒曜石

10住 覆土 黒11石

10住 I～ Ⅱ層 磨石片 硬砂岩

敲石片 2928 硬砂岩

肩iJヒ ノヽ ル ト 石核 758 黒曜石 完 形

949 1住 I～ Ⅱ層 小形刃器 I チャート 完形

3 1住 中央撹乱 小形刃器 I 黒曜石 完形

1住 中央撹乱 小形刃器皿 黒Ⅱ霰石 中 形

5 覆土 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

住 覆二L 小形刃器 Ⅲ 黒‖1石 :キ■

954 住 I～ Ⅱ層 打製石斧 砂岩 完形 3

住 中央撹乱 打製石斧 頁岩 完形 刃部磨耗

956 ～Ⅱ層 剥り+ 頁岩

957 ～Ⅱ層 剥片 922 黒曜石

958 住 ～Ⅱ層 テリ片 i72 黒曜石

959 ～Ⅱ層 黒 1弱石

Ⅱ層 剥 片 黒曜石

住 Ⅱ層 黒曜石

fl Pit1 2 黒 11石

963 住 中央撹乱 620 黒Ⅱ翌石

964 住 中央推舌l 繁」片 黒 11石

黒曜石

l■ 覆土 承り片 硬砂岩

967 住 炉内 剥片 1902 硬砂岩
tl 覆士 黒曜石

住 覆土 黒 17石

970 住 床土直上 磨石片 1990 凝灰岩

南北ベル ト 磨石片 4076 硬砂岩 被熱

2住 I～ Ⅱ層 石 核 黒曜石 ヒ形

I～ Ⅱ層 くさび形石器 黒曜石 完形

974 2住 ～Ⅱ層 くさび形石器 黒 HIFl石 完形

2住 I層 くさび形石器 黒曜石 完形

976 ～Ⅱ層 小形刃器 I 黒曜石 完形

977 2住 ～Ⅱ層 小形刃器 Ⅱ 黒 11石 完形

978 7 2住 ～Ⅱ層 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

979 2住 ～Ⅱ層 叩 石 完形

980 2住 ～Ⅱ層 1690 硬砂岩

2住 ～Ⅱ層 剥片 1188 頁 岩

982 2住 ヽⅡ層 898 頁岩

21■ ～ Ⅱ層 剥片 黒曜石

984 2住 ～Ⅱ層 剥
'キ

黒Ⅱ轟石

985 2住 ～Ⅱ層 剥片 黒 E弱石

986 2住 ～Ⅱ層 剥

'十

黒B弱イ

987 2[上 ヽⅡ層 驚llヤ 黒曜石

988 2住 ヽⅡ層 剥 ,十 344 黒曜石

2住 ヽⅡ層 lll片 黒1繰石

2住 ヽⅡ層 剥片 黒n71石

～Ⅱ層 剥 片 246 黒17石
2住 I層 剥片 黒11石

993 211 Iハご 黒曜石

994 2住 I層 剥片 254 黒曜石

995 Ⅱ′薔 凝灰岩 被熱

P17覆
=[

黒 H梶石

P17覆 上 剥 片 712 黒Π轟石

磨石り1 硬砂岩

,3住 958 黒曜石 完り杉

2 13住 殺土 石核 1034 黒曜石 完形

3 13住 覆土 くさび形石器 黒曜石 完 形

13住 I～ Ⅱ層 石錐 546 黒曜石 完形

5 13住 I～ Ⅱ層 小形刃器 I 226 黒曜石 完形

6 13住 層 小形刃器 I 202 黒 1麗石 完形 2

13住 層 小形刃器 I 328 黒E霧石 中 形 3

i006 13住 llV 小形刃器 I 黒 1梶石 完 形

1007 9 13住 層 小形刃器 ] 黒0盪石 完形

13住 層 小形刃器 I 黒 81石 完 形

13住 層 小形刃器 1 黒Π翼石 完形

層 小形刃器 I 226 黒 llFl石 完形

13住 層 小形刃器 I 336 黒 B弱石 牛 形

小形刃器 1 黒 Blri石 完形
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住居番号 層   位 器  櫛 分 類 長さ(m) 幅 (cm) 厚さ(m) 重量 (2) 石  材 欠損状況 考備 図版番号

3住 覆土 小形刃器 I 黒曜石 完形

3住 覆土 卜形刃器 I 黒 llla石 キ形 5

覆土 小形刃器 I 黒 8磁石 完形 6

3住 炉内 小形刃器 I 黒曜石 完形 7

3住 I～ Ⅱ層 卜形刃器 Ⅱ 192 黒 B麗石 完形

3住 【～Ⅱ層 小形刃器 Ⅱ 黒BFl石 完形

3住 I～ Ⅱ層 小形刃器 Ⅱ 黒01石 完形

3住 I層 卜形刃器 Ⅱ 黒Dl石 完形

3住 覆土 」ヽ形刃器Ⅱ 17 黒8薇石 完形

1022 3住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 牛 形

1023 3L 覆土 卜形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

1024 3住 覆土 小形刃器 Ⅱ
ll1 8■ 石 完形

1025 覆土 小形刃器 Ⅱ 558 黒曜石 完形 8

I～ Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 黒‖盪石 完形 9

1027 13住 I～ Ⅱ層 小形刃器皿 黒 1混石 完形

1028 13住 I～ Ⅱ層 小形刃器 皿 606 黒暇石 完形

1029 13住 I～ Ⅱ層 小形刃器皿 黒 1■石 完形

13住 I～ Ⅱ層 小形刃器 Ⅲ 088 黒曜石 完形

13住 I～ Ⅱ層 小形刃器皿 黒Π霧石 完形

1032 13住 I～ Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 黒11石 完形

I～ 1層 小形刃器 皿 黒Π壼石 完形

1034 13住 I～ Ⅱ層 小形刃器皿 黒唯石 牛 形

1035 I～ 1層 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 完形

I～ Ⅱ層 小形刃器Ⅲ 黒Π弱石 完形

13住 I層 小形刃器皿 黒Π撮石 完形

1038 13住 I層 小形刃器Ⅲ 黒11石 完形

1039 13住 IムJ 小形刃器Ⅲ 270 黒 1凛石 完形

13住 I層 小形刃器皿 黒 1盟石 完形

覆土 小形刃器Ⅲ 黒 llrl石 完形

世土 小形刃器Ⅲ 1336 黒曜石 完形

13住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒 1盟石 完形

1044 覆土 小形刃器Ⅲ 242 黒 llrl石 完形

覆土 小形刃器 皿 黒 llFl石 完形

1046 13住 覆土 小形刃器皿 黒曜石 完形

13住 小形刃器 皿 黒曜石 完形

1048 13住 覆土 小形刃器皿 黒 llF・ 石 牛 形

1049 1 3tl 覆土 小形刃器皿 332 黒 I滉石 完形

I層 打製石斧 (lo o) (74) 頁 岩 刃部欠 側面磨耗

13住 I層 打製石斧 頁岩 完形

1052 13住 I層 打製石斧 頁岩 完形

13住 覆土 打製石斧 頁岩 七形

1054 13住 I層 打製石斧 頁 岩 基部やや欠

13住 I層 打製石斧 (lo o) (119) 頁岩 刃部欠

1056 13住 覆土 打製石斧 I 頁岩 刃部欠

13住 打製石斧 頁岩 完形

1058 13住 I層 打製石斧 頁岩 完形

1059 13住 I層 打製石斧 Ic (100) (195) 頁岩 基部欠

1060 13住 I層 打製石斧 頁岩 完形

I層 打製石斧 (59) 頁岩 下半欠

1062 13住 I層 打製石斧 (4018) 頁キ: 刃部 縦半欠

13住 I～ Ⅱ層 敲石 凝灰岩 完形

1064 13住 I～ Ⅱ層 敲石 (225) 砂岩 端部欠

1065 殺二L H‖石 I 167 砂岩 完形

13住 P18覆 土 磨製石斧 I (104) (236) 蛇紋岩 刃部欠

13住 I～ Ⅱ層 1984 頁岩

I～ 1層 剥片 黒 11石

1069 I～ Ⅱ層 i604 黒 B記石

13住 I～ Ⅱ層 黒曜石

13住 I～ Ⅱ層 剥片 526 黒 DIF・ 石

Iヽ Ⅱ層 黒 0麗石

I～ Ⅱ層 黒H梶石

1074 13住 I～ Ⅱ層 362 黒Ⅱ弱石

I～ Ⅱ層 剥片 黒 llli石

13住 I～ Ⅱ層 276 黒Ⅱ混石

13住 I～ Ⅱ層 剥 片 黒Ⅱ載石

13住 I～ Ⅱ層 剥片 黒11石

I～ Ⅱ層 剥りi 720 黒曜石

13住 I～ Ⅱ層 剥 片
ll Ⅱ熙石

13■ I～ Ⅱ層 剥 片 黒Ⅱ載石

1032 13住 I～ Ⅱ層 剥片 黒Π霧石

13住 I～ Ⅱ層 ll lll石

I～ Ⅱ層 黒‖梶石

1035 I～ Ⅱ層 1 98 黒曜石

13住 I～ Ⅱ層 黒日程石

I～ Ⅱ lrl 1256 黒 l羅石

1311 I～ Ⅱ llj 3424 硬砂岩

I～ Ⅱ層 11 68 黒曜石

3住 I～ Ⅱ層 翠1曜 石

3住 I～ Ⅱ層 黒 l麗石

1092 I～ Ⅱ層 剥片 黒 l翌石

I～ Ⅱ層 剥り十 黒曜石

1094 3住 I～ Ⅱ層 硬砂岩

3住 I～ Ⅱ層 剥片 赤チャー ト

I～ Ⅱ層 黒Π弱石

3住 I～ Ⅱ層 黒曜石

I～ Ⅱ層 黒曜石

I～ Ⅱ層 剥片 黒日1石

I～ Ⅱ層 剥り1 黒11石

3住 I～ Ⅱ層 剥片 500 黒曜石

I～ Ⅱ層 332 黒 0■石

3住 I～ Ⅱ層 剥片 黒 1弱石

黒 llFl石
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13住 ～Ⅱ層 黒曜石

13住 ～Ⅱ層 黒Π薇石

13住 I～ Ⅱ層 黒曜石

13住 l～ Ⅱ層 黒B混石

13住 I～ Ⅱ層 黒曜石

13住 I層 3876 硬砂岩

13住 I層 1916 硬砂岩

13住 I層 頁岩

I層 228 チャート

I層 剥片 黒曜石

I層 黒 rfl石

I層 黒曜石

I層 剥片 062 黒Π程石

13住 I層 黒llFl石

13住 I層 剥片 黒曜石

I層 黒曜石

I層 剥片 356 黒 llFl石

13住 I層 剥片 292 黒曜石

13住 I層 黒Ⅱ薇石

13住 I層 272 黒曜7

I層 390 黒1弱石

I層 黒曜石

I層 黒17石
I層 黒1麗石

I層 lll Π椛石

13住 I層 剥片 黒曜石

I層 剥 片 062 黒曜石

13住 I ILVl 黒曜石

13住 I層 094 μ∴11石

13住 I FVl 繁J片 黒 ulF石

13住 I層 単111不

13住 I層 黒11石

13住 I層 070 黒 11石

I層 剥片 黒曜石

13住 I層 黒曜石

I層 剥片 232 黒11石

Ⅱ層 剥片 5 1048 頁キ:

殺Ji 剥片 頁 岩

覆土 剥片 1866 粘板岩

13住 1ヽ1二L 剥片 4770 Tj砂岩
13住 覆二L 4990 硬砂岩

13住 覆Ji 080
13住 腱Ji 単∴H霧石

13住 覆土 黒11石

13住 覆土 黒 H盪石

13住 覆土 黒 [載石

13住 覆土 剥片 黒Ⅱl石

13住 覆 J 202 黒曜石

覆土 剥片 黒曜石

13住 覆土 剥 片 黒 l轟石

13住 覆[li 剥片 却.II程石

覆土 剥 片 360 黒 lfF石

覆二[ 剥片 111‖ lftイコ

覆土 7 黒 H梶石

製Ji 黒 I梶石

13住 覆土 剥 片 黒 H罹石

13住 殺 J 剥片 黒 lllfl石

13住 覆土 黒 R盟石

13住 破 土 056 黒Π弱石

覆土 黒 Elr・ 石

13住 炉 内 1308 頁岩

I～ Ⅱ層 lEL石片 硬砂カ

13住 I層 磨石片 830 硬砂岩

13住 I層 ltr石片 4726 硬砂岩

13住 I層 Lfri石 片 硬砂岩

I～ Ⅱ層 敲石片 崚 砂 岩

13 14住 埋甕内 石核 2586 黒Π髯石 完 形

2 14住 覆Ji 小形刃器皿 黒曜石 完形

3 覆土 小形刃器皿 黒 H髭石 完形

覆土 打製石斧 頁岩 1形 刃部磨耗

5 13・ 14tli 覆」i 打製石斧 頁岩 完形 刃部唐耗 5

覆土 打製石斧 頁岩 完 形 6

7 13 14tli 南西壁中位 頁岩

8 14住 南西壁中位 予J片 粘板岩

14住 南西壁中位 頁岩

1314住 南西壁中位 粘板岩

13 14性 1676 硬砂岩

14住 覆土 3654 硬砂岩

1314住 覆土 剥片 386
13 14住 社Ji 690 硬砂岩

14住 覆土 566 黒 H記石

13 14tli 覆Ji 黒01石

14住 覆土 黒雌石

1 4tl 南西壁中位 磨石片 956 頁岩

14住 覆Ji 磨石片 2402 硬砂岩

覆土 磨石片 1858 硬砂岩

14住 覆土 磨石片 2018 硬砂岩

13 14住 覆上 磨石片 2522 llI砂岩

14住 南西壁中位 台石片 硬砂岩

14住 I～ Ⅱ層 小形刃器 I 黒‖磁石 i形 3

14住 獲土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

14住 覆土 4ヽ形刃器皿 黒 I混石
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住居内番号 住居番号 層   位 器  利1 分 類 長さ(m) 幅 (cln) 厚さ(m) 重iζ (2) 石   材 欠損状況 考 図版番号
14住 ～Ⅱ層 剥片 526 赤チャート

5 ～Ⅱ層 剥片 硬砂岩

6 ～ Ⅱ層 景J片 2266 頁岩

1200 ～Ⅱ層 景ll十 黒Ⅱ認石
8 Ⅱ層 頁岩

1202 9 14住 ～Ⅱ層 剥片 黒Ⅱ弱石
1203 4住 ～ Ⅱ層 剥り+ 黒81石

1層 剥片 黒B記石
1205 ～ 1層 剥片 黒曜石

～Ⅱ層 剥 片 黒曜石
～Ⅱ層 剥片 黒Ⅱ霧石

1208 4住 ～Ⅱ層 046 黒B殿石
～Ⅱ層 黒曜石
ヽⅡ層 黒 llrl石

I層 硬砂岩

Ⅱ llj 剥片 硬砂岩

Ⅱ層 硬砂岩

Ⅱ層 赤チャー ト

Ⅱ′ψ 1752 赤チ ヤー ト

14住 覆土 3234 火山岩

14住 覆土 黒曜石

14住 覆土 黒 1麗石

覆J 黒曜石

1220 穫土 黒曜石

4住 南表土 2064 lllli板 岩
1222 4住 南表土 剥片 黒暇石
1223 4住 I層 磨石片 4510 硬砂岩

4住 覆土 被熱礫 3398 TII砂岩 完形

1225 4住 棒状礫 硬砂岩 字 形 rfl柱 状 被熱
5住 I層 敲石 364 安 111岩 完,形

1227 I層撹舌L 剥片 352 黒llFl石

5住 I用撹舌L 剥片 黒Ⅱ晨石

覆土 石核 11 52 黒11石 完形

1230 6住 粒土 小形刃器 I 黒曜石 完形

I層検出面 剥片 黒曜石
1232 6住 I層検出面 黒 1弱石

1233 16住 覆土 硬砂岩

6 覆 土 剥ルl・ 17 黒曜石

16住 覆土 台石片 3128 硬砂岩 被熟

1236 床上直上 石核 570 黒 B麗石 形

1237 2 17住 I層検出面 小形刃器 I 黒曜石 完形

1238 3 17住 I層 小形刃器 I 黒1露石 完形

17住 層検‖1面 小形刃器 Ⅱ 088 黒01石 完形

5 I層検出面 打製石斧 頁岩 刃部やや欠 刃部磨耗
6 層検出面 打製石斧 頁岩 完形

7 lLI検出面 剥片 152 黒Π載石

8 層検 |‖面 剥片 黒曜石
1244 9 層検出面 黒 llrl石

層検出面 磨石片 3722 Fl砂岩 完形

東焼 Ji 原 石 1512 黒曜石 完形

18住 I層 くさび形石器 黒暇石 完形

3 南西壁断面検‖1 石錐 (318) 黒 1翼石 完形 3

18住 覆土 小形刃器 I チャート 完形

5 束焼土 小形刃器 Ⅱ 黒11石 完形

6 覆土 小形刃器 ] 黒 l17・ 石 完形 2

7 18住 束焼土 小形刃器Ⅲ 394 黒曜石 完形

1253 8 束焼土 小形刃器 Ⅲ 806 黒Uπ石 完 形

9 覆土 大形石匙 Ⅱ 刃部欠
1255 8住 覆土 大形刃器 頁岩 キ形 5

1256 8住 覆土 大形刃器 頁岩 完形 6

覆土 大形刃器 1706 砂岩 完形 7

南西壁断面検出 蔽石 安山岩 完形 8

I層 剥片 672 黒Ⅱ磁石
1260 南西Lit断面検出 剥り十 1162 硬砂岩

18住 南西壁ulr面検出 剥片 492 硬砂岩

1262 南西壁断面検出 1160 硬砂岩
1263 i8住 南西壁断面検出 頁岩

18住 束焼土 黒曜石

1265 東焼土 黒 HrFf石

1266 18住 覆土 1642 頁岩

覆土 頁岩

1268 18住 覆土 剥,1 硬砂岩

獲二L 黒曜石

i8住 覆土 繁1片 052 黒Π薇石

覆土 黒 1覆石

18住 覆土 剥片 黒HIFl石

1273 北壁断面検出 磨石片 2674 硬砂岩

1274 北壁断面検出 磨石片 硬砂岩

18住 西壁断面検出 磨石片

北壁断面検出 台石片 硬砂岩
1277 19住 世Jニ 小形刃器 l 黒 B磁石 完形

19住 覆土 小形刃器 I 1 52 黒Π弱石 完形

1279 世」i 小形刃器 Ⅱ 220 黒 Elr・ 石 完形

1280 19住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

殺Jl 小形刃器Ⅱ 358 黒Ⅱ磁石 完形

1282 19住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

1283 1911: 覆土 卜形刃器 Ⅱ 202 黒口‖石 完 形

1284 覆土 卜形刃器Ⅲ 230 黒Π薇石 完形

1285 19住 覆土 小形刃器Ⅲ 252 黒曜石 完形

1286 19住 覆土 卜形刃器Ⅲ 黒11石 完 形

1287 19住 覆土 刀ヽ形刃器Ⅲ 184 黒Ⅱ霧石 完形

1288 19住 覆 土 打製石斧 頁 岩 上
'F欠

3
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19住 殺土 打製石斧 頁 岩

19住 検出面 打製石斧 頁岩 刃部欠

泄土 打製石斧 頁 岩 完 形

1292 19住 覆土 打製石斧 Ⅷ b 頁岩 基部やや欠 刃部磨耗

1293 Pit2覆 土 磨石 (102) 凝灰岩 半 欠

1294 覆土 敲石 (254) 砂岩 肥1み内欠

1295 覆土 敲石 950 砂岩 完形

1296 覆 土 敵 石 砂岩 完形

1297 炉内 敲石 砂岩 端部欠

覆 土 叩 石 108 頁 岩 完 形

19性 覆土 石皿l 267 9720 硬砂岩 完形 被熱・裏面は砥石・ritttlFt跡 がある。

19住 覆上 層製石斧 I (4556) 蛇紋岩 上半欠 8

19住 埋斐内 剥 片 1630 硬砂岩

19住 埋斐内 1320 硬砂岩 被熱

1303 19住 検‖1面 剥 片 硬砂岩

9住 周溝内 砂岩

9住 覆土 景J片 硬砂岩

1306 覆土 剥片 1926 硬砂岩

1307 9tL 覆土 剥片 4264 硬砂岩 被熱

9住 覆土 剥片 チャー ト

1309 覆 土 230 黒曜石

9住 覆土 剥片 黒曜石

覆土 黒曜Z

覆 土 剥′→ 黒 E‖石

9住 覆上 剥片 212 黒曜石

覆 土 黒 1羅石

9L 覆土 黒I混石

9住 覆土 二準‖弱准1

9住 覆土 剥 片 黒曜石

覆土 黒Ⅱ霰石

9住 覆土 黒曜石

9住 覆土 剥片 2598 硬砂岩 被熱

9住 検 |11面 層石ルi 1022 硬砂岩 被熱

1322 9住 覆土 磨石片 2070 硬砂岩

1323 9住 覆土 磨石片 2516 硬砂岩

9住 覆土 台石片 2186 硬砂岩

9住 覆土 台石片 2454 硬砂岩

9fl 台石片 硬砂岩 被 熱

1327 20住 粒土 石核 3460 黒Ⅱ磁石 形

20住 覆土 石鏃 Ⅱ 黒曜石 完形 2

1329 破土 石鏃未製品 17 黒 H梶石 完 形 3

覆土 くさび形石器 292 黒11石 完形 6

20住 覆 土 小形刃器 I チャート 完 形

1332 20住 覆土 小形刃器 I 17 黒H混石 完形

20住 小形刃器 I 黒曜石 完 形

20ti: 覆土 小形刃器 I (23) (462) 黒暇石 F欠

1335 20住 覆 土 小形刃 711 (956) 黒曜石 5

1336 20住 覆土 小形刃器 I 黒 E磁石 完形

20住 概 土 小形刃器 I 黒 llrl石 宇 形

2 20住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 完形

3 20住 覆土 小形刃器 Ⅱ 452 黒Orl石 完形

20住 覆土 小形刃器 Ⅲ 黒Ⅱ讃石 完形

5 20住 覆 土 小形刃器Ⅲ 252 黒H71石 完形

6 20住 覆土 小形刃器皿 黒11石 キ 形

20住 覆土 小形刃器Ⅲ 438 黒IFt石 完形

200: 覆Jl 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

9 骰 土 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 完 形

20tt 覆土 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

1347 2014i 覆 土 小形刃器 Ⅲ 黒 llFl石 完形

覆Jl 小形刃器皿 黒07f石 完形

20住 覆上 小形刃器Ⅲ 2 172 黒曜石 完形

1350 20住 覆上 小形石匙 (692) 黒日程石 刃部やや欠

20住 覆Ji 打製石斧 I 4486 粘板岩 刃部やや欠 8

1352 覆土 打製石斧 頁岩 完形 刃部磨耗

20住 覆Jl 打製石斧 122 頁岩 完形 全体的に磨耗

覆土 打製石斧 頁岩 完形

1355 20住 覆土 打製石斧 I (72) (4948) 頁 岩 ド半欠

20住 覆土 打製石斧 硬砂岩 完形 刃部磨耗

1357 20住 捜二L ll製石斧 I 頁 岩 刃部やや欠

20住 覆土 敵石 296 安山岩 完形

20住 覆土 敲石 Ⅱ Bb (184) 砂岩 Llみ 外欠

覆土 敲石 155 砂岩 完形

覆土 台石 (150) (102) (1250) 砂岩 破片

20住 覆土 磨製石斧 I 頁岩 完形 被熱

201L 殺土 剥 片 1486 lJl砂岩

1364 2011: 粒土 剥 片 硬砂岩

覆土 硬砂岩

1366 覆土 黒 H翌石

覆土 剥片 黒曜石

20住 覆EL 黒Ⅱ羅石

20住 覆土 剥片 黒曜石

i370 殺土 黒 11石

20住 覆土 剥片 黒Irl石

i372 20住 覆土 剥片 292 黒 I羅石

1373 20性 覆土 黒曜石

20住 覆土 剥片 黒 I弱石

1375 20住 覆土 剥片 黒11石

20住 覆土 剥 片 黒曜石

1377 20住 覆土 剥片 1188 黒曜石

1378 20住 覆土 剥 片 黒曜石

1379 20● : 覆土 黒 E五石

黒曜石
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番号 住居内番号 層   位 器   種 類 長さ 幅 (cln) 厚さ(cln) 重211に ) 石   材 考備
1381 20住 覆土 074 黒Π涅石
1382 覆土 剥

'1

17 黒Π捏石

覆土 剥 片 黒曜石

覆土 剥り1 222 黒曜石
1385 20住 覆土 剥 片 黒 Elff石

20住 覆二L 222 黒 1糧石

20住 覆土 剥片 黒曜石
20住 覆土 黒01石

20住 覆 土 剥片 212 黒曜石

世土 黒曜石

覆土 剥片 1778 硬砂岩
1392 覆土 磨石り1 41 86 硬砂岩

覆土 蔽石片 硬砂岩
20住 覆 土 台石り+ 硬砂岩

1395 21住 lV:1.. 原 石 3210 チャート 完形

21住 覆 土 くさび形石器 黒11石 完形
1397 覆二L 石錐 (106) 黒11石 先端欠 8
1398 21住 覆土 小形刃器 I 黒曜石 完形

2111 覆土 小形刃器 I 黒B糧石 完形 2

覆土 小形刃器 I 黒R躍石 完形 3

覆土 小形刃器 I 黒曜石 完形

覆土 小形刃器 I 黒11石 完形 5

21住 覆土 小形刃器 I 356 チャート 完形
1404 21住 殺土 小形刃器 I 黒 R躍石 完形

21住 覆土 小形刃器 I 1146 黒 llFf石 完形

2111 覆 土 小形刃器 I 黒11石 完 形

21住 lll:1.: 小形刃器 I 3 372 黒曜石 完形

21住 覆 土 小形刃器 Ⅱ 284 黒11石 完形

21住 覆土 小形刃器 Ⅱ 1 20 黒11石 完形

覆土 小形刃器 Ⅲ 8 442 黒曜石 完形

覆土 小形刃器皿 黒H混石 完形

21住 覆土 小形刃器皿 382 黒 17FI石 完形

覆 土 小形刃器Ⅲ 218 黒11石 完形

21住 覆土 卜形刃器Ⅲ 黒‖梶石 完形

21住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

21住 覆土 卜形刃器田 黒1載石 完形

21住 覆土 小形刃器皿 黒Πま石 完形

2111 覆 土 小形刃器皿 972 黒曜石 完形

21住 覆土 小形刃器皿 黒曜石 完形

覆J 才J製石斧 (104) 頁岩 基部欠
21住 覆土 打製石斧 頁岩 基部 刃部欠

1422 覆土 打製石斧 (4792) 頁岩 上半欠
1423 21住 覆土 打製石斧 頁岩 完形

21住 覆上 打製石斧 砂岩 完形 全体的にj書耗

覆土 磨石 125 頁岩 字 形

1426 21住 覆土 敲石 皿Ba 砂岩 完形

21住 覆 土 台石 (146) (1950) 砂岩 破片

34 21住 覆土 石錘 粘板岩 完形

21住 覆土 硬砂岩

漫土 2348 硬砂岩
21住 覆土 剥片 2984 頁岩

1432 覆土 1314 崚砂者

覆Jl 硬砂岩
1434 覆土 252 黒曜石

21住 覆土 黒曜石

21住 覆 土 600 黒B`石
1437 殺土 剥 片 黒曜石

覆土 剥片 黒 1熙たi

21住 覆」: 剥

'1

298 黒alrl石

21住 覆土 黒 0■石

殺土 黒曜石
1442 覆土 剥片 黒曜石

覆土 剥片 黒Π熙石

覆土 製1撮石

21住 覆土 剥片 222 黒曜石
1446 覆土 280 黒曜石

覆土 剥片 1870 黒曜石

覆J: 剥片 黒‖1石
覆土 黒 llF石

21 tl 覆 土 黒曜石

21住 世土 黒曜石
21住 覆」i 剥 片 黒Ⅱ翌石
21住 覆土 黒曜石

21住 覆土 敲石片 4246 硬砂岩

破 土 敲石片 硬砂岩
21住 I～ Ⅱ層 台石片 硬砂岩

殺土 石核 1082 黒曜石 完形

22住 覆土 石鏃 ロ 黒 11石 完形

22住 覆土 卜形刃器 I 赤チ ャー ト 完形

22住 覆 土 卜形刃器 I μAHlrl石 完形

覆土 小形刃器 I ‖1'7FIZ 完形

22住 覆」 小形刃器 I 500 黒lllF石 完形

22住 覆J 小形刃器 I 956 黒曜石 完形

22住 覆」 小形刃器 I 黒11石 完形

22tt 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒11石 完形

1466 22住 覆土 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

22住 覆二L 打製石斧 頁岩 完形 刃部唐耗 5

22住 覆土 打製石斧 頁岩 完形 6

1469 22住 覆土 打製石斧 (104) 頁岩 基部欠 刃部磨耗
22住 覆 土 打製石斧 頁岩 完形 8

22住 覆土 頁 岩

22ti: 覆 土 頁芝l
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住居内予号 14居番号 層   位 器   flli 分  類 長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 童it(2 石   材 備 考

22住 世土 黒曜石

22住 K:l: 剥片 582 黒llli石

22住 覆 土 黒 1■石

22住 覆土 黒曜石

1477 22住 覆土 黒l晨石

22住 覆土 剥片 324 黒曜石

粒土 黒曜石

22住 覆土 376 黒曜石

22住 覆土 1500 黒 11石

段土 1154 黒 llrl石

22住 北壁 磨石片 2516 硬砂岩

23住 覆土 小形刃器 I 黒Ⅱ蔵石 完形

2 覆土 小形刃器 I 黒‖π石 完形

1486 3 23住 覆土 小形刃器 I 黒11石 完形

23住 炉 内 小形刃器 I チャート 完形 1

5 23住 覆土 小形刃器 Ⅱ 黒曜石 キ 形

6 23住 覆上 小形刃器 Ⅱ 294 黒R盪石 完形

覆」 小形刃器 Ⅱ 黒E羅石 完形

8 23住 社土 大形石匙 I (3982) 頁岩 刃部欠 風化激 しヽ

9 23住 炉内 大形刃器 頁 岩 完形

1493 23住 覆 土 石 錘 (137) 砂岩 半欠 未製品カ 5

23住 覆土 石 皿 現物不明

23住 獲 Jl 磨製石斧 Ⅱ (132) (175) 硬砂岩 Jl+欠

23ti: 覆土 頁岩

23tL 覆土 2638 Fl砂 岩

殺土 1666 FI砂岩

23住 覆土 剥片 1704 赤チヤー ト

覆土 剥 片 黒唯石

23tL 覆土 ,1片 030 黒曜石

2314: 剥

'1

黒‖確石

23住 磨石片 硬砂ギ:

24住 覆土 小形刃器 I 338 黒11石 完 形

1505 24住 覆 土 小形刃器皿 黒曜石 完形

1506 3 24住 覆土 磨石 I (343) 安山キ 1ノ 3欠

24住 覆土 敲石 (334) 砂 岩 世|み外欠

1508 24fl 麗 1 繁ll十 即二‖記Z

25t上 撻Jl 大形刃器 105 頁岩 完形

2 25住 覆上 大形刃器 頁岩 完形

5 覆土 打製石斧 (2360) 頁岩 ド半欠

5 2 覆土 砂 岩

5 3 27住 殺土 1052 員岩

27性 覆土 剥片 986 黒1礎石

27住 覆土 剥片 黒 llli石

6 27住 覆Jニ 剥片 黒曜石
里
一

殺二L

9 覆土 小形刃器 皿 17 黒 ]“石 完り杉

1520 28住 覆土 剥 片 却All石

磨石片 硬砂★

1522 31住 1292 黒81石

床土直上 磨石片 硬砂岩

31住 埋甕内 蓋石 8000 硬砂岩 完形

1525 14号土坑 【層 小形刃器 I 238 黒Π磁石

1526 I層 磨石片 砂岩

1527 22号 土坑 【層 1148 黒Ⅱ整石

1528 22号土坑 【層 490 黒17石

22号土t I層 小形刃器 Ⅱ 654 黒曜石 完形

22号土坑 1層 小形刃器 皿 406 黒 Hl石 完 形

22号土坑 I層 小形刃器 I 黒11石 完形

1532 22号土坑 I層 086 黒 1弱石

1533 27号 111坑 I層 大形刃器 (1502) 頁岩 半欠

32号土坑 ドllj 小形刃器 I 266 黒 11石 完形

1535 32号土■/L ド層 小形刃器 I 黒曜石

44号土坑 I層 磨石片 1908 硬砂岩 被 熱

1537 I層 黒 Fl石

48号土坑 I層 588 黒 1弱石

1539 48号土坑 I層 剥 片 黒‖1石

48号土坑 I層 剥片
lll曜 石

検出面 検出面 石 核 11■石 完形

検出面 検出面 石核 3570 黒曜石 完形

検出面 検出面 石核 黒 llFf石 完形

1544 検出面 検 Hl面 石 核 黒唯石 完 形

1545 5 検出面 検出面 石鏃 (20) (120) 黒曜石 先端欠

検出面 検出面 石鏃未製
`T

果 l羅石 完 形

検出面 検出面 小形刃器 I 黒曜石 完形

8 検出面 検出面 小形刃器 I 黒曜石 完 形

9 検出面 検出面 小形刃器 I 黒Π撮石 完形

検出面 検出面 小形刃器 I 黒曜石 完形

検出面 検出面 小形刃器 I 黒曜石 完形

検出面 検出面 小形刃器 I 1 92 黒曜石 完形

1553 検出面 検出面 小形刃器 I 黒日撮石 完形

検出面 検出面 小形刃器 I 黒11石 完形

検出面 検出面 小形刃器 I 292 黒暇石 完形

1556 検出面 検出面 卜形刃器 Ⅱ 黒 1磁石 完形

検出面 検出面 小形刃器 Ⅱ 290 黒1程石 完形

1558 検 Hl面 検 l‖ 面 卜形刃器 Ⅲ 056 黒 ]ll石 完形

1559 検出面 検出面 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 完 形

検出面 検出面 小形刃器皿 黒llr石 完形

1561 検出面 検出面 小形刃器Ⅲ 単1llFlイi 完形

1562 検出面 検出面 小形刃器Ⅲ 却二ΠttZ 完形

1563 検出面 検出面 小形刃器 Ⅲ 260 黒 1■石 完 形

検出面 検「11而 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 1形
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住居番号 層   位 器  ff 分 類 長さ(cn) 厚さ Tl it(g) 石   桐 Dil 考 図版番号
検出面 検出面 小形刃器 Ⅲ 黒 ulFl石 完形

検出面 検出面 小形刃器Ⅲ 黒 1薇石 完形

検出面 検 I11面 小形刃器 皿 黒nfFr石 完 形

1568 検出面 検出面 小形刃器Ⅲ 黒lπ石 完形

検出面 検出面 小形刃器Ⅲ 黒11石 完形
1570 検出面 検出面 大形刃器 頁岩 完形

検出面 検出面 大形刃器 頁 岩 完形

検出面 検出面 大形刃器 4044 頁岩 完 形 刃部磨耗
検出面 検出面 打製石斧 (3722) 頁岩 下=卜欠

1574 検出面 検 ‖1面 打製石斧 I 頁岩 刃部欠

検出面 検出面 打製石斧 頁岩 完形 全体磨耗
検出面 検出面 ll製石斧 頁岩 基部欠

1577 検出面 検出面 打製石斧 (127) 頁岩 基測Sや や欠 挟 り部・刃部磨耗
検出面 検出面 打製石斧 I 頁岩

検 出面 検出面 打製石斧 頁岩 刃部欠 基部磨耗
検出面 検出面 打製石斧 頁岩 基部やや欠 刃部磨耗

1581 検出面 検出面 打製石斧 (69) 頁岩 刃部欠
1582 検出面 検出面 層石 Ⅱ (115) (500) 砂岩 1/3欠 被熱
1583 検出面 検出面 敲石 安 山岩 完形
1584 検出面 検出面 170 黒曜石

検出面 検出面 剥片 黒曜石
1586 検出面 検出面 剥片 頁岩

検出面 検出面 剥片 砂岩
1588 検出面 検出面 剥片 7 364 黒曜石

検出面 検出面 剥片 黒 11石
1590 検出面 検出面 黒曜石

検出面 検出面 黒B弱石
1592 検出面 検出面 黒‖1石

検出面 検出面 剥 片 黒 llFl石

検出面 検F11面 068 黒Π混石
1595 検出面 検出面 剥片 8 黒1猥石
1596 検出面 検 I11面 剥片 黒lla石

検出面 検出面 予J片 5 052 黒Ⅱ輩石
1598 検出面 検出面 3 022 黒Π黒石
1599 検出面 検出面 黒 D覆石
1600 検出面 検出面 黒曜石

検出面 検出面 黒 ulFl石

検出面 検出面 剥片 黒曜石
1603 検出面 検出面 i20 黒 H躍石

検出面 検出面 剥片 5 黒Hl石

1605 検出面 検出面 766 黒E7a石

検出面 検出面 剥 片 黒11石

検出面 検出面 222 黒曜石
1608 検出面 検出面 黒 I霧石

検出面 検出面 剥片 黒曜石
検出面 検出面 剥片 砂岩

検出面 検出面 682 粘板岩
検出面 検出面 剥片 即AR在 71

1613 検出面 検出面 252 黒E羅石

検出面 検出面 17 050 黒Ⅱ霰石
検出面 検出面 022 黒 11石

検出面 検出面 黒曜石
検出面 検出面 剥片 5 黒曜石

検出面 検 Hl面 4886 頁岩

検出Ell 検出i面 景J片 頁 岩

1620 検出面 検出面 頁岩

検出面 検出面 剥 片 3206 頁岩

検出面 検出面 剥片 黒曜石

1623 検出面 検出面 黒曜石
検 llli面 検出面 景J片 黒曜石

1625 検出面 検出面 剥り1 026 黒Ⅱ彎石

検出面 検出面 剥片 088 黒曜石
検出面 検出面 景」片 黒曜石

628 検出面 検出面 黒Ⅱ翌石
629 検出面 検出面 黒1霧石
630 検出面 検出面 黒Ⅱ薇石

検出面 検出面 1538 硬砂岩
1632 検出面 検 |11面 硬砂ギl

検出面 検出面 頁 岩

1634 検出面 検出面 剥片 2862 硬砂岩
1635 検出面 検出面 剥片 3390 砂岩

検出面 検 l11面 剥り+ チャート
検出面 検出面 17 1660 硬砂岩

1638 検出面 検出面 砂岩
1639 検‖1面 検出面 硬砂岩
1640 検出面 検出面 246 チャート
1641 検出面 検出面 砂岩

検出面 検出面 剥月 574 砂岩

検出面 検出面 チャート

検出面 検出面 硬砂岩

検出面 検出面 962 砂 岩

1646 検出面 検出面 剥片 2670 硬砂岩
1647 検 出面 検出面 剥片 砂岩
1648 検出面 検出面 剥片 374 頁岩

検出面 検出面 剥,1 2312 砂岩
1650 検出面 検出面 剥片 392 頁岩

検 出面 検出面 剥 片 頁岩
652 検出面 検出面 2284 砂岩

653 検出面 検出面 剥片 硬砂岩
654 検出面 検出面 硬砂岩

検出面 検出面 1670 チャート
検出面 検出面 粘板岩
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誉 号 性層内薔サ l■居誉号 層   位 器  11 分  類 長さ(m) 幅 (an) 厚さ(cm) 重量 (g) 石  材 欠 |口わt,兄 備 考

1657 検出面 検出面 882 硬砂岩

1658 検出面 検出面 17 チャート

検出面 検出面 砂岩

1660 検出面 検出面 硬砂岩

検 |‖面 検出面 11 32 砂岩

検出面 検出面 剥片 黒 H猥石

1663 検出面 検 出面 黒 lrt石

検出面 検出面 540 黒曜石

検出面 検出面 剥片 078 黒 B記石

1666 検出面 検出面 黒 01石

検出面 検出面 黒11石

検出面 検出面 剥片 黒 Hl石

1669 129 検出面 検出面 黒曜石

1670 検出面 検出面 剥片 434 黒曜石

検 出面 検出面 黒曜石

検出面 検出面 剥片 17 黒曜石

1673 検出面 検出面 432 黒Ⅱ載石

1674 検出面 検出面 黒曜石

1675 検出面 検出面 剥片 黒曜石

検出面 検出面 黒曜石

検出面 検出面 剥片 020 黒H梶石

検出面 検出面 剥片 黒‖弱石

1679 検出面 検出面 黒Π弱石

検出面 検出面 剥片 242 黒I撮石

1681 検出面 検出面 最1片 黒Ⅱ五石

1682 検‖1面 検出面 862 黒11石

1683 検出面 検出面 剥片 黒曜石

検出面 検出面 剥片 黒曜石

検出面 検出面 剥片 132 黒01石

1686 検出面 検出1面 剥 片 黒 lllFI石

検出面 検出面 剥片 17 052 黒Л撮石

1688 148 検出面 検出面 剥片 黒 1載石

1689 検出面 検出面 剥 片 黒曜石

検出面 検出面 剥片 274 黒 1霰石

検出面 検出面 剥片 黒曜石

検出面 検出面 剥片 頁岩

1693 検出面 検出面 黒lFIZ

検出面 検出面 磨石片 1276 硬砂岩

1695 検出面 検出面 磨石

'1

31 08 硬砂岩

検出面 検出面 磨石片 1926 硬砂岩

検出面 検出面 磨石片 2626 頁岩

検出面 検 ‖l面 磨石片 2460 硬砂岩

検出面 検出面 敲石片 826 硬砂岩

1700 検出面 検出面 敲石片 4262 硬砂岩

検出面 検出面 台石片 硬砂岩

検 出 面 検 lli面

`,石

り十 硬砂岩

1703 検出面 検出面 台石片 硬砂岩

トレンチ 1 小形刃器 I 258 黒BFFl石 完チ杉

1705 トレンチ1 卜形刃器 I 黒Ⅱ凛石 完形

1706 トレンチ 1 小形刃器 I (052) 黒 llal石 半 欠

1707 トレンチ1 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

トレンチ1 小形刃器Ⅲ 黒 B薇石 完形

トレンチ1 小形刃器 皿 黒 B霰石 完形

7 トレンチ1 打製石斧 頁岩 完形

トレンチ1 076 黒11石

トレンチ1 黒 1■石

トレンチ1 黒1■石

トレンチ 1 黒曜石

トレンチ 1 黒 l171i石

トレンチ1 黒‖π石
トレンチ1 黒 1■石

トレンチ2 石鏃 黒曜石 完形

トレンチ2 台石 2100 砂 岩 完 形

トレンチ3 094 黒曜石

i721 トレンチ3 黒曜石

トレンチ4 I～ Ⅱ層 小形刃器 I (124) 黒Π霧石 半欠

1723 トレンチ5 原 石 822 チャート

トレンチ5 くさび形石器 778 黒1弱石 完形

1725 トレンチ5 剥 片 頁 岩

トレンチ5 頁岩

1727 トレンチ5 黒曜石

1728 トレンチ5 274 黒曜石

トレンチ5 390 黒11石

1730 トレンチ5 黒曜石

トレンチ5 黒11石

トレンチ5 黒日π石
1733 トレンチ5 黒01石

北 トレンチ 原石 1446 黒11石 完形

北 トレンチ くさび形石器 黒Ⅱ五石 完 形

ヨヒトレンチ 小形刃器 I 2246 黒 1■石

北 トレンチ 小形刃器 I 黒Ⅱ報石 完形

1738 5 ヨヒトレンチ 小形刃器 I 黒熙石
`キ
■

北 トレンチ 小形刃器 Ⅱ 黒11石 完形

北 トレンチ 小形刃器 Ⅱ 1478 黒B霧石 完形

8 北 トレンチ 小形刃器Ⅲ 黒曜石 完形

9 北 トレンチ 小形刃器 Ⅲ 黒 11石 完 形

北 トレンチ 小形刃器Ⅲ 黒 1■石 完形

Jヒ トレンチ 小形刃器 Ⅲ 黒曜石 七形

北 トレンチ 小形刃器皿 356 黒 H羅石 完形

Jヒ トレンチ ll製石斧 頁岩 刃部久

1747 北 トレンチ 打製石斧 完 形 刃部磨耗

Jヒ トレンチ 敲石 砂岩 完形
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誉 号 住居番号 層   位 器  籠 分 類 長さ(cm) 中話(cm) 厚さ(cn ]:景 (g) 石   材 欠損状況 備 考 図版番サ
北 トレンチ 黒 B蔵石

Jヒ トレンチ 312 黒B晨石
北 トレンチ 剥り十 黒E撮石

1752 北 トレンチ 黒81i石

1753 北 トレンチ 028 黒Ⅱ磁石
北 トレンチ 剥片 黒曜石

1755 北 トレンチ 剥片 却Al霧石
1756 北 トレンチ 062 黒曜石

北 トレンチ 236 黒071石

北 トレンチ 黒 B霰石
1759 北 トレンチ 黒曜石

北トレンチ lll片 088 黒1弱石
北 トレンチ 黒171石

1762 Jヒ トレンチ 剥

'十

黒11石

北 トレンチ 剥片 黒曜石
北 トレンチ 078 黒曜石

1765 3 5住 間 I～ Ⅱ層 剥片 892 砂岩
1766 8・ 9住境界 境界 17 頁岩

11 12111間 Ⅱ層 剥片 1634, 硬砂岩
撹乱3 撹乱 石錐 (25) (082) 黒曜石 基部欠

1769 撹舌L3 撹乱 才]製石斧 頁 岩 完形
1770 3 撹舌L3 撹舌L 打製石斧 頁岩 完形 刃部磨耗

撹乱3 撹舌t 硬砂岩
1772 撹乱3 撹舌L 1802 砂岩
1773 撹乱3 撹乱 3064 砂岩

撹乱3 撹乱 黒曜石
1775 撹乱3 撹乱 磨石片 4750 硬砂岩

1 大柑舌l 撹乱 打製石斧 V‐ 頁岩 刃部欠
!777 大撹乱 撹舌L 才l製石斧 頁岩 下半欠
1778 大撹乱 撹舌L 硬砂岩

大撹舌L 撹乱 黒 1滉石

大撹舌L 撹乱 景1片 黒曜石
A区イく明 不明 330 黒Ⅱ滉石
B区乙く明 小形刃器 Ⅱ 772 黒1躍石 完形

B区不明 打製石斧 頁 岩 下半部欠
B区不明 不 明 打製石斧 頁岩 完 形 風化激 しし

BIXイくl1/1 不明 打製石斧 頁岩 完形 磨耗
5 B区 イく明 不明 砥 石 (141) (132) (1500) 硬砂岩 半 欠

1787 6 B区不り」 繁けト 頁ギ

B区 イく明 不明 17 黒 I羅石
1789 8 B区不明 不 明 剥

'1

558 黒曜石
1790 9 B区イ(明 不明 剥片 黒87石

B区乙く明 不 明 剥

'1

黒曜石
B区不明 剥 片 黒 11石

1793 B区 不明 不 明 剥片 却111石
B区イく明 240 黒11石

1795 B区不明 不明 剥ナ十 黒01石

B区イく明 不明 剥片 354 黒曜石
1797 B区 不明 不明 磨石片 硬砂岩
1798 不明 剥片 頁岩
1799 2 不 明 剥片 1210

3 不明 硬砂岩
不 明 882 硬砂岩

5 イく明 剥片 チャート
1803 6 不明 チャート

不明 不明 406 硬砂岩
不り」 剥 片 黒01石

不明 不明 黒曜石
不明 景り十 黒1霧石

1808 不 明 磨石片 硬砂岩
1809 不明 台石片 21 26 硬砂岩

石 Jl 硬砂岩 完形 卜型品・敲打整形痕がある
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はじめに

熊久保遺跡から出土した黒曜石をエネルギー分

散蛍光X線分析し、産地推定を行った。分析 した

試料は各住居址から出土した遺物中から抽出し、

358点 を分析、産地推定した。

1 分析法

蛍光X線分析法では、試料にX線 (1次 X線と

いう)を照射すると、試料に含まれる元素ごとに

違った波長 (エネルギー)を もつ蛍光X線が発生

する。発生した蛍光X線の波長 (エネルギー)か

ら含まれている元素の種類がわかり、それぞれの

元素の蛍光X線強度から元素組成を知ることがで

きる。この分析法の大きな特徴として試料を破壊

せずに分析できることがある。試料をまったく損

傷せずに測定が可能なので、考古学的に貴重な資

料であっても安全に分析できることになる。測定

に時間がかからないことも特徴といえよう。非破

壊分析であることから、試料の前処理も洗浄を必

要とするだけであるので、短い時間で多くの試料

を分析することができる。測定のためのコス トも

低いことと合わせて、遺跡から出土する膨大な黒

曜石製石器の測定のためには非常に有利な分析法

と考えられる。

分析に用いた装置はセイコーインスツルメンッ

社製エネルギー分散蛍光X線装置SEA-2110Lで、

X線管ターゲットはロジウム、検出器はSi(Li)

半導体検出器である。測定条件を次に示す。

電圧 :50Kv

雰囲気 :真空

電流 三自動設定

照射径 :10mm,3mm

測定時間 :産地原石500sec,遺跡出土試料240sec

測定した元素はアルミニウム、ケイ素、カリウ

第 5節 熊久保遺跡出土の黒曜石産地推定

望月 明彦

ム、カルシウム、チタン、鉄、

ウム、ストロンチウム、イット

ウムである。

2 産地推定法

黒曜石の産地推定は、あらかじめ産地原石を測

定 して原石のデータベースを作っておき、この

データベースを基に行うが、ここで、筆者の産地

という用語に対する考え方を述べておきたい。筆

者は「産地」を「原産地」とは別の意味で用いて

いる。原産地をその黒曜石がもともと生成した場

所、という意味の印象を与える。しかし、産地推

定のデータベース作成のための原石の採取場所は、

かなりの確率で露頭ではなく、原石が散布してい

るだけの場合が多い。また、同じ群の黒曜石が複

数の場所で採取可能であることも多い。黒曜石原

石が最初に生成した場所から移動していることが

多いからである。実際、黒曜石の最初の生成地点

を特定できない場合はよくあることである。した

がって、筆者は産地という用語を「露頭をも含ん

で現在原石が採取可能なすべての場所」として用

いている。分類された黒曜石の判別群名はその群

の黒曜石が採取できる代表的な地点名から命名さ

れている。決してその地点からしか採取できない

ということではない。

産地原石、遺跡出土試料についての測定データ

から、以下のような指標を算出した。

A=(Rb強度+Sr強度十Y強度+Zr強度)と した時、

Rb分率=Rb強度×100/A

分率=Sr強度×100/A

分率=Zr強度×100/A

強度×100/Fe強 度

log(Fe強度/K強度)

Sr

Zr

Iヽn

第 5節 熊久保遺跡出上の黒曜石産地推定
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これらの指標には蛍光X線のエネルギー差が小

さく、風化に影響されにくい元素をできる限り用

いた。

3 判別図法

推定のための第 1の方法としては上記指標のう

ちZr分率を除く4つ の指標を用いて 2つのグラ

フによる推定法を用いた。以下この方法を判別図

法、二つのグラフを判別図と呼ぶことにする。

二つの判別図を図2と 図3に示した。図中の判

別群の記号は表 1を参照されたい。これらの図中

淡色で示した記号は産地原石のプロットを示して

いる。図 2は横軸 にRb分率、縦軸 にMn強 度 ×

100/Fe強 度をプロットしたものである。図 3は

横軸にSr分率、縦軸にlog(Fe強 度/K強度)を プ

ロットしてある。図 2と 図 3と から、各エリアの

判別群の分類が可能となる。

遺跡出土試料についても同様に蛍光X線分析を

行い、産地原石と同様のプロットを行って比較す

ることで産地推定を行った。図 2、 図 3に は熊久

保遺跡出土の縄文の黒曜石をOで示した。判別図

法は、遺跡出土黒曜石の産地推定において形状、

厚み、風化の影響を受けにくく、信頼性の高い産

地推定法であるといえよう。また、指標の計算は

黒曜石産地

. 晰 3
14

◎
ゆ

16

19ct8

図 1 原石を採取 。分析 した黒曜石産地
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佐々木繁喜氏提供試料 (ま だ地図には入れていない)

青森   小泊    折腰内群     KDOK      小泊市折腰内 (8)
岩手   北上川   北上折居 1群   KK01      水沢市折居 (36)、 花巻日形田ノ沢 (36)、 雫石小赤沢 (22)

北上折居 2群   KK02      水沢市折居 (23)、 花巻日形田ノ沢 (8)、 雫石小赤沢 (2)
北上折居 3群   KK03      水沢市折居 (5)

宮城   宮崎    湯ノ倉群     MzYK      宮崎町湯ノ倉 (54)
色麻    根岸群      sMNG      色麻町根岸 (48)
仙台    秋保 1群     SDAl      仙台市秋保土蔵 (17)

秋保 2群     sDA2      仙台市秋保土蔵 (35)
塩竃    塩竃群      sGSG      塩竃市塩竃漁港 (22)

表 1 産地原石判別群 (SEIKO SEA-2110L蛍 光 X線分析装置による)
都道府県 地図No エ リア 新判別群 1日半1月 11畔 新記号 旧記号 原石採取地 (分析数 )

北海道

1 白滝
八号沢群 STHG 赤石山山頂 (19)、 八号沢露頭 (31)、 八号沢

(79)、 黒曜の沢 (6)、 幌加林道 (4)黒曜の沢群 STKY
上士幌 三股群 KSMM 十三ノ沢 (16)
置戸 安住群 ODAZ 安住 (25)、 清水ノ沢(9)

旭川
高砂台群 AKTS

高砂台 (6)、 雨紛台 (5)、 春光台 (5)春光台群 AKSK
名寄 布川群 NYHK 布川 (10)
新十津川 須田群 STSD 須田 (6)

7 赤井川 曲川群 AIMK 曲川 (25)、 土木川 (15)
豊浦 豊泉群 TUTI 豊泉 (16)

青  森
木造 出来島群 KDDK 出来島海岸 (34)
深浦 八森山群 HUHヽ4 八森山公園 (8)、 六角沢 (8)、 岡崎浜 (40)

秋  田 男鹿
金ヶ崎群 OGKS 金ヶ崎温泉 (37)、 脇本海岸 (98)
脇本群 OGWM 脇本海岸 (16)

山  牙 可]興肇
月山群 HGGS 月山荘前 (30)、 朝 日町田代沢 (18)、 櫛引町中

沢 (18)

今野川群 HGIN 今野川 (9)、 大網川 (5)

新  潟
新津 金津群 NTKT 金津 (29)

新発田 板山群 SBIY 板山牧場 (40)

栃  木 高原山
甘湯沢群 高原山 1群 THAY TKHl 甘湯沢 (50)、 桜沢 (20)
七尋沢群 高原山2群 THNH TKH2 七尋沢 (9)、 自然の家 (9)

長  野

和田

(WD)

鷹山群 和田峠 1群 WDTY WDTl

鷹山 (53)、 小深沢 (54)、 東餅屋 (36)、 芙蓉 ラ
イ ト(87)、 古峠 (50)、 土屋橋北 (83)、 土屋橋
西 (29)、 土屋橋南 (68)、 丁字御領 (18)

小深沢群 和田峠 2群 WDKB WDT2
土屋橋北群 和田峠 3群 WDTK WDT3
土屋橋西群 和田峠 4群 WDTN WDT4
土屋橋南群 和田峠 5群 WDTM WDT5
芙蓉ライト群 WDHY
古峠群 WDHT

和田

(WO)

ブドウ沢群 男女倉 1群 WOBD OⅣIGl
ブ ドウ沢 (36)、 ブ ドウ沢右岸 (18)、 牧 ヶ沢上

(33)、 牧ケ沢下 (36)、 高松沢 (40)
牧 ヶ沢群 男女倉 2群 WOMS OMG2
高松沢群 男女倉 3群 WOTⅣI OMG3

諏訪 星ケ台群 霧ケ峰系 SWHD KRヽ4

星ヶ塔第 1鉱 区 (36)、 星 ヶ塔第 2鉱 区 (36)、
星ヶ台A(36)、 星ヶ台 B(11)、 水月霊園 (36)、
水月公園 (13)、 星ヶ塔のりこし(36)

蓼科

冷山群 蓼科系 TSTY 質 S

冷山 (33)、 麦草峠 (36)、 麦草峠東 (33)、 渋 ノ

湯 (29)、 美 し森 (4)、 八ヶ岳 7(17)、 八ヶ岳 9

(18)、 双子池 (34)
双子山群 TSHG 双子池 (26)
橘鉢山群 TSSB 橘鉢山 (31)、 亀甲池 (8)

神奈川
箱根

芦ノ湯群 芦ノ湯 HNAY ASY 芦ノ湯 (34)
畑宿群 畑 宿 HNH」 HTJ 畑宿 (71)
黒岩橋群 箱根系A群 HNKI HKNA 黒岩橋 (9)
鍛冶屋群 鍛冶屋 HNK」 K」Y 鍛冶屋 (30)

静  岡
上多賀群 上多賀 HNKT KⅣIT 上多賀 (18)

天城 柏峠群 柏峠 AGKT KSW オ白山|(80)

東  京 神津島
恩馳島群 神津島 1群 KZOB KOZl 恩馳島 (100)、 長浜 (43)、 沢尻湾 (8)
砂糠崎群 神津島 2群 KZSN KOZ2 砂糠崎 (40)、 長浜 (5)

島 根 隠岐

久見群 OKHⅣI 久見パーライト中 (30)、 久見採掘現場 (18)
箕浦群 OKⅣIU 箕浦海岸 (30)、 加茂 (19)、 岸浜(35)
岬群 OKMT 岬地区 (16)

その他 NK群 NK
中ッ原 lG、 5G(遺跡試料)、 原石産地は未
発見
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非常に簡単であり、推定結果はグラフにより視覚

的 。直感的に把握できることから非常にわかりや

すいことも大きな長所といえる。

4 判別分析

第 2の方法として多変量解析の 1つの手法であ

る判別分析を用いた。この方法はすでに分類され

た群のいずれに未知の試料が帰属するかを求める

方法である。変量として上記の指標をすべて用い

た。原石の群はあらかじめクラスター分析と主成

分分析によって分類し、判別分析によって結果に

矛盾がないかを確認した。

判別図法と判別分析との結果は非常に一致度が

高いが、和田鷹山群と和田小深沢群など同じエリ

アの中の元々類似 した群の場合には異なる群に分

類される場合もある。このような場合は判別分析

の結果を採用している。

5 産地推定結果

蛍光X線分析は表面の分析である。そのため、

遺物の表面の汚れや風化により、元の黒曜石と表

面の組成が異なってしまっていると正しい産地測

定は不可能である。汚れの場合は洗浄等によって

除去が可能な場合も多いが、経年変化による風化

は試料を破壊 しなければならない。本遺跡出土の

試料は幸い非常に表面の状態が良好で、358試料

すべての産地推定が可能であった。また、判別図

法、判別分析の結果は100%一致しており、推定結

果の信頼度は高いものと考えられる。

分析 した358点のうち98.8%に 当たる354点が諏

訪星ヶ台群で、 3点が和田鷹山群、 1点が和田土

屋橋南群であった。この傾向は近隣の縄文時代中

期の遺跡の分析結果と非常に類似 している。諏訪

星ヶ台群は上松町の吉野遺跡では96.5%、 大桑町

の大野遺跡では98.3%、 同町の万場遺跡でも86。8%

と非常に多く用いられている。これら3遺跡とも

諏訪星ヶ台群以外の産地は和田エリアのみであり、

同じ長野県内の蓼科エリアの黒曜石がまったく検

出されない点も本遺跡と同様である。今のところ、

この地域の縄文時代中期の黒曜石利用の特徴 と

いってよい、と考えられる。

表2 長野県東筑摩郡朝日村熊久保遺跡出土黒曜石産地組成
エリア 判別群 記  号 試料数 %

和田(WO)
ブドウ沢 WOBD 0

牧ケ沢 WOMS 0

高松沢 WOTM 0

和田(WD)

芙蓉ライト WDHY 0

鷹山 WDTY 3

小深沢 WDKB 0

土屋橋北 WDTK 0

土屋橋西 WDTN 0

土屋橋南 WDTM 1

古峠 WDHT 0

諏訪 星ヶ台 SWHD 354 98.88

蓼科

冷山 TSTY 0

双子山 TSHG 0

橘鉢山 TSSB 0

天城 不自昨雫 1 AGKT 0

箱根

畑宿 HNHT 0

鍛冶屋 HNKT 0

黒岩橋 HNKI 0

上多賀 HNKT 0

芦ノ湯 HNAY 0

神津島
恩馳島 KZOB 0

砂糠崎 KZSN 0

高原山
甘湯沢 THAY 0

七尋沢 THNH 0

新津 金津 NTKT 0

新発田 板 山 SBIY 0

深浦 八森山 HUHM 0

木造 出来島 KDDK 0

男鹿
金 ケ山舒 OGKS
脇本 OGヽ ]ヽνI 0

里
一

月山 HGGS 0

今野川 HGIN

北上川

折居 1群 KKOl 0

折居 2群 KK02 0

折居 3群 KK03 0

宮崎 湯ノ倉 MZYK 0

仙台
秋保 1群 SDAl 0

秋保 2群 SDA2 0

色麻 根岸 SMNG 0

塩竃 塩竃港群 SGSG 0
/1ヽ 7白 折腰内 KDOK 0

魚津 草月上野 UTHT 0

高岡 二上山 TOFK 0

佐渡
真光寺 SDSK 0

金 井 ニ ッ坂 SDKH 0

隠岐

久見 OKHM 0

岬地区 OKⅣIT 0

箕浦 OKMU 0

白滝

8号沢 STHG 0

黒曜の沢 STKY 0

赤石山頂 STSC 0

赤井川 曲川 AIMK 0

豊浦 豊泉 TUTI 0

置戸 安住 ODAZ 0

十勝 三 股 TKMM 0

名寄 布川 NYHA 0

旭川
高砂台 AKTS 0

春光台 AKSK 0

不明産地 1 NK NK 0

下呂石 GERO
計 358

不 可 な ど

総 計 358
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表 3 熊久保遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果一覧表
判別図法・判別分析からの最終推定結果     判別図法による推定結果と判別分析による推定結果

分析番号 住居・遺物番号 推定産地

KKB-1 2号住 96 諏訪星 ヶ台群

KKB 2 諏訪星ヶ台群

KKB-3 諏訪星ケ台群

KKB 4 諏訪星ヶ台群

KKB-5 諏訪星ヶ台群

KKB-6 諏訪星 ケ台群

KKB-7 諏訪星ヶ台群

諏訪星ケ台群

諏訪星 ケ台群

KKB-10 諏訪星ケ台群

KKB ll 諏訪星ヶ台群

KKB-12 諏訪星 ケ台群

KKB-13 諏訪星ヶ台群

KKB-14 諏訪星 ヶ台群

KKB-15 諏訪星ヶ台群

KKB-16 諏訪星ヶ台群

KKB-17 諏訪星ケ台群

KKB-18 諏訪星ヶ台群

KKB-19 諏訪星 ケ台群

KKB 20 諏訪星 ヶ台群

KKB-21 諏訪星ヶ台群

KKB-22 諏訪星ヶ台群

KKB 23 諏訪星ヶ台群

KKB-24 諏訪星ケ台群

KKB-25 6 諏訪星ヶ台群

KKB 26 諏訪星ヶ台群

KKB-27 諏訪星 ヶ台群

KKB-28 諏訪星ケ台群

KKB-29 諏訪星ヶ台群

KKB 30 諏訪星 ケ台群

KKB-31 1 諏訪星 ヶ台群

KKB-32 諏訪星 ヶ台群

KKB 33 諏訪星 ケ台群

KKB 34 諏訪星 ヶ台群

KKB-35 9 諏訪星ヶ台群

KKB-36 2 諏訪星ヶ台群

KKB-37 諏訪星ヶ台群

KKB-38 諏訪星 ケ台群

KKB-39 諏訪星 ヶ台群

KKB 40 諏訪星ケ台群

KKB-41 5 諏訪星 ヶ台群

KKB-42 諏訪星 ヶ台群

KKB-43 諏訪星ケ台群

KKB-44 諏訪星ケ台群

KKB-45 諏訪星 ケ台群

KKB-46 諏訪星 ヶ台群

KKB-47 諏訪星ヶ台群

KKB 48 諏訪星ヶ台群

KKB-49 諏訪星ケ台群

KKB-50 諏訪星ケ台群

KKB-51 諏訪星ヶ台群

KKB-52 諏訪星ヶ台群

KKB-53 3 諏訪星ケ台群

KKB-54 諏訪星ケ台群

KKB-55 諏訪星 ケ台群

KKB-56 諏訪星 ケ台群

KKB-57 諏訪星 ケ台群

KKB-58 諏訪星 ケ台群

KKB-59 諏訪星 ケ台群

KKB 60 諏訪星ヶ台群

KKB-61 84 諏訪星 ヶ台群

KKB-62 諏訪星 ケ台群

KKB 63 諏訪星 ケ台群

KKB-64 諏 訪 星 ケ台 群

KKB-65 諏訪星ケ台群

諏訪星ケ台群

KKB-67 諏訪星ヶ台群

諏訪星ヶ台群

KKB 69 諏 訪 星 ケ台 秤

KKB-70 諏訪星ヶ台群

KKB-71 諏訪星ケ台群

KKB 72 諏訪星ヶ台群

KKB-73 諏訪星ケ台群

KKB-74 諏 訪 星 ケ台 群

KKB-75 諏訪星ケ台群

KKB 76 7 諏訪星ヶ台群

KKB-77 8 諏訪星ケ台群

KKB-78 9号住 656 諏訪星 ケ台群

KKB-79 670 諏訪星 ヶ台群

KKB-80 643 諏訪星 ヶ台群

KKB-81 644 諏訪星ケ台群

判別図

判別群

判  別  分  析
第 1候補産地 第 2候補産地

判別群 距  離 確  率 判別群 距  離 確  率

SWHD SWHD l SBIY 79.56 0

SIVHD SWHD 1 SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 108.39 0

SWHD SヽVHD 7.67 l WDTN 102.26 0

SW‐HD SWHD 8.54 1 SBIY 0

SWHD SWHD 9.88 1 VヽDTN 0

SヽVHD SWHD 1 VヽDTN 0

SWHD SWHD 1 WDTN 118.82 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 45.29 0

SヽVHD SIVHD 1 SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 0.99 1 SBIY 0

SWHD SWHD 1 SBIY 107.34

SWHD SヽVHD l SBIY 0

SWHD SヽVHD 1 H278
SWHD SヽVHD l SBIY

SWHD SヽVHD 6.85 1 WDTN 11562 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY

SWHD SWHD 2.87 l SBIY 112.03 0

SWHD SWHD 8.98 1 SBIY
SヽVHD SヽVHD 6.99 1 SBIY 112.67

SヽVHD SWHD 7.89 l SBIY H8.84

SWHD SヽVHD 5.52 l SBIY 7737

SヽVHD SWHD 13.55 1 SBIY 133.32 0

SWHD SヽVHD l SBIY 6998 0

SM/HD SWHD 8.73 l SBIY 64.93 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 76.25 0

SヽVHD SWHD 1 VヽDTN 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 8273 0

SWHD SM″HD 4.82 1 SBIY 102.28 0

SヽVHD SWHD 1 SB「
`

82.08 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 101.16

SWHD SヽVHD 2.35 1 SBIY 89.68 0

SヽVHD SヽVHD 1

SWHD SWHD 2.67 l SBIY 83.62

SIVHD SヽVHD l SBIY 108.05 0

SWHD SWHD 1 SB「F 0

SWHD SヽVHD 13.84 l SBIY 102.75 0

SヽVHD SWHD l VヽDTN 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 0

SV″HD SヽVHD 1 SBIY 112.62 0

SヽVHD SWHD 7.69 1 SBIY 105.66 0

SヽVHD SヽVHD l WDTN 0

SWHD SIVHD 1 76.09 0

SヽVHD SWHD 9.86 1 WDTN 105,75 0

SWHD SヽVHD 1 V/DTN 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 110.57 0

SWHD SヽVHD l SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 5.54 l SBIY 63.49 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 102.28

SヽVHD SヽVHD 8.55 】 VヽDTN
SurHD SヽVHD l SBIY 105.46 0

SWHD SヽVHD 13.42 】 VヽDTN
SヽVHD SWHD l SBIY 98.33 0

SWHD SヽVHD 1 VヽDTN
SV/HD Sヽ「ヽHD 1.54 l SBIY

SWHD SヽVHD 1 SBIY 54.12

SヽVHD SヽVHD 1

SWHD SWHD 1 VヽDTN 127.21

SヽVHD SM√HD 1 SBIY 96.45

SヽVHD SWHD 1 SBⅣ
SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 82.61 0

SWHD SヽVHD 8.84 1 VヽDTN 77.引

SWHD SヽVHD 1 WDTN
SヽVHD SヽVHD 12.66 1 WDTM 95.35

SヽVHD SWHD 1 SBIY

SヽVHD SWHD 1 SBIY

SWHD SヽVHD l SBIY 89.92

SWHD SヽVHD 432 1 SBIY

SWHD SヽVHD 1 SBIY 64.8

SヽVHD SWHD 2.87 1 SBIY

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 69.34

SヽVHD SヽVHD 1 SBⅣ 112.74

SWHD SヽVHD 1 SBIY 110.54

SヽVHD SWHD 1 SBIY

SV″HD SWHD l VヽDTN 83.94

SヽVHD SヽVHD 1 VヽDTN 100.79

SWHD SIVHD l SBIY

SヽVHD Sヽ
～
引D 1 SBIY 81.56

SIVHD SWHD l SBIY
SWHD SWHD 1 SBIY 78.83
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分析番号 住居・遺物番号 推定産地

KKB-82

KKB-83 諏訪星 ヶ台群

KKB-84 658 諏訪星ケ台群

KKB-85 諏訪星ヶ台群

KKB-86 649 諏訪星ケ台群

KKB-87 諏訪星 ケ台群

KKB 88 688 諏訪星ケ台群

KKB-89 諏訪星 ヶ台群

KKB-90 諏訪星ヶ台群

KKB-91 諏訪星 ケ台群

KKB 92 741 諏訪星ヶ台群

KKB-93 742 諏訪星ヶ台群

KKB-94 諏訪星ヶ台群

KKB-95 諏訪星ヶ台群

KKB-96 諏訪星ケ台群

KKB-97 692 諏訪星ヶ台群

KKB-98 745 諏訪星 ケ台群

KKB 99 諏訪星 ケ台群

KKB-100 659 諏訪星 ヶ台群

KKB-101 諏 訪 星 ヶ台 群

KKB-102 諏訪星 ケ台群

KKB-103 748 諏訪星ヶ台群

KKB-104 672 諏訪星 ケ台群

KKB-105 749 諏 訪 星 ヶ台 群

KKB-106 諏訪星 ヶ台群

KKB-107 諏訪星 ヶ台群

KKB-108 諏訪星ヶ台群

KKB-109 諏訪星ケ台群

KKB-110 694 諏訪星 ケ台群

KKB-111 754 諏訪星ヶ台群

KKB-112 755 諏訪星 ケ台群

KKB-113 諏訪星 ヶ台群

KKB-114 諏訪星ヶ台群

KKB-115 諏訪星 ヶ台群

KKB-116 諏訪星ケ台群

KKB-117 758 諏訪星ヶ台群

KKB-118 675 諏訪星ヶ台群

KKB-119 諏訪星ケ台群

KKB-120 諏訪星ケ台群

KKB-121 諏 訪 星 ヶ台 群

KKB― 諏訪星 ケ台群

KKB― 諏訪星 ヶ台群

KKB― 諏訪星 ヶ台群

KKB 諏訪星ヶ台群

KKB 764 諏訪星ケ台群

KKB― 諏訪星ヶ台群

KKB 諏訪星 ケ台群

KKB 諏訪星ケ台群

KKB 諏訪星ケ台群

KKB 諏訪星 ヶ台群

KKB 諏訪星 ケ台群

KKB 諏訪星 ヶ台群

KKB^ 34 諏訪星 ケ台群

KKB 諏訪星ケ台群

KKB 772 諏訪星ヶ台群

KKB 諏訪星ケ台群

KKB 773 諏訪星ケ台群

KKB― 諏訪星 ヶ台群

KKB 775 諏訪星ケ台群

KKB‐ 776 諏訪星ケ台群

KKB― 777 諏訪星ケ台群

KKB‐ 778 諏訪星 ケ台群

KKB-144 654 諏訪星ヶ台群

KKB-145 648 諏訪星 ヶ台群

KKB 146 諏訪星 ヶ台群

KKB-147 諏訪星ヶ台群

KKB-148 732 諏訪星 ケ台群

KKB-149 諏訪星ケ台群

KKB― 諏訪星ヶ台群

諏訪星ヶ台群

KKB― 735 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星 ケ台群

54 諏訪星 ケ台群

737 諏訪星 ヶ台群

KKB-156 646 和田鷹山群

KKB-157 653 諏訪星ヶ台群

KKB-158 諏訪星ヶ台群

KKB-159 諏訪星ケ台群

KKB 160 諏訪星ヶ台群

KKB-161 650 諏訪星ヶ台群

KKB-162 諏訪星ヶ台群

KKB 163 諏 訪 星 ヶ台 群

KKB-164 725 諏訪星 ケ台群

KKB-165 諏訪星 ケ台群

図

群

分 析

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群 距  離 確  率 判別群 距  離 確  率

SWHD SWHD l SBIY 0

SWHD SⅥ′HD 1 SBIY 0

SヽVHD SWHD 8.29 1 VヽDTN 120.51 0

SヽVHD SWHD 1 VヽDTN 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 102.92 0

SヽVHD SWHD 1 VヽDTN 109.49 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 10345 0

SヽVHD SヽVHD 1 WDTM 0

SWHD SヽVHD 5.33 1 SBIY 65.72 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 81.05 0

SヽVHD SヽVHD 12.02 l WDTN 88.27 0

SヽVHD SヽVHD 1 WDTN 124.64 0

SWHD SヽVHD 2.64 l SBⅣ 109.48 0

SヽVHD SⅥ/HD 16.76 1 SBIY 134.49 0

SWHD SヽVHD 6.64 1 SB「r 116.55 0

SWHD SWHD l SBⅣ 77.7 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 88.13 0

SヽVHD SWHD 9.84 1 SBIY 116.81 0

SWHD SWHD 5.65 l SBIY 100.52 0

SヽVHD SヽVHD l 128.14 0

SWHD SヽVHD l SBⅣ 73.37 0

SWHD SヽVHD l SBⅣ 84.85 0

SV′HD SヽVHD 5.68 1 SBIY 7116
SWHD SヽVHD 7.71 1 SBIY
SWHD SヽVHD 1 61.59

SヽVHD SWHD 6.98 l SBIY 114.03

SWHD SWHD 1 77.77

SヽVHD SWHD l SBIY
SヽVHD SヽVHD 1 VヽDTN 100.21

SヽVHD SヽVHD 6.65 1 SBIY 77.09

SヽVHD SヽVHD 6.66 l SBIY 105.75

SWHD SWHD 1 SBIY 76.19

SヽVHD SWHD 1 VヽDTN 79,91

SヽVHD SヽVHD 6.29 1 VヽDTN
SV″HD SIVHD 1 VヽDTN 8105
SヽVHD SヽVHD 1 WDTN 89.96

SヽVHD SヽVHD 1 V′DTN 88.36

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 73.47

SヽVHD SヽVHD 2.89 1 SBIY
SWHD SM′HD 487 l SBIY 102.97

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 73.4

SWHD SヽVHD 7.62 l SBIY 76.12

SヽVHD SヽVHD 1 SBⅣ 83.64

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY
SヽVHD SヽVHD 2.51 l SBIY 88.23

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 102.1

SヽVHD SヽVHD l SBIY 118.64

SWHD SヽVHD 1 SBIY 102.48

SヽVHD SWHD l SBIY
SヽVHD SWHD l SB「F 87.23

SヽVHD SM′HD 2.22 l SBPF 85.23 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 0

SWHD SWHD 1 SBIY 94.93 0

SヽVHD SWHD 1 WDTN 0

SヽVHD SヽVHD 2.57 1 SBIY 114.33 0

SヽVHD SヽVHD 5.92 1 SBIY 57.75 0

SWHD SヽVHD 4.94 1 SBIY 83.97 0

SWHD SヽVHD l SBIY 84.53 0

SWHD SヽVHD 3.“ l SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 47.89 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 0

SヽVHD SWHD l SBIY 72.43 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 84.35 0

SヽVHD SⅥ/HD 8.64 1 0

SWHD SWHD 1 SBIY 7499 0

SV/HD SWHD 1 74.87 0

SヽVHD SWHD 1 WDTN 162.39 0

SWHD SヽVHD l SBIY 88.03 0

SヽVHD SヽVHD 20.64 0.9999 36.36 00001
SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 82.9 0

SヽVHD SヽVHD 1 VヽDTN 88.22 0

SヽVHD SヽVHD 6.64 1 SBIY 0

SWHD SWHD 1 SBIY 75.76 0

SV/HD SヽVHD 2.25 1 SBIY 0

VヽDTY WDTY 1 WDKB 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 119.25 0

SⅥ″HD SヽVHD 1 SBIY 84.37 0

Sヽ rヽHD SIVHD 】 SBIY 0

SヽVHD SWHD l SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 0.94 1 SBIY 81.03 0

SヽVHD SヽVHD 1 VヽDTN 92.23 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 6143 0

SWHD SヽVHD 7.85 1 SBIY 111.74 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 97.64 0
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第Ⅳ章 調査成果の分析研究

分析番号 住居 遺物番号 推定産地

KKB-166 727 諏訪星ヶ台群

KKB 167 諏訪星ケ台群

KKB-168 諏訪星ヶ台群

KKB-169 684 諏訪星 ヶ台群

KKB 170 諏訪星ヶ台群

KKB-171 諏訪星ケ台群

KKB-172 諏訪星ヶ台群

KKB-173 諏訪星ヶ台群

KKB 174 諏訪星 ケ台群

KKB-175 838 諏訪星 ケ台群

KKB― 諏訪星ヶ台群

KKB― 779 諏訪星ヶ台群

KKB― 795 和田鷹山群

KKB― 697 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星ケ台群

KKB― 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星ヶ台群

KKB-183 諏訪星ヶ台群

KKB 184 662 諏訪星ケ台群

KKB-185 799 諏訪星 ケ台群

KKB 186 663 諏訪星 ヶ台群

KKB― 698 諏訪星ヶ台群

KKB― 88 664 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星ヶ台群

KKB― 665 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星ケ台群

KKB― 諏訪星 ケ台群

KKB― 803 諏訪星ヶ台群

KKB― 804 諏訪星ケ台群

KKB― 699 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星 ケ台群

KKB― 806 諏訪星ヶ台群

KKB― 諏訪星ケ台群

KKB 諏訪星 ヶ台群

KKB-200 808 諏訪星 ケ台群

KKB-201 諏訪星ケ台群

KKB-202 679 諏訪星 ヶ台群

KKB-203 0 諏訪星ヶ台群

KKB-2い l 諏訪星 ケ台群

KKB-205 諏訪星ヶ台群

KKB-206 3 諏訪星 ケ台群

KKB-207 諏訪星ケ台群

KKB-208 8 4 諏訪星 ケ台群

KKB-209 8 5 諏訪 /7_ケ 台群

KKB-210 8 諏訪星 ケ台群

KKB-211 7 諏訪星 ケ台群

KKB-212 818 諏訪星ヶ台群

KKB-213 666 諏訪星ヶ台群

KKB 214 諏訪星ケ台群

K](B-215 諏訪星 ヶ台群

KKB-216 820 諏訪星ヶ台群

KKB-217 諏訪星ヶ台群

KKB-218 諏訪星ヶ台群

KKB-219 諏訪星ケ台群

KKB-220 諏訪星ケ台群

KKB-221 諏訪星ケ台群

KKB-222 825 諏訪星ヶ台群

KKB-223 826 諏訪星ケ台群

KKB-224 諏訪星ヶ台群

KKB-225 828 諏訪星ヶ台群

KKB-226 諏訪星ケ台群

KKB 227
KKB 228 682 諏訪星 ケ台群

KKB-229 諏訪星ケ台群

KKB-230 647 諏訪星 ヶ台群

KKB 231 諏訪星 ケ台群

KKB-232 18号住 和田鷹山群

KKB 233 諏訪星 ケ台群

KKB-234 諏訪星 ケ台群

KKB-235 諏訪星 ヶ台群

KKB-236 諏訪星 ケ台群

KKB-237 270 諏訪星 ケ台群

KKB-238 諏訪星 ケ台群

KKB-239 諏訪星 ケ台群

KKB-240 諏訪星 ヶ台群

KKB-241 諏訪星ケ台群

KKB-242 253 諏訪星 ケ台群

KKB-243 264 諏訪星 ヶ台群

KKB-244 諏訪星 ケ台群

KKB-245 265 諏訪星 ケ台群

KKB‐246 19号住 284 諏訪星 ケ台群

KKB-247 諏訪星 ケ台群

KKB-248 諏訪星ヶ台群

KKB-249 諏訪星 ヶ台群

判別図

判別群

分 析

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群 距  離 確  率 判別群 距 離 確 率

SヽVHD SWHD l SBIY 102.16 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 97.69 0

SWHD SⅥ′HD l SBⅣ 92.2 0

SヽVHD SⅥ″HD l SBIY 65.88 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 139.35 0

SWHD SWHD 1 SBⅣ 942 0

SヽVHD SヽVHD 6.24 1 SBIY 132.49 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 111.33 0

SWHD SヽVHD 8.29 1 WDTN 6506 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 82.42 0

SヽVHD SWHD 1 WDTN 102.53 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 11512 0

VヽDTY Ⅵ/DTY 0.9999 WDHY 00001

SWHD SヽVHD 1 13108 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBⅣ 72.54 0

SヽVHD SヽVHD 8.57 l SBⅣ 102.69 0

SヽVHD SヽVHD l

SヽVHD SWHD 1 VヽDTN 84.28

SヽVHD SWHD 1195 1 SBIY 56.28 0

SV/HD SヽVHD 6.31 1 SBIY 77.3 0

SV′HD SヽVHD 1 VヽDTN 79.45 0

SWHD SⅥ/HD 1 VヽDTN 87.55 0

SヽVHD SヽVHD 1 0

SヽVHD SヽVHD 5.98 1 WDTN 01.22 0

SM/HD SヽVHD 1 SBIY 00.23 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 01.58 0

SヽVHD SヽVHD 1 03.09 0

SWHD SWHD 1 SBIY 92.47 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 114.24 0

SヽVHD SヽVHD 1 VヽDTN 71.45 0

SWHD SヽVHD 17.67 1 SBIY 136.59 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 8547 0

SヽVHD SWHD 1 7408 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 54.49 0

SヽVHD SV/HD 1 SBIY 11338 0

SV/HD SヽVHD 1 SBIY 81.69 0

SⅥ/HD SヽVHD 1 SBIY 63.2 0

SWHD SヽVHD l SBIY 66.38 0

SヽVHD SヽVHD 21.33 1 SBIY 119.53 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 86.87 0

SWHD SヽVHD 3.34 1 SBIY 119.74 0

SWHD SヽVHD 0.97 l SBIY 0

SWHD SヽVHD l SBIY 0

SWHD SヽVHD 6.77 1 SBIY 0

SヽVHD SWHD 9.52 1 SBIY 4799 0

SWHD SヽVHD 20.55 l SBIY 72.田 0

SヽVHD SWHD 4.35 l SBIY 10597 0

SヽVHD SヽVHD 5.35 l WDTN 0

SヽVHD SV/HD 10.77 l WDTM 98.28 0

SV′HD SヽVHD l SBⅣ 122.22 0

SヽVHD SヽVHD 16.07 l SBIY 148.14 0

SV/HD SWHD 1 WDTN 0

SM′HD SヽVHD l WDTN 86.98 0

SV/HD SヽVHD 1 SBIY 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 60.29 0

SヽVHD SWHD 1 WDTN 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 88.09 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 98.79 0

SヽVHD SヽVHD 1 SB「′ 99.65 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 94.48 0

SWHD SヽVHD 10.26 SBIY 91.93 0

SWHD SヽVHD l WDTM 0

SWHD SヽVHD 6 l SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 108.15

SヽVHD SヽVHD 2.82 SBIY
VヽDTY WDTY 0.9943 VヽDHY 12.02 0.0057

SヽVHD SヽVHD 1 WDTN 64.47

SヽヤHD SヽVHD l SBⅣ 96.51

SWHD SWHD 1 SBrY 62.66

SWHD SⅥ/HD 5.75 1 WDTN
SヽVHD SⅥ/HD 1 WDTN 104.05

SヽVHD SⅥ/HD 155 1 SBIY 80.99

SヽVHD SWHD 1 SBIY 70.04

SⅥ/HD SWHD 1 SBIY 61.99

SⅥ/HD SWHD 1 SBIY 80.57

SⅥ′HD SWHD 8.46 1 SBIY 108.75

SヽVHD SヽVHD 7.57 1 SBIY
SM″HD SヽVHD l SBIY 87.9 0

SⅥ/HD SヽVHD 1 SBIY 54.26

SヽVHD SWHD 4 1 SBIY 75.65

SWHD SヽVHD 1 SBIY 92.25

SWHD SWHD 1 SBIY 9549
SWHD SWHD 1 VヽDTN 8072
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第 5節 熊久保遺跡出上の黒曜石産地推定

分析番号 住居・遺物番号 推定産地

KKB-250 諏訪星ケ台群

KKB-251 諏訪星ヶ台群

KKB-252 諏訪星ヶ台群

KKB-253 1312 諏訪星ヶ台群

KKB-254 277 諏訪星ケ台群

KKB-255 278 諏訪星ケ台群

KKB-256 諏訪星 ヶ台群

KKB-257 諏訪星 ヶ台群

KKB-258 諏訪星 ヶ台群

KKB-259 282 諏訪星ケ台群

KKB-260 286 諏訪星 ヶ台群

KKB-261 諏訪星ヶ台群

KKB-262 諏訪星ヶ台群

KKB-263 和田土屋橋南群

KKB-264 287 諏訪星 ヶ台群

KKB-265 諏訪星ケ台群

KKB-266 318 諏訪星ヶ台群

KKB 267 319 諏訪星 ヶ台群

KKB-268 諏訪星 ケ台群

KKB-269 諏訪星 ケ台群

KKB-270 諏訪星 ケ台群

KKB-271 366 諏訪星 ケ台群

KKB 272 332 諏訪星 ヶ台群

KKB 273 1342 諏訪星 ヶ台群

KKB-274 諏訪星 ケ台群

KKB 275 諏訪星 ヶ台群

KKB-276 諏訪星 ヶ台群

KKB-277 諏訪星 ケ台群

KKB-278 諏訪星ヶ台群

KKB 279 諏訪星 ヶ台群

KKB-280 諏訪星 ケ台群

K団 281 諏訪星 ケ台群

KKB-282 1344 諏訪星ヶ台群

KKB-283 諏訪星ケ台群

KKB 284 諏訪星ケ台群

KKB 285 諏訪星 ケ台群

KKB-286 諏訪星 ヶ台群

KKB-287 諏訪星 ケ台群

KKB-288 諏訪星 ケ台群

KKB 289 375 諏訪星ヶ台群
KKB-290 327 諏訪星 ケ台群

KKB-291 諏訪星ヶ台群

KKB-292 諏訪 /7‐ ヶ台群

KKB-293 諏訪星 ケ台群

KKB-294 諏訪星 ケ台群

KKB-295 諏訪星 ケ台群

KKB-296 諏訪星 ヶ台群

KKB 297 諏訪星 ヶ台群

KKB-298 諏訪星 ケ台群

KKB-299 諏訪星 ヶ台群

KKB-300 諏訪星 ヶ台群

KKB-301 諏訪星 ヶ台群

KKB-302 384 諏訪星ヶ台群

KKB-303 347 諏訪星 ケ台群

KKB-304 諏訪星 ケ台群

KKB-305 諏訪星 ヶ台群

KKB-306 諏訪星 ケ台群

KKB 307 諏訪星 ヶ台群

KKB 308 諏訪星ケ台群

KKB-309 諏訪星 ヶ台群

KKB-310 諏訪星 ケ台群

KKB 311 諏訪星 ヶ台群

KKB-312 諏訪星 ヶ台群

KKB-313 1337 諏訪星 ケ台群

KKB-314 諏訪星 ヶ台群

KKB-315 390 諏訪星ケ台群

KKB-316 21号住 諏訪星 ヶ台群

KKB-317 諏訪星ヶ台群

KKB-318 408 諏訪星ヶ台群

KKB-319 諏訪星ケ台群

KKB-320 397 諏訪星 ヶ台群

KKB 321 11 諏訪星 ヶ台群

KKB-322 諏訪星 ヶ台群

KKB-323 諏訪星ケ台群

KKB 324 諏訪星 ケ台群

KKB-325 諏訪星 ヶ台群

KKB 326 437 諏訪星ヶ台群

KKB-327 諏訪星ヶ台群

KKB-328 諏訪星 ケ台群

KKB-329 諏訪星 ケ台群

KKB-330 諏訪星 ヶ台群

KKB-331 諏訪星ヶ台群

KKB-332 諏訪星 ケ台群

KKB 333 諏訪星ケ台群

判別図

判別群

分 析

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群 距 離 確 率 判別群 距 離 確  率

SヽVHD SWHD 1 SBIY 102.19 0

SWHD SWHD l 80.99 0

SWHD SM/HD 7.91 1 SBIY 84.49 0

SヽVHD SWHD 1 0

SヽVHD SヽVHD 9.35 1 115.58 0

SM/HD SヽVHD l 58.15 0

SヽVHD SWHD 1 135.33 0

SⅥ/HD SWHD 14.21 l SBIY 88.98 0

SWHD SヽVHD 14.18 1 134.92 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 80.45 0

SヽVHD SヽVHD 2.98 1 H4.19 0

SWHD SWHD 5.55 1 Ⅵ/DTN 117.24 0

SWHD SヽVHD l SBIY 10486 0

WDTM WDTM 1 WOTM 0

SヽVHD SヽVHD l VヽDTN 0

SWHD SWHD l SBIY 0

SWHD SⅥ′HD 1 SBIY 7249 0

SヽVHD SヽVHD 20.62 1 SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 8.45 l SBIY 75.18 0

SヽVHD SWHD l SBIY 109.01 0

SV/HD SヽVHD 15.04 ] SBIY 0

SM′HD SWHD 1 VヽDTN 123.95 0

SヽVHD SWHD 4.54 1 SBIY 56.06 0

SWHD SWHD 329 1 SBIY 0

SWHD SWHD l VヽDTN 81.16 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 46.41 0

SWHD SM/HD l SBIY 0

SWHD SヽVHD l SBIY 0

SヽVHD SWHD 7.02 1 WDTN 98.89 0

SヽVHD SヽVHD l WDTN 107.06 0

SM′HD SヽVHD 1 VヽDTN 0

SⅥ/HD SWHD l SBIY 106.74 0

SWHD SWHD l SBIY 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 94.85 0

SヽVHD SWHD 227 1 SBIY 94.26 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 87.58 0

SWHD SヽVHD l SBIY 0

SWHD SⅥ/HD 1876 1 WDTN 7343 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 9295 0

SヽVHD SヽVHD 1 V/DTN 7226 0

SヽVHD SヽVHD 1052 SBIY 10886 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 8476 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 97.76 0

SヽVHD SM/HD 1 V/DTN 9937 0

SヽVHD SV′HD 13.13 1 SBIY 54.92 0

SWHD SWHD 1 WDTN 0

SM/HD SヽVHD l SBIY 83.14 0

SM′HD SヽVHD 1 VヽDTN 9165
SV/HD SWHD l SBIY 78.97

SWHD SヽVHD l

SヽVHD SヽVHD 5.67 l SBIY 100.32

SWHD SWHD l SBIY 94.08

SヽVHD SヽVHD 1 WDTN 115.98

SヽVHD SヽVHD l WDTN 91.86

SWHD SヽVHD l SBIY 116.34

SWHD SヽVHD l SBIY 4848
SM/HD SヽVHD 1 VヽDTN 10647
SWHD SWHD l WDTN 125.43

SWHD SWHD 1 SBIY 117.82

SヽVHD SWHD 7.56 1 SBIY 57.21

SWHD SWHD l SBIY 98.92

SヽVHD SM/HD 1 SBIY 85.65

SWHD SヽVHD 1

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY
SヽVHD SヽVHD l SBIY 8872
SヽVHD SヽVHD 17.96 1 SBIY 98.85

SV/HD SヽVHD 1 SBIY 110.52 0

SヽVHD SM/HD 1 SBIY 84.69 0

SヽVHD SM/HD l SBIY 79.65 0

SWHD SヽVHD 1 Ⅵ/DTN 133.19 0

SヽVHD SヽVHD 11.48 l SBIY 0
SヽVHD SヽVHD 8.27 l SBIY 0

SⅥ/HD SヽVHD 6.29 l SBIY 11055 0

SヽVHD SヽVHD 6.49 1 SBIY 8458
SWHD SWHD 1 SBIY 133.91 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 84.45

SヽVHD SヽVHD 1 98.84 0

SWHD SヽVHD 1 WDTN 0

SM′HD SWIID 12.21 1 SBIY 99.49 0
SM′HD SヽVHD 12.87 1 VヽDTN 120.36 0

SヽVHD SWHD 5.84 1 VヽDTN 90.96 0

SヽVHD SWHD l 120.01 0

SヽVHD SWHD 4.22 l SBIY 72.11 0

SWHD SWHD 11.32 l SBIY 149.29 0
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分析番号 住居・遺物番号 推定産地

KKB-334 諏訪星 ケ台群

KKB 335 1444 諏訪星ケ台群

KKB-336 諏訪星ヶ台群

KKB 337 諏訪星ヶ台群

KKB-338 諏訪星ケ台群

KKB-339 諏訪星 ヶ台群

KKB 340 諏訪星 ヶ台群

KKB 341 諏訪星 ケ台群

KKB 342 諏訪星 ケ台群

KKB-343 諏訪星 ヶ台群

KKB-344 諏訪星 ケ台群

KKB-345 1396 諏訪星 ヶ台群

KKB―〔И6 諏訪星 ヶ台群

KKB―〔И7 諏訪星 ケ台群

KKB 348 諏訪星ヶ台群

KKB-349 7 諏訪星ヶ台群

KKB 350 諏訪星ヶ台群

KKB-351 諏訪星ヶ台群

KKB-352 諏訪星ヶ台群

KKB-353 諏訪星 ケ台群

KKB-354 1404 諏訪星ケ台群

KKB-355 諏訪星 ケ台群

KKB-356 諏訪星 ケ台群

KKB-357 諏訪星 ヶ台群

KKB-358 諏訪星ケ台群

判別図

判別群

判  別  分  析
第 1候補産地 第 2候補産地

判別群 距 離 確 率 判別群 距 離 確 率
SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 135.63 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 54.37 0

SWHD SヽVHD 1 SBIY 5727 0

SヽVHD SヽVHD 1 V/DTN 75,77 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 100.27 0

SWHD SWHD 5.85 1 SBIY 0

SヽVHD SヽVHD l SBIY 0

SWHD SヽVHD 15,72 1 SBIY 72.78 0

SヽVHD SヽVHD 4.84 l SBIY 110.73 0

SヽVHD SヽVHD 5.31 1 SBIY H8.84 0

SヽVHD SヽVHD l 75.3 0

SヽVHD Sヽ

～
「HD 4.35 1 SBIY 124.19 0

SヽVHD SWHD 9.65 1 0

SヽVHD SヽVHD l 106.24 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 105.43 0

SヽVHD SWHD 1 79.09 0

SヽVHD SヽVHD l 101.12 0

SヽVHD SWHD 1 SBIY 116.32 0

SV/HD SヽVHD 1 SBIY 0

SV/HD SヽVHD 1 WDTN 0

SM/HD SヽVHD l 52.05 0

SヽVHD SヽVHD 1 SBIY 65.23 0

SV/HD SヽVHD 1 WDTN 71.37 0

SM/HD SM″HD l 70.18 0

SヽVHD SヽVHD 3.73 1 SBIY 61,73 0
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はじめに

熊久保遺跡は、鎖川左岸の台地上に位置する。

第10次調査区では、縄文時代中期後葉を主とした

住居址が31軒検出されている。このうち、18号住

居址と19号住居址では、住居構築材等に由来する

と考えられる炭化材が多数出土している。

今回の分析調査では、18号および19号住居址か

ら出土した炭化材を対象として、遺構の構築時期

を明らかにするために放射性炭素年代測定を行う。

また、樹種同定を実施し、木材利用に関する資料

を得る。なお、放射1生炭素年代測定は、少量でも

測定可能な加速器質量分析法 (AMS法 )で行う。

1 炭化材の放射性炭素年代測定

(1)試料

試料は、18号住居址から出土 した炭化材 5点

(No。 1、 3、 5～ 7)と 19号住居址から出土 した

炭化材 5点 (No.1、 5～ 10)の 中から、18号住居

址No。 1の 1点 を選択 した。樹種同定試料の18号

住居址No。 1と 同じ試料を分割したものである (第

85図参照)。

(2)方法

測定は、株式会社 加速器分析研究所 (IAA)
が行った。

(3)結果

放射1生炭素年代測定結果を表 1に示す。炭化材

第 6節 熊久保遺跡出土炭化材の年代と樹種

パ リノ 。サーヴェイ株式会社

の年代測定値は、4250± 40BP(補正年代4260±

40BP)であった。

(4)考察

18号住居址は、出土遺物等から縄文時代中期と

考えられている。出土した炭化材の年代測定値は、

4250± 40BP(補正年代4260±40BP)であった。

縄文時代の放射性炭素年代測定は、これまでに

も多 くの遺跡で行われてお り、その結果がキー

リ・武藤 (1982)に よりまとめられている。それ

によると、中部地方の縄文時代中期の年代測定値

は、点数は少ないが、いずれも補正を行っていな

い年代で、3130BP～ 5240BPの 値が得られている。

周辺地域では、関東地方で多くの調査例があり、

5340BP～ 2140BPの 値が得られている。今回の年

代値は、これまでに測定された縄文時代中期の年

代測定値とも一致している。また、関東地方の年

代測定値では、縄文時代中期中葉とされる試料で

4700BP～ 4130BP、 中期後半とされる試料で4280BP、

加曽利 EⅢ 式に伴う貝で5110BP～ 4170BPの値が

得られている。これらの測定値を参考にすれば、

今回の試料は、縄文時代中期中葉から後葉の年代

測定値に一致している。このことは、出土遺物な

どから本遺跡の住居跡が縄文時代中期後葉を主と

しているとされることとも調和的である。

第 6節 熊久保遺跡出土炭化材の年代と樹種

表 1 放射性炭素年代汲1定結果
遺  構 試料番号 試料の質 年   代 δ13C 補正年代 Code No.

18号住 No.1 炭化材 4250± 40BP -23.84± 0.71‰ 4260± 40BP IAAA-11286

1)年代測定は、加速器質量分析法 (AMS法 )に よる。
2)年代は、1950年 を基点とした年数で、補正年代はδ13Cの値を基に同位体補正を行った値。
3)放射性炭素の半減期は、5568年 を使用した。
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2炭化材の樹種

(1)試料

試料は、18号住た1:力Lか ら出上 した炭化材10点

(No.1ヽ 10)と 、19号住IF:力 Lか ら出土した炭化材10

,11(N().1ヽ 10)の 合計20点 である。このうち、No.

2・ 3、 5・ 6、 8・ 9はそれぞれ同一固体に由来

する日]‐能性がある.(第 85・ 91図参照 )

(2)方法

木日 (横断面 )・ 桓E11(放射断面 )・ 板目 (接線

断面)の 3断面の害1断面を作製し、実体顕微鏡お

よび走査製電 r・顕微鏡を用いて本材組織の特徴を

観察し、種類を同定する()

(3)結果

樹種同ウL結果を表 2に示す.炭化材は、全て落

葉広葉樹のクリに同定された.ク リの主な解剖学

的特徴を以 ドに記す。

・ ク lり  (Castanea crenata Sieb.et Zucc.)

ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 1ヽ 4列 、孔 ttl外で急激ヽ

やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火

炎状に配
'1す

る.道管は i口 穿イしを有し、壁孔は交

表 2 樹種同定結果

互状に配,1す るぅ放射組織は同性、 i11ケ」、 1 15

糸田胞高.

(4)考察

18号・19写‐住居カトから|||llし た炭化|イ は、 いず

れも床面一面に、住几1:の 中心か′)放均」線状に出 ll

クリ (19号住 No 8)
a:木 口,b:柾 目,c:板 目 ■■■■■■200 μ

-200 /′

m.a

m: b, c:

図 1 炭化材 (ク リ)の実体・走査型電子顕微鏡写真

18号住 縄丈時代中期中集末

縄 丈時代中期後 li・ Π ttl

試卜1番 ケ」

ヽ

1)

1()

1

1
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しているものが多い。このことから、炭化材は垂

木などの住居構築材の一部が炭化・残存したと考

えられる。樹種は、全て落葉広葉樹のクリであっ

た。クリ材は、重硬で強度や耐朽性に優れた材質

を有しており、住居構築材としても適材と考えら

れる。出土した全点がクリであることから、クリ

材を選択的に利用していた可能性がある。しかし、

全ての部材が残存しているわけではないこと、重

厚な木材は燃え残 りやすいと考えられること等を

考慮すると、残存 しなかった部材にクリ以外の木

材が利用されていた可能性もある。

長野県内では、明科町北村遺跡、小諸市郷土遺

跡、屋代遺跡群等で縄文時代の住居構築材と考え

られる炭化材の樹種同定が行われている (鈴木 。

能城、1993;パ リノ・サーヴェイ株式会社、1993;

高橋、2000a,2000b)。 その結果では、いずれの遺

跡でもクリの多い結果が得られており、今回の結

果とも一致する。また、屋代遺跡群では、縄文時

代でも中期前葉および中期後葉の炭化材にクリが

多い傾向が指摘されている (高橋、2000a,2000b)。

これらの結果から、長野県内では縄文時代にクリ

の利用が多かったことが推定される。

第 6節 熊久保遺跡出土炭化材の年代と樹種

縄文時代の住居構築材については、周辺では関

東地方で比較的多くの調査例があり、長野県と同

様にクリの利用が多いことが指摘されている (千

野、1983,1991;高橋 。植木、1994)。 この背景と

して、クリが植物食糧としても重要であることか

ら、栽培によってクリの収量を安定させると共に、

収量の落ちた老木を住居構築材などに利用した可

能性が指摘されている (千野、1983)。 本地域でも

同様の活用が行われていた可能性があるが、現時

点では詳細は不明である。

また、松本市県町遺跡では、弥生時代の住居跡

から出土 した炭化材の樹種同定が行われている

(松本市教育委員会、1990)。 その結果ではクリが

多い住居跡が見られる一方で、スギが多い住居跡

やコナラ・ケヤキが多い住居跡も確認されている。

この結果から、時代や住居の規模 。構造 。用途な

どにより木材利用が異なっていた可能性がある。

今後、さらに周辺で各時期の住居構築材につい

て資料を蓄積 し、時代や規模 。構造・用途による

木材利用の比較を行いたい。また、その背景とな

る古植生変遷についても明らかにしたい。

引用 。参考文献

キーリCT・ 武藤康弘 1982「縄文時代の年代」加藤晋平・小林達雄・藤本 強編『縄文文化の研究1縄文人と
その環境』p.246-275、 雄山閣.

鈴木三男。能城修- 1993「長野県北村遺跡出土炭化材の樹種」『(財 )長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書

14 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書11-明科町内一北村遺跡 本文編・図版
編』p。 167168、 日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会。(財 )長野県埋蔵文化財セ

高橋 敦

ンター.

2000a「炭化材の樹種」『長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書51 上信越自動車道埋蔵文化財

発掘調査報告書24-更埴市内その3- 更埴条里遺跡・屋代遺跡群 (含む大境遺跡・窪河原
遺跡)一縄文時代編一本文』p.249-253、 日本道路公団。長野県教育委員会 。長野県埋蔵文化

財センター.

(2000b)「各時代の木製品や住居構築材等の用材」『長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書54

上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書28-更埴市内その 7-更埴条里遺跡・屋代遺跡

群 (含む大境遺跡・窪河原遺跡)一総論編―』p.228-235、 日本道路公団 。長野県教育委員

会。長野県埋蔵文化財センター.

高橋 敦・植木真吾 1994「樹種同定からみた住居構築材の用材選択」『PARYNO』 2 p.518、 パリノ・サーヴェ
イ株式会社 .

-261-



第Ⅳ章 調査成果の分析研究

千野裕道   1983「縄文時代のクリと集落周辺植生」『東京都埋蔵文化財センター研究論集Ⅱ』p.27-42.

1991「縄文時代に二次林はあったか―遺跡出土の植物性遺物からの検討一」『東京都埋蔵文化財セ

ンター研究論集X』 p.215-249.

パリノ・サーヴェイ株式会社 1993「郷土遺跡出土炭化材の同定」『小諸市埋蔵文化財発掘調査報告書第16集 郷
土―長野県小諸市郷土遺跡発掘調査報告書―』p.52-57、 小諸市教育委員会.

松本市教育委員会編 1990『松本市文化財調査報告No.82 松本市県町遺跡 (本文編)』 192p.、 長野県松本県ケ丘

高等学校 。松本市教育委員会.

-262-



1 遺跡の景観 と立地

熊久保遺跡は、鎖川が形成した左岸段丘上に立

地し、標高約815m、 その範囲は東西約500m、 南

北約100mの 50000ぽ にも及ぶ松本盆地における縄

文時代中期の大集落である。第10次調査地点は、

東西に長く伸びる遺跡のほぼ中心からやや南より

に位置し、住居址の密集地帯といえる。

過去 9回 にわたつて調査が行われ、今次の調査

を含めると住居址百軒以上を数える。第10次調査

では住居址31軒 を加えることになった(表 1)。 な

お 6号住の建て替え、プランは明瞭に確認できな

かったもののビットの拡がり、一部焼土の存在等

から中期前葉期に位置付けられる住居址を1軒想

定 したが、不明な点が多 く土器集中部分として

扱った。

住居址の重複関係が多 く、一方で土坑群が少な

いということが本調査地点の特色であり、過去の

第 7節 熊久保遺跡における集落の構成と変遷

小口 英一郎

調査においてもまとまった土坑群の発見には至っ

ていない。東山山麓に立地する塩尻市俎原遺跡を

典型例とする環状集落の景観を呈さないことが現

時点での熊久保遺跡の特色といえよう (第 4図 )。

第 1次調査地点では中葉 。後葉期、第 2・ 5。

6・ 7次調査地点においては後葉期が多く、第 3・

4次地点では前葉 。中葉がまとまっている。した

がって、限定された調査範囲のなかで推測するな

らば、前葉 。中葉期が中心部に位置し、そこから

後葉期に至 り爆発的に増加して周囲に拡散した状

況を窺うことができる。

2 住居址の構成 と変遷

31軒の住居址から出土した土器を、既存の型式

編年を基準にして大別し、 8期区分を行った (表

2)。 以下、各期の住居構成と変遷を概観する。

I～ Ⅱ期は中期前葉末から中葉初に属し、計 4

軒検出されている。径 3～ 4mほ どの小形住居が

第 7節 熊久保遺跡における集落の構成と変遷

表 1 住居址出土遺物の時期別一覧表

住居址 遺物時期 遺物量 備  考 住居址 遺物時期 遺物量 備  考

口万 Ⅷ 熊久保Ⅲ 少量 埋甕 17号住 Ⅶ 熊久保Ⅱ 少量

口万 格沢 多量 埋甕炉 18号住 Ⅳ 井戸尻Ⅲ～梨久保B 中量 焼失住居

口万 Ⅵ 熊久保 I 少量 19号住 Ⅵ 熊久保 I 中量 埋甕・焼失住居

白万 格沢 少量 20号住 Ⅷ 熊久保Ⅱ 多量 埋甕 。吊手・土偶

口万 Ⅷ 熊久保Ⅲ 多量 埋甕・土偶 21号住 Ⅷ 熊久保Ⅱ 中量 埋甕・吊手

口万 Ⅳ～V 梨久保 B 多量 人面装飾付土器 22号住 Ⅶ 熊久保Ⅱ 少量

口万 Ⅶ 熊久保Ⅱ 多量 埋甕 23号住 Ⅳ 梨久保B 中量

口万 Ⅶ 熊久保Ⅱ 中量 埋甕・土偶 24号住 Ⅲ 井戸尻 I 少量

口万 Ⅳ 梨久保 B古 多量 25号住 Ⅲ 井戸尻 I 少量

10号 V 梨久保 B新 中量 26号住 不明

11号 Ⅵ 熊久保 I 多量 27号住 格沢 中量

12号 Ⅷ 熊久保Ⅲ 少量 28号住 Ⅲ 井戸尻 I 少量

口万 Ⅶ 熊久保Ⅱ 多量 石壇、土鈴 29号住 I 梨久保 少量

14号 Ⅳ 梨久保 B古 中量 30号住 不 明

口万 Ⅶ 熊久保Ⅱ 少量 31号住 Ⅵ 熊久保 I 少量

口万 Ⅵ 熊久保 I 少量
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表 2 各時期における住居llL一覧表
段  階 時 期 住 居 址 軒数

第 I期 梨久保 29ザ計 1軒

第Ⅱ期 格沢古 2号 。4号 。27号 3軒

第Ⅲ期 井戸尻 I 24号・25号・28号 3軒

第Ⅳ期 井戸尻Ⅲ～梨久保B古 6号古 。9号・14号 ・18号 ・23号 5軒

第V期 梨久保 B新 6号新・10号 2軒

第Ⅵ期 熊久保 I 3号・11号 ・16号 ・19号 ・31号 5軒

第Ⅶ期 熊久保Ⅱ 7号・8号・13号 ・15号 。17号 。

20号・21号 。22号
8軒

第Ⅷ期 熊久保Ⅲ 1号・ 5号・12号 3軒

合  計 31軒

※26・ 30号は時期不明、6号は古・新の 2時期に分けた。

第Ⅳ章 調査成果の分析研究

多く、住居形態は円形と楕円形が認められる。27

号住において主柱穴は 4本確認されているが、配

置が不規則で明瞭なものは少ない。炉形態も小形

の石囲炉を有する 4・ 27号住と埋甕炉を持つ 2号

住があり、今回は検出されなかった中葉前半期に

おける炉形態の基礎となっていく。

中葉期後半のⅢ oⅣ期は 8軒が確認され、そこ

での特徴はⅢ期までは前葉とほぼ違いを見せな

かった形態と規模が、Ⅳ期に至 り石囲炉とともに

大型化することにある。径 6～ 7mほ どの円形に

拡大し、主柱穴も6～ 7本に増加して炉を取 り囲

むように配置される。炉形態は、 9号住にみられ

るように扁平礫を円形に据えるもので、これ自体

はⅢ期と大きな違いをみせない。

ところが、V期は炉形態も大きな変化をみせ、

10。 23号住で検出されているような柱状礫を長方

形に配置し、大型化する。長方形石囲炉は越後地

方の当該期集落
(1)に
多く見られるもので、まさ

に土器型式の変化と連動していることが指摘でき

る。その分布は、西山山麓では山形村淀の内遺跡

西 6・ 13号住、穂高町他谷遺跡 6・ 19・ 30号住、

東山山麓では松本市前田木下遺跡 2号住、小池・

一ツ家遺跡116。 172号住、塩尻市柿沢東遺跡23号

住、木曽地方ではマツバリ遺跡23号住、さらに飛

騨地方では中野山越遺跡12号住において確認でき、

中葉期の環状形から後葉期の掘矩撻状方形石囲炉

への変化の過程で、長方形石囲炉が何らかの影響

を及ぼしたことが想定される。

Ⅵ・Ⅶ期は住居址の規模がやや小

ぶりとなり、 3・ 7・ 13・ 20・ 21住

でみられるように径 4m前後の五角

形へと転換する。この状況は、伊那

谷においても指摘でき、飛騨 。美濃

地方における方形プランとの関連が

あるものと思われる。主柱穴も五角

形のコーナーに4本配されるものが

多いが、石壇を有する13号住につい

ては、 6本が並列している。当該期

における中 。南信地方では、 6本主柱穴が広範囲

に分布する中で
(2)、 むしろ 4本主柱穴が多 く存

在することが熊久保遺跡を含めた松本盆地の特色

になりそうである。

この規則的な住居形態を有するⅥ・Ⅶ期も、や

がてⅧ期に至って崩れ始め、 1・ 5。 12号住にみ

られるような小形の円形に変化してしまう。

住居址の軸線、つまり出入回は、埋甕や炉、石

壇の配置、張り出し部等の構成要素から検討 した

場合、東南方向にまとまる傾向が読み取れる。た

だし、 I・ Ⅱ期の判別は難しく、またⅦ期に属す

る21号住は東方向に向いている。出入口部からは、

鉢伏山 (高ボッチ)、 あるいは塩尻峠越からの八ヶ

岳山麓を望むことができたであろう (3)。

3 各ブ回ック変遷 と集団構成

今回の調査範囲では、重複関係にある住居址群

が特定のまとまりを持って存在 し、変遷している

ことが指摘できる(図 1)。 大きく北西にまとまる

aブロック、東方に位置するbブロック、そして

南に若干距離をおいてまとまる cブロックに分け

て住居址の変遷を追ってみたい。

この中で、 I・ Ⅱ期を除き各ブロックが連続的

な変遷を示すことがわかるだろう。 aブロックに

おいては、第Ⅳ期の 9。 14号住に始まり、V期 10

号住→Ⅵ期11号住→Ⅶ期 8・ 13号住→Ⅷ期12号住、

bブロックではⅢ期25号住→Ⅳ oV期 18・ 23号住
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2袴住 ＼21号住

/

24号住

＼ 15号住＼

図 1 熊久保遺跡住居変遷図

→第Ⅵ期19号住→第Ⅶ期20・ 21号住、 cブロック

は第Ⅳ・V期 6号住→第Ⅵ期 3号住→第Ⅶ期 7・

15号住→第Ⅷ期 5号住となる。興味深いことは、

中葉期前半は皆無であること、後半から住居址が

重複するか、もしくはやや離れた位置で連続的に

構築され、最も増加する時期である第Ⅶ期に至 り、

各ブロックが 2軒ずつに分化するということであ

る。そして、最終段階の第Ⅷ期では、再び 1軒に

戻つてしまう実態が読み取れ、これまで指摘され

てきた住居址件数のピーク時期と減少時期が本遺

跡でも確認できる。

ただし、この住居址の増減を一概に人口増加と

減少に置き換えることは危険である。なぜならば、

各ブロックにみられる第Ⅳ oV期の住居址はそれ

以降の住居址に比して、直径約 6～ 7mと いう大

型住居に属し、そこから大量の土器が出土してい

るからである。つまり、Ⅳ・V期の 1軒あたりの

居住人数がⅥ期の 1軒あたりの人数と果たして同

じであるかどうかを、土器の器種組成や保有数な

どから検討を行う必要がある。

いずれにしても、この 3ブロックが何らかの集

団単位であった可能性があり、その繋がりを意識

した住居構築が5～ 6時期 (型式)にわたつてな

されていたことは重要であろう。

4 周辺集落との関係

熊久保遺跡が所在する朝日村は鎖川が形成した

扇状地上に位置し、その鎖川に向かう小河川の湧

水点近くに当該期遺跡が多く確認されている。隣

ムラとして鎖川を挟んだ右岸には三ヶ組遺跡、北

東に芦ノ久保遺跡があり、熊久保遺跡から1～ 1.5

kmと いう近距離に位置する。いずれも未調査であ

り詳細は不明であるが、大規模な集落と想定され

る。さらに鎖川の南東に併走する小曽部川右岸に

は、塩尻市小段遺跡 (小林康男他1979'1993)が

存在し、16軒の住居址と土坑群が検出されている。

10号住

◎  aブロック

bブロック

]◎
]′i/魚

｀
ぶ計。。

三 t°°。。ゝ /。  。 。

ら0 9  cプ ・ロック

9  o

0          5m
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|_       JI_//   _

上段 :淀の内遺跡

下段 :殿村遺跡

鉢盛山 (標高2,446m)を 背景に山麓沿い

に立地する遺跡群の中で、集落のほぼ全体

像が明らかとなっている山形村淀の内遺跡

と殿村遺跡は、約1.5kmと いう近距離に位置

しながらも遺構配置はそれぞれ異なったあ

り方を呈している。前者は前期～後期に形

成された集落であるが、中期段階で東西に

居住域を有していることから、環状を呈し

ていることが推測される。一方、殿村遺跡

は早期末～後期に営まれた集落であるが、

その主体は同じく中期であり、居住域は南

方に集中し、重複関係が少ないことが1つ

の特徴となっている。いずれも、熊久保遺

跡の現時点での集落景観とは異なり、西山

山麓の立地のあり方とともに、多様な集落

形態が存在することがわかる。

図 2 松本盆地西山山麓における縄文中期集落 (s=1/1000)

とくに後期堀之内式期の住居址と土坑墓 。配石墓

が注目されよう。一方、北に眼を転 じてみると熊

久保遺跡の北東方向に、山形村淀の内遺跡 (山形

村教育委員会1997・ 2001)、 殿村遺跡 (山形村教育

委員会1987)、 三夜塚遺跡 (山形村教育委員会

2002)が約1.5～ 2.Okm間 隔で西山山麓における中核
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的集落として分布している(第 3図 )。 淀の内遺跡

は中期中葉～後葉期を最盛期とする50軒余の環状

集落であり、多くの土偶とともにヒスイ製大珠 3

点が土坑内から出土している。また、前期前葉中

越式期の住居が 3軒発見されていることでも注目

される。殿村遺跡では29軒の住居址が緩やかな等

高線に沿って構築され、住居址がほとんど重複関

係を有さない点が熊久保遺跡とは異なる。松本平

でも最大規模を誇るとされている三夜塚遺跡は東

西方向に長く伸びる点で熊久保遺跡と類似 した景

観を呈し、これまでの 3次にわたる調査から23軒

の住居址と土坑群等が検出されている。

これらの遺跡に共通することは、いくつかの断

絶期を挟みながらも長期継続型の集落であり、い

第7節 熊久保遺跡における集落の構成と変遷

わゆる環状集落と非環状集落に分かれること、遺

物において北陸系土器やヒスイ製品が多くみられ、

飛騨・北陸地方との関係が深いこと、さらにこれ

らの遺跡が山麓からの河川沿いに1.5～ 2.Okmと い

う間隔をおいて分布し、一定の領域を保っている

ことなどに注意を払う必要がある。

熊久保遺跡は、独自の生活領域を保持しながら

居住・生産活動を行う一方で、群集する西山山麓

における遺跡群との相互補完的関係が類推される

のである。今後は、周辺遺跡との関係、さらに中

信 。南信地域との広域的 。多角的な検討が必要と

なろう。

なお、松本平全域の中期遺跡分布については最

後の「総括」で触れている。

註

(1)た とえば、新潟県十日町市笹山遺跡、塩沢町原遺跡 7・ 11・ 16・ 23号住で類例を見出すことができる。
ただし、次段階において日本海側から東北南部においては複式炉へと移行するのに対して、信州では発達せ

ず中 。南信においては掘り矩撻状石囲炉へと変化する。

(2)長谷川豊 2000「伊那谷に分布する縄文時代中期後葉の「円形 5本主柱型竪穴住居址」について」『静岡県
考古学研究』32

(3)朝 日村古見周辺からは、現在でも塩尻峠越しに八ヶ岳山麓を眺めることができ、たとえば黒曜石の獲得ルー
トの 1つの目標 ・目印になった可能性 もある。

(4)『朝日村誌』下巻 (1992)に よる。
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第 8節 分析研究成果のまとめ

熊久保遺跡では多量の遺物が出土したが、その

特性を熊久保集落とさらに西山山麓の遺跡群の中

でどのように位置付けるか整理段階で検討課題と

なった。そこで、考古学的手法に加え理化学的分

析を援用し、総体的な分析研究を行うこととなっ

た(第 Ⅱ章第 3節参照 )。 その成果をまとめること

にする。

1 縄文土器の型式学的 0理化学的分析か
らの地域的特性

まず、多量に出土した土器群の構成を概観する

と、中期前葉末から中葉前半、中期中葉末から後

葉前半、後葉期の大きく3期 に分かれる (図 1)。

この中で、第 I期である土器群は 2・ 27号住から

良好な一括資料として得ることができ、 2号住の

資料を中心として、系統と編年的位置づけの分析

を実施した (第Ⅳ章第 1節 )。 その結果、当該期は

諸系統が錯綜し、相互の属性が融合しつつ、独自

の系統をまた維持し続ける複雑な様相を有するこ

とが明らかとなった。また、第 I群土器を肉眼観

察による胎土の特徴から5群に分類し、在地の主

体類型と折哀タイプ、さらに非在地類型に胎土の

明らかな違いあることを指摘 した(第 Ⅲ章第 2節 )。

上記の型式学的検討を裏付けるために、肉眼に

よる器面の整形痕、胎土の特徴などから分類した

類型が、胎土分析による結果とどのような関係を

示すのか分析を依頼した(第Ⅳ章第 2節 )。 光学顕

微鏡による薄片観察の結果、これらの試料は 4つ

の由来が異なる胎土から構成され、在地の主要類

型である土器群 (試料No l～ 4)の素地土は、遺

跡の10km圏 内から採取された可能性が高く、これ

らとは明らかに胎土の異なる土器群 (試料No 7・

8)は搬入の可能性を含めて今後の課題とされた。

以上の結果は、土器型式と胎土の関連性を示 し、

小日 英一郎

肉眼観察による分類の妥当性と胎土分析の結果が

およそ対応関係にあることが明らかとなった。松

本盆地西山山麓の一角に位置する熊久保遺跡から、

関東 。東信地域～東海 。北陸地域の広範にわたる

交流を示唆するデータが道具としての土器の属性

から得られたことを意味している。

2 熊久保遺跡の年代的位置付け

放射性炭素年代測定は、中期中葉末に位置付け

られる18号住の炭化材1点について加速器質量分

析 (AMS)法 によつて行われた (第Ⅳ章第 6節 )。

その結果、年代測定値は4250± 40BP(補正年代

4260±40BP)であり、他遺跡のこれまでの分析事

例と照らし合わせれば妥当な結果となった。当該

期における基礎データが新たに加わった点で重要

になろう。

3 資源の利用と獲得領域

道具の組成の中で、石器群は土器とともに重要

な位置を占める。調査で得られた石器群の特色に

ついて組成と石材的観点からの検討がなされてい

る (第Ⅳ章第 4節 )。 このなかで、器種組成として

敲石 。打製石斧が多く、逆に石鏃が少ないという

当該期の集落における一般的な様相を熊久保遺跡

においても確認でき、さらに主体時期である中期

後葉に至り、大形刃器・石匙が土器型式の画期と

相侯って減少する点がまた興味深い結果となって

いる。安山岩・凝灰岩、さらに蛇紋岩、珪質粘板

岩といった熊久保遺跡周縁では獲得できない石材

について、近隣では東山山麓、遠方では日本海側、

飛騨地方との交流によつてもたらされた可能性が

指摘された。

また今回の石器群のなかで、最も主要な石材の
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1つである黒曜石について中期前葉から後葉にお

ける 6軒の住居出土試料358点 について産地推定

を行った(第Ⅳ章第 5節 )。 黒曜石の産地として有

名な和田峠周辺域、さらに八ヶ岳山麓周辺といっ

た、いくつかの露頭が存在することが知られてい

るが (小林1999、 小林・望月2000)、 その結果、中

期における細別時期ごとの大きな違いはなく、諏

訪星ヶ台群が98。 8パ ーセントを占め、残 りが和田

鷹山群、和田土屋橋南群であることが明らかと

なった。このことは、また木曽地方における当該

期遺跡の分析でも類似した結果が得られているこ

とから (望月2001)、 松本盆地南半分から木曽地域

においては、諏訪盆地の湖北地域経由で塩尻峠を

越えて黒曜石が流通していた可能性が高い。熊久

保遺跡では、過去の調査において黒曜石原石の集

積ブロックが確認されており (第 Ⅱ章第 1節 )、 遠

征して直接採取を行ったことも想定されよう。さ

らに、御馬越峠を経由した木曽地域との中継地点

としての性格も今後検討課題として考える必要が

ある。

今回の調査では、18・ 19号住の 2軒の焼失住居

が検出された。この 2軒の住居址は中期中葉末か

ら後葉期に属し、第10次調査では当該期に属する

遺構 。遺物が多く得られている。その 2軒の炭化

材を対象として住居構築材の同定及び遺構の年代

測定を実施した。樹種同定では各住居 5点ずつの

試料を分析 し、全ての材がクリであると報告され

ている (第Ⅳ章第 6節 )。 近年、三内丸山遺跡にお

いて花粉分析や炭化材の分析から、クリ林の人為

的な維持・管理とクリ材の多角的利用が明らかと

第 8節 分析研究成果のまとめ

なっている (辻2001)。 また、県内でも善光寺平南

部に位置する屋代遺跡群の縄文時代中期後葉期の

住居から検出された炭化材の分析でも、全てがク

リ材であるとの報告がなされている(パ リノ・サー

ヴェイ。高橋2000)。 このことから、熊久保遺跡に

おいても食用植物として、さらにさまざまな道具

の素材としてクリ材が多用されていたことが想定

されるのである。

4 熊久保遺跡の集落景観

熊久保遺跡の居住活動は縄文早期に始まるが、

ムラの本格的な形成は中期であり、第10次調査で

は、ムラ中心部の南端の構造を明らかにできた。

今回の調査により中期前葉から後葉における31

軒の住居跡と若干の土坑・ピット群が確認され、

重複関係が多い中、居住ブロックとその変遷の検

討から3つの居住集団の存在を想定した (第Ⅳ章

第 7節 )。

ところで、細長い河岸段丘面に位置する熊久保

遺跡の中心部には東西方向に窪地が存在 し、それ

が湧水地点からの旧河道の可能性があることが指

摘されてきた。窪地自体の調査が行われていない

ため、その性格については不明であるが、鎖川と

の比高差が約25mあ ることを考えると、水の確保

という点ではあながち無理な推測ではあるまい。

この窪地の北側にも後葉期の住居址が拡がりも

つことを第7次調査によって明らかにされており、

窪地を中心とした集落景観が存在したかどうか今

後の課題となろう。

引用 0参考文献

小林克次   1999「蛍光X線分析法による鷹山地区出土・採集黒曜石製石器の原産地推定分析」『鷹山遺跡群』
Ⅲ 長門町教育委員会・鷹山遺跡群調査団

小林克次。望月明彦 2000「蛍光X線分析法による星糞峠産黒曜石原石の分析」『鷹山遺跡群』Ⅳ 長門町教育委員
会・鷹山遺跡群調査団

辻誠一郎   2001「縄文的生態系と人」『日本人はるかな旅③ 海が育てた森の王国』NHK出版
パリノ・サーヴェイ株式会社・高橋敦 「第4節 炭化材の樹種」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書24-

更科市内その3- 更埴条里遺跡・屋代遺跡群』
2001「吉野遺跡群出土黒曜石製石器の産地推定」『吉野遺跡群』望月明彦
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第Ⅳ章 調査成果の分析研究
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総 括
樋口 昇■

熊久保遺跡も昭和37(1962)年 の初調査以来約

40年 を経過した。その間、大小あわせて 9次に及

ぶ調査が行われ、今回の10次に至ってようやく正

式報告書を刊行できることになった。第 1次は一

応その概要を報告 (樋口他 1964)したが、 2～

9次は発掘すれど整理作業・報告書刊行という作

業は後廻 しという状態が続いている。今回そのす

べてをまとめて報告したかったが、諸般の事情で

不可能なため、とりあえず第10次調査に限定した

報告書の刊行に踏み切った。近い将来諸条件が整

えば第 2～ 9次分もまとめて発表する機会をもつ

予定である。そのため第Ⅱ章に簡単ではあるが、

第 1～ 9次調査の略報を記し、本遺跡の調査経過

と概要を知る一助とした。

総括にあたり、一部第Ⅳ章第 7節で景観・立地、

住居址の構成と変遷と集団構成、周辺集落との関

係については小日が記述しているので省略し、一

部重複もあるが全体を通してのまとめを述べてみ

ることにしたい。

今回の第10次調査は、予想通り全面から遺構が

検出され、第 1次 と第 4次 (現資料館)と の間が

連続していることが確認された (第 Ⅱ章第 3図 )。

これで資料館西側のゲートボール場 (第 5次)ま

でも連続することが判明した。更に西側に続 く未

調査 (盛土保存)のテニスコー トを挟んだ商工会

館 (第 6次 )・ 便所 (第 9次)一帯も一面に住居

址が検出されており、かつ引続く県道部分も古 く

道路拡張工事の折に多数の遺物出土という事実も

あり、更に県道をこえ一番西側に当る公民館東側

(第 2次 )ま で連続していることは間違いないこと

がほぼ確実となった。未調査のテニスコート部分

もあるが、本遺跡が段丘崖に沿つて東西約400m

以上に及ぶことになる。

一方、遺跡のあるこの第 2段丘面北側は、幅約

100～ 150mあ り、比高差約10mの第 1段丘面とな

る。第 3次調査でほぼ段丘面中央付近まで住居址

の広がりをとらえたが、たまたま個人住宅建設が

第 2段丘崖に近い部分で予定され、第 7次調査を

行ったところ、 5軒の中期住居址が検出された。

わずかな範囲だが遺跡の南北幅がほぼ推定可能と

なり、400m× 100～ 150m以上、約 4～ 6万ぽの大

遺跡であることが半J明 した。だが、10次 に及ぶ調

査を実施しながら、各次調査が計画的でなく、十

分関連づけられなかった点は責任者として残念で

あり反省もしている。

次に10次調査の成果に入る前に、この10次調査

地点の原地形に触れておきたい。耕作によってほ

ぼ平坦とみられていた地表面であったが、古老に

よれば東側段丘崖に沿う道 (3～ 5m)は 、かつ

ては耕作者が通う程度の農道であり、その北側に

は高さ。幅約 lm強の土堤状の盛土があったとい

う。それが「猪土堤」のような段丘崖に沿つて長

く続いていたかどうかは明瞭でないが、現道造成

時に現地形にみる平坦な畠地となったという。ち

なみにこの部分に当る10次調査南側の段丘崖寄り

には、径・深さともに10m前後の小ピットが道に

平行して、 1～ 4列 ほど検出されている (第 Ⅱ章

第 4図 )。 消失した土堤状盛土とこのビット列の

関係は不明だが、一応記載しておきたい。

更に次は遺構面のある原地形のあり方も付記 し

ておきたい。一般的に基盤であるローム層は、平

坦か段丘崖に向かって北から南へ多少傾斜 してい

ると予想していたが、第Ⅲ章第 5図 にみる如 く調

査区内ではローム層が南側で高く、北側が低 くな

る。また調査区東北側は更に lm以上も深 くなっ

ている。10次調査の広くない調査区内の所見だが、
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遺跡全体の当地の微地形は相当複雑で、遺跡の中

に浅い凹地や小川程度の流れがあった可能性も考

慮してよいだろう。というのはこの微地形が集落

構成などに何らかの関連をもっているのではと推

測されるからである。今後、機会があればその点

を想定した調査も必要であろう。

次に住居址 0土坑などについては第Ⅲ章第 2節

3項にまとめてあるので再記しないが、 1、 2私

見を述べておきたい。

熊久保遺跡は所謂長期継続型遺跡の典型である

が、10次 にわたる調査にも拘らず集落構成の全体

像を想定する結果がでなかった。その原因は 7・

8次を除いて他は調査範囲が狭いうえに段丘崖に

沿つて細長い区域に限定されるという点にある。

そんな中で「初頭―中葉期が中心部に……、後葉

期に爆発的に増加 して周辺へ拡散した」とする小

日の考察は肯定できる(第Ⅳ章第 7節 )。 こうした

環状集落を形成しない遺跡は後述するように少な

くない。しかし、遺跡全面の広さからみれば、ま

だ環状集落でないと断定はできない。 1～ 9次調

査分も含め今後検討課題であろう。

住居址についても、そのプラン、炉址の形態、

柱穴の配置などのが、「住居址の構成と変遷」「各

ブロック変遷と集団構成」にまとめられている。

住居址やその属性については10次調査のみの30軒

程度であり、 1～ 9次調査例数十軒などを検討活

用する期間がなかったので十分とはいえないが、

周辺遺跡例も多く時に問題となる点もないだろう。

そのためここでは小日が触れていない遺構やその

あり方について記しておきたい。

まず第一は、13号住居址に伴う珍らしい形態の

石壇 (祭壇状遺構)である。住居址内の石壇は、

形態のいかんを問わず県下の縄文中期中～後葉遺

跡から発見されている。

一般的には住居址中央部の炉址の奥壁付近に、

単に大きめの平石が置かれていたり、石棒片、土

偶、釣手土器など特殊な土器が出土する場合があ

り、その在 り方はバラエテイーに富んでいる (神

村 1993)。 その中でも本遺跡の13号住居址例は

類例の少ない形態で注目してよいであろう。

まず13号住居址はそのプランが他と多少趣を異

にする隅丸方形であり、加えて主柱穴が南北に対

面する周壁に沿って 3本ずつ対象的に並ぶ点であ

ろう。当然、他の住居とは違った上屋構造を想定

せねばならない。更に注目すべきは、祭壇状遺構

の在 り方である。一般的に石壇は、住居中央ライ

ンに沿って、埋甕 (入口)一炉址 (中央)一祭壇

(奥壁)と 並び、その間隔はある程度保たれている。

ところが本址の場合は、炉址と石壇が連続 した状

態にある。中′亡、より奥壁よりにある炉石の大半が

抜かれた炉址 (120cm× 110cm)の奥に、ほぼ炉址

と幅を同じくする100cm× 65cmの板状石をたてた

長方形の石囲いがあり、その内部には人頭大前後

の平板石が 5～ 6枚置かれ、その空隙には細かな

自然礫が敷きつめられている。この方形石囲いの

下部は最深部で約80cmの ビットとなっていた。し

かしピット内からは何も出土しない。ただ炉址の

中に大型土器片 (第67図 1)が出土したこと、方

形石囲い上部にわずか焼土と微細な骨片らしいも

のがあった点が注意された。

こうした炉址と石壇がくっついた例はあまり類

例はなく、やや古 く神村が集成した県南部の20数

例の中でも近似する茅野市与助尾根17号住居址が

あるのみである(神村 1993)。 ここで最近までの

新資料を集成する余裕はないが、何か中期後葉か

ら始まる敷石住居址との関連なども今後の課題と

して指摘 しておきたい。

住居址に関する所見で最後に次の点に触れてお

きたい。それは 2・ 6。 7号住居址でみられた覆

土や床面直上に多数の河原石が出土した事実であ

る。この中でも6号住居址では、人頭大から拳大

の礫が約300ケ 散在 していた。ちなみに 2・ 7号

住居址でも200ケ 以上を数えた。あたかも礫群の

“吹上パターン"と も表現できる。礫の大半はすぐ
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下を流れる鎖川から運び上げられたものという。

中期だけではないが、こうした住居内に大量に遺

棄された礫群の報告例もあるが、これを単に廃棄

場として片付けてよいかと疑問も生じたので付記

しておきたい。

土坑については、今回の調査区域が住居範囲

だったためか多くなく、特記すべき点もないので

省略したい。

次に遺物について概観しよう。まず土器につい

ては詳細な考察があるので特に追加すべき点はな

かろう。ただ「熊久保式」の提唱には賛否両論が

あり、今後の展開が楽しみであり、本書がその焦

点となるだろうとの自負はもっている。昭和40

(1965)年、長野県考古学会が主催した 孫電文中期

の諸問題」のシンポジューム (藤森他 1965)で、

県下の縄文中期土器編年が所謂 “井戸尻編年"で

律せられることが多いのに対し、筆者は中期後葉

の「曽利式」について、諏訪湖盆や伊那谷、わけ

ても松本平では別種の土器が多く、一律に県下中

期縄文土器編年を井戸尻編年のみで解釈するのは

如何なものか―と発言したことがある。この根底

には平出遺跡にはじまり熊久保遺跡第 1次調査の

経験があり、曽利式では該当しない新型式―イ中間

うちでの「唐草文土器」が符丁程度に使われてい

た。これが後日、森嶋稔によつて「熊久保式」と

して発表され (森嶋 1979)たが、町史という限

定された中での発言だったため、学界で認知され

るまでには至らなかった (1)。 しかし、この “唐草

文土器"を巡ってはその後活発な議論が展開し今

日に至っている (島田 2001、 綿田 2002、 三上

他 2002、 田中 2002、 北沢 2003)。 こうした学

史を振り返ると、粧を新たに「熊久保式」が再提

唱されるのは、何か不思議な縁を感ぜずにはおれ

ない。提唱者小日 (英 )も 述べているように、ま

だ新型式としては、各種属性検討にも課題をかか

えている。多くの厳しい御叱正と御指導をおねが

いし、中期縄文土器編年研究の進展に寄与すれば

と思っている。

石器についても上条の詳細な報告があるので、

屋上屋を架す必要もなかろう。とかく土器に較ベ

て軽く扱われるきらいのある石器だが、10次調査

のみでなく、第 1～ 9次調査を統合した考察や今

回取り上げられなかった近隣諸遺跡まで言及した

新たなレポートを期待したい。

次に遺物の中で多少問題のある例をいくつか取

上げてみよう。

第 5。 6号住居址検出面 (覆土)土層出土の赤

色塗彩文様ある浅鉢片 (口絵 4、 第135図 50)は わ

ずか一片であるが、該期としては県内初の例品で

ある。残念なことに地元小学校高学年生の発掘体

験時に出土したため、出土状態は不明確である。

しかし、第 5。 6号住の覆土中であることは間違

いない。縄文前期諸磯式の浅鉢などに類例が多少

知られており、中期では有孔鍔付土器や浅鉢など

に全面か、一部朱彩した例はあるが、本例のよう

な浅鉢の表面と内面に曲線文様が描かれている例

は県内にはない。一片のみだが貴重な出土品とい

えよう。

本例のような縄文中期の赤色塗彩土器を大量に

出土した遺跡としては、銚子市粟島台遺跡 (銚子

市教委 2000)が著名である。漆塗土器657点、う

ち絵画的文様あるもの111点 と驚異的出土量であ

る。器形も浅鉢を主体としている。この中には本

例とやや類似したものはあるが酷似例はない。こ

の他では高崎市情報団地Ⅱ遺跡の土坑内出土の内

面に幾何学的文様ある赤・黒二色の漆塗浅鉢はや

や本例と似る。また栃木県那須郡那須町曲畑遺跡

では、袋状土坑より完形に復元された浅鉢や破片、

群馬県新田郡新田町下田遺跡では、多量の彩色土

器が出土し、大半が浅鉢で、有孔鍔付土器もある

という(角 田他 2000)。 多分今後類例は増加する

であろう。また同じ6号住居址の有孔鍔付土器

(第23図 21)は 、表面の一部に黒色の塗彩があるか

否か意見が分かれている。その有無は別として、

この土器は凸帯のみで他に文様はないが、その均

勢のとれた器形は類例が少ない。釣手土器、両耳
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土器、有孔鍔付土器など、一集落から1～ 2ケ程

度しか出土しない祭杞関連土器は、ほとんど大小

を問わず器形 。文様に独自性があって、一般的土

器のように酷似した例は少ない。その背後に縄文

人の何らかの意識を感ぜざるを得ない。本遺跡で

も赤色塗彩土器と共伴しているらしい事実も注目

してよいだろう。今後両者の分析を考えている。

次に「第二の道具」の一つ、土偶について述べ

てみたい。本遺跡では10次にわたる発掘調査にも

かかわらず、20ケ前後の出土例しかない。ちなみ

に、本遺跡のある北アルプス西山麓の代表的中期

遺跡の土偶出土数をあげてみる。

山形村淀の内 (16)・ 洞 (2)。 殿村 (5)。 三夜

塚 (7)(た だし盗掘や表採品を加えると50点以上

あろう)、 波田村麻神 (10)。葦原 (48)、 梓川村荒

海渡 (4)、 三郷村南松原 (2)。 東小倉 (15)、 穂

高町他谷 (11)と 他遺跡を加えても約200点である。

これに対し対面する鉢伏山麓では、小林康男の研

究 (小林 2000)に よれば、同期は42ケ所、総数

345点に及び、その後の調査で400点 を優にこえて

おり、西山山麓の約 2倍 となっている。この結果

は、調査遺跡数の多寡にもよるが、傾向としては

東山山麓の卓越は間違いない。また西山山麓では

多量に土偶を保有する遺跡と少数保有のそれが

はっきり区分できる。この点は東山山麓で土偶の

在り方を追究した小林論文とほぼ同じで日新しい

ことはない。小林が近々松本平一帯を対象とした

中期土偶を取り上げるというので期待したい。

実は該期でもう1つ のテーマに「硬玉=ヒ スイ」

がある。近年わずか 3 km離れた隣の山形村淀ノ内

遺跡で、土拡中から大形の硬石大珠が出土し話題

となったが (和田 2001)、 本遺跡からは出土して

いない。その最大の理由は10次にわたる調査がほ

とんど住居地域で、墓城などの部分に及んでいな

い点があげられる。硬玉保有遺跡のあり方もまた

該期研究の一テーマであろう。

最後に松本平における縄文中期遺跡のあり方を

考えてみたい。

図1 松本平における縄文中期遺跡の中心分布
想定 (樋口他1964による)

約40年前の第 1次調査概報で、筆者は上述の

テーマで小文を記した。その結論は再述するが、

松本平では縄文中期の大遺跡が半径 4 kmの 円圏を

接 して分布するという推論であった(図 1)。 後日

領域論の一例に加えられたが、批判や反論はあま

りなかった。それも今から考えれば当然で、資料

自体の少なさや分析方法の安易さなど問題外とい

えるからである。例えば、昭和37(1962)年 当時、

松本平で正式な発掘調査が行われたのは、塩尻市

平出遺跡 (大場他 1900)と 熊久保遺跡しかなく、

他は踏査による結果や採集遺物の多寡による想定

だったのである。

40年 を経た現在、大小の発掘調査例は100件に

及びその内容も充実してきた。紙数の関係でここ

では詳細は述べられず、別稿にゆずるが、図 2に

みる如く多数の遺跡が松本平を取り囲む山麓 。台

地 。扇状地など全面に及んで分布することがわ

かってきた (2)。 特に旧稿ではほとんど触れるこ

とができなかった鉢伏山麓から松本市南部一帯の

東山は、調査例がむしろ北アルプス山麓の西山地

)́ノ
1矩
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図 2 松本平南半における縄文中期遺跡の分布 (日印…拠点 。準拠点集落 )

1他谷 2離山 3そ り表 4束小倉 5南松原 6長者屋敷 7仁王門 8荒海渡 9葦原 10麻神
11下中原 12三 夜塚 13下 原 14殿村 15淀ノ内 16洞  17芦 ノ久保 18熊 久保 19大 日 20三 ヶ組
21小段 22床尾中央 23平出 24焼町 25剣 ノ宮 26峯畑 27柿沢東 28山 ノ神 29中 原 30俎原
31上木戸 32小丸山 33雨堀 34小池・一ツ家 35南中島 36山 影 37坪ノ内 38弥生前 39林山腰
40大村塚田 41大村立石 42塩辛 43川 西開田 44牛の川

帯より倍増し、その実態が明確になってきた。西

山地帯も各町村での調査例が数件程度ではあるが

実施されたので、ほぼ全域における分布が理解で

きる状況となった。

まずここで松本平の地形を概観しておく。南北

に長い松本平は、東側が塩尻市域の鉢伏山塊とそ

れに続 く山地が松本市域に及ぶが、そこから大町

市までの筑摩山地

な どは恰好 な山

麓 。台地を形成す

る地域が少なく、

大河の流入なども

まだ少なくて扇状

地よりも崖錐状地

形が多い。ために

大町市までの東側

には縄文遺跡が極

端に少なくなり、

縄文中期として取

り上げる遺跡も少

ない (一部、明科

町の犀川沿岸の峡

谷地帯や大町市東

側の山地 にある

が)。 そのため東

側の縄文中期遺跡

の大半は松本平南

半に集中する。一

方、西側は塩尻市

域から大町市まで、

北アルプスやその

前山から流れでる

大小の河川が形成

した各種の扇状地

が広大な山麓地形

や平坦な台地面を

連ね、南から北す

るに従って稀薄化

するものの遺跡分布が認められる。主要な遺跡を

第 2図でみると、松本平が八ヶ岳西南麓から連続

する縄文中期遺跡分布圏の北端を占める地域であ

ることが理解できよう。

こうした分布状況をみると、嘗って中期の拠点

的遺跡が半径 4 kmの 円圏に接すると仮定した筆者

であるが、その領域論については新しい提言をし

塩

23
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括

3
つ

つ

する縄文中期集落

の動態を、豊富な

調査成果を駆使 し

て実に克明に解明

している (勅使河

原 1992)。 小 文

に関係する部分の

みを要約 してみよ

う。図 3に見る如

く、八ヶ岳西南麓

は多数の大小河川

が必縦谷を刻み、

その間に緩斜面や

平坦面が広がる長

峰状の台地が何本

も並列している。

こ の 間 の 標 高

800m～ 1200mに

遺跡が分布する。

勅使河原はこれら

の遺跡を3つ に分

類してその性格を

論 じている。

その1が「長期

継続型」、2つ め

が「二遺跡継続型」、

3番 目が「多数遺

跡継続型」である。

1は「 1つの遺跡

で中期前葉から末

葉まで、土器型式

で10型式前後にわ

従
わ
笏

ゝ一一一Ц
ハリ
'冗
_,はい〕!′ (′ )ヽ K′

“

〃´聯蒲や

図 3 八ヶ岳西南麓の集団領域 (勅使河原1992に よる)

なければいけないだろう。そこへ入る前に他地域

の縄文中期遺跡の分布からみた領域論を2例あげ

てみよう。

長野県内で「領域」を最もよく分析究明したの

は勅使河原彰であろう。八ヶ岳西南麓一帯を対象

とし個々の遺跡の分析から、この山麓一帯に展開

たる長期継続遺跡」、2は「比較的長期に継続する

二つの遺跡の間で集落が引き継がれるもの」、3

が「比較的短期に継続する三つ以上の遺跡の間で

引き継がれるもの」と分類している。大遺跡や中

小遺跡といった遺跡のあり方よりも、集落の継続

性を重視している点が新視点といえる。この3分
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類した中期集落は「基本的には大小河川によって

細長い長峰状に分割された尾根を一つの単位とし

て生活が営まれ、集落の移動もその尾根のなかで

おこなわれていた」とし、更に「その同一尾根に

集落が複数併存する場合には、確実に2 kmの間隔

をおいて分散して配置されることが、曽利Ⅱ式期

を除くすべての時期で、ほとんど例外なく認めら

れる」と結論している。更に勅使河原はこの「生

活領域」をいくつかまとめたものを大きく「集団

領域」として特定し、より縄文中期集落の実態を

明確に示している。

二例目は、 都1市

周辺の開発によっ

て多数の、そして

詳細な調査が実施

された関東地方西

南部一帯を対象と

した谷口康浩の研

究である。

この地でも縄文

中期遺跡の多さは

他 を圧 していて

八ヶ岳西南麓と同

様の傾向をもつ。

谷回は「長期継続

的で大規模な環状

集落に地域全体の

住居跡の70～80%

が集中している実

態 を踏 まえ、“拠

点集落"の概念を

整理し、36ケ所53

遺跡を特定し…そ

の分布状態の分析

から、拠点集落の

分布パターンおよ

び領域を明らかに

した」と述べ、 6

項 目を提示 した。要約すれば、拠点集落は平均

8.40km毎 に分布し、領域面積は平均54。 15kl、 半径

4。2kmで ある。この領域はティーセン多角形から

求められ、六角形が最も多く各領域はほぼ正三角

形と同じで、縄文中期の拠点集落の分布は六角形

ラチスの領域モデルとまとめている。非常に精緻

な資料分析を行って図 4の ような領域図を作って

いる。また、拠点集落には一定の傾向があり大河

川の本流に直接面した場所になく、それらから分

岐した小規模な支流のやや奥まった場所が多く、

一支流に一ケ所の拠点集落が位置する場合が多い

′
国
国
□
□
回

拠点集落

領域境界

潮間帯

河川と沖積低地

台地と崖線

丘陵

山地

メ曜

図 4 縄文時代中期における拠点集落の分布と領域モデル (遺跡名省略、谷口2003による)

8
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という。加えてその拠点集落が一ケ所でなくニケ

所ある場合も、相互間の距離には長短あるが、 5

～10kmに集中し、6。 40～ 7.80kmが最も多 くなって

いる。それらを「最近隣分析」 しても同じ傾向を

示すことを実証している (谷口 2003)。

勅使河原 。谷口両論とも単なる領域論だけでな

く、それを基盤とした社会構造にまで迫る優れた

所論で、得る所が多い。小文では「領域」に限定

しているのでそれ以外は論ずる余裕がない点を

断っておく。

所で二つの事例を比較してみると、原資料とな

る遺跡の数や大小、包括する諸属性もほぼ類似 し

ている。ただ違っているのは空間的なあり方、即

ち舞台となる地形上の相違であろう。関東地方西

南部は大小河川によって細かく開析されたほぼ共

通するような低平な台地上に遺跡が分布するのに

対し、八ヶ岳西南麓は、広大な緩斜面を幾筋もの

必縦谷が並列 しその間の台地面の一定標高上に横

に帯状に遺跡が分布する。両者とも河川による領

域区分は同じだが、領域自体の設定には異なる部

分が明瞭に存在する。

では小文が対象とする地域、松本平はどうかと

いえば、上記 2地域とはまた違った地形を舞台と

している。大きくくくれば、「盆地」内における遺

跡分布を問題としている。ただ資料操作上で河川

が大きく影響している点は、当然であるが共通し

ている。三者の遺跡分布図を比較すれば一目瞭然

であろう。しかし、最も重要な基本資料が松本平

の場合は少なすぎ、上記 2地域のような細かな空

時的分析が不可能な点が残念である。ためにここ

では簡単な記述にとどめ、近い将来の研究に期し

たい。

上記のような不備な点もあるが、松本平におけ

る縄文中期遺跡の分布図をみると、盆地をとり囲

むようなその分布は、関東西南部や八ヶ岳西南麓

とまた違った景観である。このうち、勅使河原 。

谷回のいう「拠点集落」と「準拠点集落」の範時

に入る遺跡は回印で示した。しかし「環状集落」

は台地全面を発掘した塩尻市俎原遺跡のみで、他

は部分発掘から推定される例ばかりである。その

ためここでは「環状集落」という名称は棚上げし、

大 。中 。小程度の見方で処理しておく。これも発

掘調査の成果を主としているが、現在までの踏査

などで明らかに遺物散布地といった小遺跡でなく、

未発掘ながら大乃至は中遺跡と見倣さられ例もあ

る点をあらかじめ断っておく。

分布図をみてまず考えられることは、大遺跡=

拠点的集落が嘗って筆者が想定した半径 4 kmの 円

圏に接するという見解が明らかに不適当であった

点があげられよう。例えば、塩尻市平出 (23)と

朝日村熊久保 (18)は直線距離にして約 7 km、 平

出と俎原 (30)は約 5 km、 熊久保と山形村淀ノ内

(15)は 約 4 kmな ど、長短があリー定の距離で正円

形の分布図にはならない。その点八ヶ岳西南麓の

拠点的集落間が約 2 kmと いう在 り方とは異なり、

また関東西南部の平均8.40kmと も距 りがある。と

いう事は縄文中期遺跡の領域は、やや大きな地域

毎に、それぞれの自然環境によって差異があり、

当然ともいえるが一概に同一視できないといえよ

う。

また、これに関連して次の事実も加えておきた

い。それは拠点的集落=大遺跡が 1ケ所で単独に

存在する例が少く、大半は 1～ 2 km以 内に準拠点

的集落=中遺跡が 1～ 2ケ所隣接することである。

その好例を3つ ほど挙げてみよう。

塩尻市俎原遺跡は150軒の住居址を検出した典

型的な環状集落であるが、南北の谷を挟んで未発

掘であるが中原 (29)・ 山の神 (28)と いう拠点的

か準拠点的集落遺跡が l kmに 満たない間隔で並ん

でいる。また同市剣ノ宮遺跡 (25)は 同一台地上

に峯畑 (26)。 焼町 (24)。 青木幅という準拠点的

集落と、谷を挟んで一部環状集落を示 した柿沢東

遺跡 (27)が約 2 km範囲に群をなして分布してい

る。一方、松本市域では中山丘陵の山麓台地には

もっと密集するように、約 l kmに も満たない距離

で山影 (36)。 南中島 (35)。 坪ノ内 (37)遺跡な
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どの拠点乃至は準拠点集落が並ぶ。鎖川流域では

発掘調査された本遺跡と一段上の段丘上の芦ノ久

保遺跡 (17)、 川を挟んだ東に未発掘ではあるが準

拠点的集落の氏神。大日 (19)。 三ケ組 (20)の 3

遺跡がそれぞれ約 l kmの間隔で分布している。

松本平南半域は拠点乃至準拠点集落が 1ケ所だ

けというより上述のように1～ 4ケ所前後まと

まって、単位領域を形成することが多いようであ

る。この点では八ヶ岳西南麓での勅使河原のいう

「二遺跡継続型」や「多数遺跡継続型」などに相

当するかも知れない。しかし、本地域では八ヶ岳

西南麓や関東西南部ほど精密な発掘調査が全域に

及んでおらず、資料操作も自から限定され十分と

はいい難い。わけても「縄文中期」と一括しての

対象であり、少なくとも前 。中・後葉の 3期区分

程度の各遺跡の変遷が分析対象とならなければ万

全とはいえない。現在その資料を収集中であるの

で後日あらためて発表する予定である。なかでも

谷回のいう「最近隣分布」はまだ理解不十分だが、

松本平での検討にぜひ取入れたい方法論である。

熊久保遺跡の10次に及ぶ発掘調査は、松本平南

部の拠点的集落の存在を確定した。ほぼ現在の行

政区画たる朝日村全域―鎖川を中心とした段丘・

山麓やその背後に広がる山地一帯を「生活領域」

とした三ケ組 。氏神 。大日。芦ノ久保各遺跡など

を包括した拠点的集落として熊久保遺跡が位置し

ており、北に連続して続く西山山麓の諸遺跡群、

また遠く対面する東山遺跡群も包括した一大縄文

中期文化―わけても土偶を多数保有する中期後葉

の「唐草文土器」を表徴とする独自の縄文文化が

発展したことが今後より解明されることを期待し

たい。

註

(1)「熊久保式」の設定については、森嶋と筆者の間で話し合ったが、筆者の時期尚早論が受け入れられず、森

嶋による発表となった経緯がある。森嶋との県全域にわたる中期土器編年構想は2人の多忙さによって実現で

きないままとなった。

(2)この分布図は全ての遺跡を含んでいない。
主要な遺跡―発掘調査や表面採集・踏査などによつて大方の賛同を得た遺跡を中心に作成したことをこと

わっておく。
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